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幼誰匡襲と保育所と 0)鶏毘約数量感覚比較醗究

一幼保一克也を踏まえてー

藤淵明宏

九州女子短期大学

Aτhe Research on Development of Inf:且nt'sNumerical Sense by the Comparison Beれ，veenKindergarten 

and Nurserj School 

Based on the Unific昌tionof the Kindergarten and Nursery School Systems-

Akihiro FUJIBUCI召

Abstract 

This subjects of survey are protectors of th号 iniantgoing to the kindergarten and the nursery school. As a 
resultヲthekindergarten exceeded "the basic quantity concept 11 generally. In additioi1ラ "thebedtime" and "the 
dish" ofthe kindergarten were better・thanthe nurserγschool. Therefore，theιonぬctof an infi:mt and the protector 
can suppose that there are mor・ekinderg紅白nsthan昌nurseryschooL Therefor・e，Isuppose that th記 contactwith組

infant and the protector raises the quantity concept more. 

Keywords: An infant， The quantity concept，Afacto!~ The l~た habit， Play，Activiか

1 覇究の前握

1目 1 幼保統合の課題

一般的に義務教育就学前の子どもの集団での

育ちの場は、親の就業の有無により幼稚園と保育

所(園)(以下「保育所J)に二分されているといえ

よう。しかし、幼稚園と保育所(以下「幼保J) 

には、それぞれ課題が多く、幼保の統合について

は、過去にも数度にわたり大きな議論があったが、

制度の一部の試み的な実践は行われてきた。その

過程で平成 24年 6月に「子ども・子育て関連 3

法」のもと「幼保連携型認定こども園」という制

度が動き始めた。これからは、幼稚園、保育所、

そして幼保連携型認定こども園の 3つの態様で

進むことになると考える。尤もこれらへの移行は、

それぞれの施設(学校)に委ねられるようである。

1.2 幼稚園と保育所の現況

平成 21年次において、 3歳以上児に占める保

育所利用児童の割合(当該年齢の保育所利用児童

数÷当該年齢の就学前児童数)は 42圃4%、小学校

第一学年児童数に対する幼稚園修了者の比率は

55.7%との数字から明らかなように、現在、就学

前の児童はほぼ半々の割合で、保育所あるいは幼

稚園で集団生活を送っている。

周知のとおり幼稚園と保育所は、就学前の子ど

もをま員かる施設という点では共通するが、施設の

位置付け、根拠法等に基本的な違いがある。しか

し、昨今、幼稚園と保育所の実質的な教育・保育

の内容は、カリキュラム、教育，保育時間共に違

いが小さくなってきているといわれている。

カリキュラムについては、平成 20年に幼稚園

教育要領と保育所保育指針の内容が大幅に共有

化された。これにより個別の教育・保育内容の違

いは幼保の差というより、各施設の方針によると

ころが大きいとされる。だが、保育所における教

育は、「保育所保育指針」に基づき養護と一体的

に提供されることになっており、学校教育法(昭

和22年法律第26号)に基づくものではないため、

一部の幼稚園教諭や保護者の間には、保育所では

保育のみを行い、教育はしていないとの認識があ

る。その一方、教育@保育時間面では、預かり保

育を行う幼稚園が増加し、ここでも幼保の差は縮

まっているといわれている 1)

働く女性の増加に伴い、都市部を中心に保育所

への入所待ちをする待機児童の増加が問題とな

る一方、少子化の影響で児童数が減少し、運営が

困難になる幼稚園もあり、待機児童解消と施設の

統合による合理化の必要性も指摘されているの

は周知のとおりであろう O

なお、幼稚園と保育所の統合に関しては、過去

から現在に至るまで数度にわたる大きな議論が



あり、それらについて「幼保一元化JI幼保一体

化」双方の表記がみられる。前者は関係する制度

等全てを一元化すること、後者は幼稚園と保育所

に分かれた現行制度を維持しつつ、できる限り両

者の基準や内容を近づけ、関係を密にしようとす

ること、と定義されることもあるが、「一元化(一

体化)Jと表記する等、厳密に区分されていない

こともあるJ)。

1.3 幼稚園と保青所の設置根拠(J)違い

まず基本的に、幼稚園は学校教育法に基づいた

学校であり、保育所の根拠法令は児童福祉法で、

家庭の事情で乳幼児の保育を出来ない場合に保

育を行う児童福祉施設である。表 1-1にまとめた

ように、幼稚園は「幼児の心身の発達を助長する

こと」を目的としている。これに対し、保育所は

「日々保護者の委託を受けて、保育に欠けるその

乳児又は幼児を保育すること」を自的としている。

表1-1 幼稚園@保育所設置根拠対照表

事項 幼稚園 保育所

根拠
学校教育法 児童福祉法

法令

「幼児を保育し、適当 「日々保護者の委託を受

な環境を与えてその けて、保育に欠けるその

目的 心身の発達を助長す 乳児又は幼児を保育する

ること j ことJ

(学教法第 77条) (児福法第 39条)

-保育に欠ける、乳児(l

歳未満)幼児(1歳から小

学校就学の始期まで)少|

年(小学校就学の始期か

満 3歳から小学校就 ら 18歳未満)

対象
学の始期に達するま (児福法第 4条、第 39条)

での幼児 -市町村は保育に欠ける

(学教法第 80条) 乳児又は幼児等を保護者

から申し込みがあったと

きは保育所において保育

しなければならない

(児福法第 24条)

つまり幼稚園は未就学児 (3~ 5歳)の教育を

行う場、保育所は保護者に代わって乳児又は幼児

を保育する場、ということになる。

これらは制度上の違いで、幼稚園でも「保育J

としづ概念を持っていたり、保育所でも「教育j

に取り組んでいたりする場合がある。 ただし、

満 3歳児以上の保育内容の項目については、平成

13年度以降統一されている。

これに関連して、幼稚園と保育所では子供を預

けることができる年齢、また保育時間に違いがあ

る。 幼稚園に入園可能な子供の年齢は 3~5 歳、

-2 
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保育時間も一日平均4~5 時間である。それに対

し保育所は、子供を預けられる年齢の幅が広く、

保育時間も基本は 8時間と長く設定されている O

幼稚園では夏休みー冬休み等の長期休暇があり、

各週土曜日も休み。但し休暇中も預かり保育が行

われている場合もある。 保育所では、基本的に

休日は土日と正月のみである。土曜日や年末の保

育をしてくれる保育所もある。 また、延長保育

を実施する園も多くみられる。 親が仕事の都合

等で子供を預けなければならない、といった場合

に利用されるのは、多くは保育所ということにな

る。

幼稚園でも自由に保育をしている園があった

り、 保育所でもひらがな程度は教える園があっ

たりと、徐々に内容は近づいているようであるが

保育所は一日の大半を過ごす場であるため、生活

の場、短時間の幼稚園は学校という特色はあるよ

うである。

ただ、先述したように近年は長時間保育と教育

の両方のニーズ、を満たすため、両方の機能を併せ

もつ複合型保育施設が増えてきている。

1.4 幼{果的数量園図形に関する教蕎要領及び

保育指針の棺違

本研究のねらいとして、幼保の数量。図形感覚

(以下「数量感覚J) の保育に関する相違を探る

ために、それぞれの幼稚園教育要領及び保育所保

育指針における数量、図形に関する記述を表 1-2

に整理した。

それによると幼稚園教育要領では 3か所、保育

所保育指針では2か所の記述があった。表 1-2の

上部 2か所の部分は全く同一内容であった。それ

ぞれ I~感覚を豊かにする」また I~などに関心

をもっJ2)3)の表現から、それぞれの園の幼児の遊

び(生活)を通しながら数量感覚を高めるねらい

がうかがえる。とりたてて教科等のセッティングな

どの手続きを経ないで、行うことが読み取れる。

しかし、表 1-2の幼稚園教育要領3か所目の記

述は保育所保育指針にはない。これは幼稚園教育

要領解説を覗くと、 3内容の取扱いにおいて、

ド・習熟の指導に努めるのではなく、幼児が興

味や関心を十分に広げ、数量や文字にかかわる感

覚を豊かにできるようにすることである。このよ

うな感覚が、小学校における数量や文字の学習に

とって生きた基盤となるものである。 J(傍点筆者)

とある。このように幼稚園教育要領は「内容の取

扱いjとして留意点を特にあげていることに注目
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表 1-2 両園の教育要領。保育指針における数量関係対照表

幼稚園教育要領

環境

1 ねらい

(3) 身近な事象を見たり、考えたり、扱っ
たりする中で、物の性質や数量、文字など

に対する感覚を豊かにする。

2 ねらい

(8) 日常生活の中で数量や図形などに関心
をもっ。

保育所保育指針

1 保育のねらい及び内容

(2)教育に関わるねらい及び保育環境

(了) ねらし¥

③身近な事象を見たり、考えたり、扱っ
たりする中で、物の性質や数量、文字な
どに対する感覚を豊かにする O

(イ) 内容

3 内容の取扱い

ぃ、⑩日常生活の中で数量や図形などに関心
をもっO

(4)数量や文字などに関しては、日常生活
の中で幼児自身の必要J惑に基づく体験を大
切にし、数量や文字などに関する興味、関
心、感覚が養われるようにすること。

する。とくに“小学校における生きた基盤"は小

学校への系統の構えがうかがえ、幼稚園のほうに

教育への構えをつくる基盤をここにみる思いで

ある。幼稚園は「学校」種に含まれることから得

てして教科的な扱いをするなど指導に力が入る

ことを想定しての思惑がみて取れるが、近年、保

育所は保育園と称したりして、このような教育・

保育の指針に近づこうと努めているようで、安易

に相違があるとはいえないだろう。

なお、本研究では、幼保の構えの相違はこれ以

上追究しない。家庭における幼保の幼児の相違を、

調査アンケー卜によって集めた保護者のデータ

を通して分析することをねらいとしている。

1. 5 幼児の家庭における数量感覚の高まり

乳幼児は、生活のいろいろな場面で数量や図形

などとかかわりながら成長してし、く。それを援助

するには、乳幼児にふれあう人々は彼らがどのよ

うにして数量を学びとっていくのかを知らなけ

ればならない。

私たちは日々の生活のさまざまな場面で、数量

を使っている。子どもはそうした数量のある環境

に生まれ育ち、それを大人が処理する様子をみな

がら数量を理解してし、く。それらは、乳幼児が日

常経験を通して獲得する数量知識をインファー

マノレ算数ということができょう 5)。この知識・操

作は一貫性がなく論理的でもないので必ずしも

役立つとは限らない。

そこで、 1960年代にピアジェ理論が日本に紹

介されるまでは数量の知識⑧技能などは大人が教

えなければ理解で、きないとして、伝統的な数唱を

暗記させ数えさせるといった計算技能が中心だ

った。その後 1960年代後半から 1980年代にか

けてさまざまな幼児向けの教育プログラムが開

発され紹介されていった。しかし、幼児期は社会

性や情操、遊ぶ力の育成が大切であって数量を指

導すべきではないとの主張が今日まで根強くあ

るが、本研究では、幼児たちが興味に従って始め

た自発的な行動を尊重し、そこでの学びを援助す

るのが基本とする立場をとることにする 4)。

本研究では、幼児期は、心情、意欲、態度、基

本的生活習慣など、生涯にわたる人間形成の基礎

が培われる極めて大切な時期であり、この時期の

教育は、子どもの心身の健やかな成長を促す上で

極めて重要なものである。普段の生活行動の中で

数量。図形の感覚(以下「数量感覚Jという)が

小学校就学に応じられるまでに自然体で、つくら

れていくものと考える 4)。

そこで、数量感覚が高まるには、幼児の自発的

な行動を尊重したり、そこでの学びを援助したり

できる環境づくりが重要と考える 5)。

その環境は、乳児期から幼児期にかけて多くの

時間が家庭の庇護のもとにあるとし、う前提に立

っとするならば、その時間帯の数量感覚が高まっ

ていく環境の要素を洗い出して調査研究を実施

したいと考えた。

以上のことから、本研究は、先述した幼保の相

違と家庭における保護者の構え、それらの環境の

もとに育っている小学校就学前の 4'"'-'6歳まで
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の幼児のさまざまな遊び(生活)と数量感覚の高

まりの関係をみるために、福岡県内 7つの公立幼

稚園と 2つの公立保育所において調査研究を行

おうとした。

Z 覇賓の自的と方法

2， 1 研買の百的と課題

本研究の目的は、幼保に通う幼児に視点を当て、

その幼児の保護者を通した家庭における数量感

覚調査から、幼保それぞれの幼児の数量感覚の相

違とこれからの課題を見出すための基礎的な調

査研究である。これを通して、今後の家庭教育に

おける子育て及び幼児教育関係者・機関に資した

く、以下の課題を設定する。

{課題1]

幼保に通う幼児に対して、家庭を中心とした日

常生活で行っている数量感覚にかかわると考え

る遊び@活動内容をあげ、幼稚園に通う幼児と保

育所に通う幼児の遊び・活動、家庭における幼児

の生活習慣の相違、数量感覚等を比較的に検証す

る。

それらの中で、どのような項目@因子が、成長

発達段階に応じて数量感覚育成に効果的に作用

しているかを調べ、幼保に通う幼児の数量感覚等

の相違を探る。

i課題 2]

幼保に通う幼児の比較分析から、遊び@活動、

基本的な生活習慣等から家庭における数量感覚

育成とのかかわりを探る。

[課題 3]

過去の本研究にかかわる調査研究結果と対比

しつつ、幼稚園・保育所への数量感覚育成への在

り方を検討する。

2， 2 研究の方法

上記の課題に対して、以下の方法をとる。

{方法1]

家庭で、の基本的な生活習慣にかかわる項目を

洗い出す。また小学校学習指導要領 6)における小

学校低学年の「数と計算Jr量と測定Jr図形Jr数
量関係」の4領域の内容から検討した素地経験と

家庭における日常生活において考えられる数量

感覚にかかわる幼児の遊び@活動をあげる。それ

をもとに調査項目(以下「項目 J) を設定〈表 3-2

を参照)し、その幼児の保護者対象にアンケート

調査を行う。

[方法 2]

ヰ
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保護者アンケート実施のデータをもとに、幼児

の発達段階をも取り入れた各項目の平均差、クロ

ス分析、及び因子分析に階層クラスター分析(以下

「クラスター分析J)を重ねつつ分析を行う。

それらは次のような要領で行う。

9 幼稚園 e 保育所における幼児の 4~6 歳児を対

象にした保護者からのアンケートのデータを、

幼稚園と保育所に分ける。

e幼保の各年齢と各調査項目の間の有意差検定を

ともなって平均値の差を求める

e 幼保それぞれ因子分析手法で因子を抽出し、並

行してその因子をもとにしたクラスター分析

を行い、幼保の相違を考察する。

2，3 萌究の意義

本研究は、分析の角度を幼保の対比におく。つ

まり幼稚園及び保育所に通う園児の数量感覚や

基本的な生活習慣とを対比する。そのことによって、

今後の数量感覚を育てる家庭の在り方、及び幼保

の保育の指針を見出そうとするものである。

2，4 調査用紙設定及び実施

2.4，1 保護者アンケートの内容

本研究は、これまで、 2田(参考文献7及び8を

参照)にわたって、ほぼ同じ調査項目で実施し研

究をまとめてきた。よってここでのアンケート内

容や項目等設定の詳細な説明は省略する。

なお、項目の概要は、年齢、性別、基本的生活

習慣8項目、数量概念に関する項目 8項目、遊

び・活動に関する項目は 24項目で表 3-2のよう

に全体 42項目で構成している。質問紙の各項目

は、年齢、性別除いて 4選択肢で作成した。

2.4，2 アンケートの実施

次に保護者アンケートの実施対象は、福岡県内

の 4~6 歳児の保護者を対象にして 7 公立幼稚

園から 149標本(回収率 78.4%)、 2公立保育所か

ら87標本(回収率 72，5%)を得た。当公立幼稚園

においては4歳からの幼児を対象としていた。そ

表 2-1 調査対象度数

年齢 度数 計

4歳 40 

幼稚園 5歳 78 149 

6歳 31 

4歳 38 

保育所 5歳 37 87 

6歳 12 

総 数 236 
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表 3-1幼稚園巴保育所年齢と各項目との独立性の検定の年齢日IJの構成は、表 2-1のとおりである。その

アンケートは、無記名で園児を通して配布 e 回収

を行った。なお、同保護者に複数の園児の場合は、

下の年齢の園児を対象にした。
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3，劫罷比較分軒

3. 1 幼保年齢聞の比較

表 3ω11士、幼保それぞれにおいて 4歳から 6歳

の間にどの程度成長発達したかを独立性の検定

で調パた結果、それぞれ有意な項目のみの一覧で

ある。 40項目のうち、有意であった項目は、幼

保とも 9個であったが、「絵本読みJI楽器演奏」

「しりとり JIトランプ。j

「買物一lは幼稚園のほ

うにミ「朝起床JIイラ

スト大小経験JIイラス

ト数唱JIジグソーパズ

ルJ!指年齢表示j は保

育所のほうに、年齢が

上がるとともに高まっ

ていく様子がみえた。

数量感覚に相当する

川、くつ数日目J15から

3とる計算JI数字書く

力」は、幼保とも年齢

に伴って向上している

ことがうかがえる。

その中で幼保を比較

すると、何事にも基礎

となる「絵本読み」、リ

ズムなど数感覚を高め

る「楽器演奏J、数の感

覚を駆使する「トラン

プ」遊び、さらに自ら

お金を扱う「買物」な

どから幼稚園のほうに

順調に高まっていると

いえるかもしれない。

しかし、この比較は、

推測の域を脱せず、こ

の後、幼保を直接に平

均値等で比較分析する

ことによって検証する

必要性が高まった。

そこで、本研究は、

幼保の相違を分析する

-5-

表 3-2



ために、年齢の枠を外したデータで分析を

図ろうとしたが、幼保の年齢聞の度数の分

布(表 2-1) が5歳児等に偏ったりしてい

て、平均値など幼保聞にズレが生じるため、

各項目において年齢ごとに比較すること

にした。

3. 2 幼{呆の各項自平均値比較

表 3田2において各項目年齢別に幼保の差

を求め、幼稚園が上回った項目の年齢ごと

に十表示をした。その+印は、幼稚園が全

項自の 70.8%を占めていた。

そこで、 T検定でもって有意差を*印で

示した。また、網掛の部分は、等分散性の

検定 (F検定)で、有意で、あったことを示し

ているが、それは 5個のみであった。

各項目の平均値で保育所が有意で、上回

ったのはその印に口で囲っている O それら

は有意な 21個中の 5個であり、有意な項目の割

合は 80%近くが幼稚園であった。

その幼稚園が上回った主な項目は、「就寝時刻j

「階段数日昌J1料理手伝いJ1砂遊びJ1飾りづく

りJ1粘土遊びJ1絵本見るJ1ブランコ数唱J1背

比べ」九、くつまで数字書くか」などであった。

保育所が有意で、上回ったのは「ジグソーパズル」

であった。

幼稚園が有意に上回っていた「就寝時刻J1料

理手伝しリ「粘土遊びJ1絵本見るj については、

幼保に通う幼児の家庭の対応の相違が興味深い。

健全な子育ての条件であろう就寝時刻は、極めて

幼稚園が早い。また、数量概念等を高まりを促す

であろう「料理J1粘土J1絵本」において幼稚園

の上回りは、注目したい。

しかし、数量感覚の高まりをみる項目の 13、36、

37、41、42の5個の中で、幼稚園が保育所を有

意に上回ったのは141し、くつまで数字を書くか」

のみであった。よって、幼児の数量感覚の幼保の

差は、はっきりとしたものはなかったともいえる。

ただし、先の数量感覚に関する 5項目の+印の

割合から、数量感覚は、幼稚園に通う幼児のほう

が上回っているといえよう O

ここで、幼保の有意で差の大きかった 13就寝

時刻」及び数量感覚の項目に相当する 141いく

つまで書く可」のそれぞれの分布のどこに有意な

差があったのかみるために残差分析 9)を行った。

その結果、「就寝時刻」は表 3-3のようにどのカ

テゴリーにおいても有意な差があり、幼稚園に通

[審査付研究論文〕九州共立大学総合研究所紀要第6号 2013年3月
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表 3-3就寝時刻と年齢とのクロス残差分析 (*:Pく.05料 Pく 01)

3 就寝時刻l
決まってない午後10時頃午後9時頃午後8時頃

[実測1直% 5. 4弘 16. 1出 63. 1判 15. 4出

幼稚園調整残差 -l. 98 4.47 2. 90 3. 50 

判 定 * ** ** *ポ

実測{直% 12.6出 42. 5弘 43.7弘 1. 1 % 

保育所l調整残差 l. 98 4. 47 88. 00 3. 50 

判 定 * ** ** 〉、*

表 3-4rし、くつまで数字を書くことができるかj 残差分析

(キ P<.05**:P<.01) 

41 いくつまでの数字書く可

ほとんど吉けない 5ほどまで 10ほどま 11以上の書く

実測{直% 27. 5弘 8. 7弘 26. 8出 36. 9出

幼稚園l調整残差 -2. 88 -0. 41 O. 26 2. 99 

判定 ** ** 
実測値% 46. 0出 10. 3出 25. 3判 18.4首

保育所[調整残差 l. 98 4.47 88.00 3. 50 

判定 ** ** 

う幼児は午後 8~9 時頃に保育所の幼児より早

く就寝していることを示していた。また、表 3-4

において、項目 41は幼稚園のほうが有意に上回っ

ているが、その分布をみると「ほとんど書けない」

と 111以上書く」とのカテゴリーが有意であり、

4~6 歳の幼保の幼児の間で、できる幼児とでき

ない幼児の差があることを示しているといえる。

これらから、保育所に通う幼児より幼稚園に通

う幼児のほうが早く就寝し、また「数字書きJも

幼稚園が上回り、保育所とは有意な差が明確であ

ったといえた。

3. 3 幼保の観点による比較

さらに、 40項目を表 3-5のように、 7つの観

点に分けて年齢別に幼保の各観点の平均値の差

を調べた。その結果、表 3-6のように 21個のう

ち幼稚園が+印 19個と保育所より上回っていた。

観 点 号

口
す
一
番

番一門
I

l
l
-
予
F

3
一
工

期
一
ゅ

の
一
長

そ
一
観

と
一
各

占
山
一

観
T

戸

D

一

つリ一
表一

1基本的生活習慣

2基本的数量感覚

3基本的な数日目

4工作・粘土・砂遊び

5絵本に関わる事

6多様な遊び

3 4 5 6 7 8 9 40 

13293031 36374142 

11 141538 

1719232434 

10121525 

19 20 22 23 24 26 27 28 32 34 

3539 

16182133 7習い事・料理

しかし、有意なものは、セル 21個中 5個と少な

く、幼稚園が保育所と比較してやや上回っている

としかいえないだろう。
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表 3-6幼稚園と保育所との年齢。観点別平均値比較

123  4 567  

観

占

基基数工絵多習

本本ロ昌:本様い

的的 遊 粘 で な 事

生数び七の遊

活量 :遊 び 料

習感 佐び 理

慣覚び 等

幼>保 +1 + +十十 +十

因子は、 0.8を下回

ったが、因子に意味

があると判断し採

用した。

各因子名は、表

4-1のように命名し

た。さらに、この因

子間の関係をみる

ために、この因子分

9.00 

8.00 

7，00 

6.00 

5.00 

4.00 

3.00 

2マ00

1.00 

0.00 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

図4-1全度数スクリーフ。ロット

兵;幼稚 J32272931303119
保育所!2.9 2.6 2.9 2.9 3. 1 3.0 1. 9 

T検定 P値!0.0 0.5 0.8 0.4 0.6 0.5 0.8 

i半J 定i料

幼稚閤 3.1 3. 0 2. 9 3. 2 3. 1 3. 2 2. 0 

5 保育所!3. 1 3. 0 2. 8 3. 1 3. 0 3. 2 2. 1 

歳問>保:十I+ 十 + + 十 + 

T検定 P値iO. 4 O. 5 0今 2 O. 3 0.4 0.5 O. 1 

判定

i幼稚国I3. 2 3. 3 3. 1 3. 3 3. 3 3. 3 2. 1 f育 所l30302426282819

幼>保 +1 + +十+ + 

析で得た 29項目でもってクラスター分析を行っ

た。その分析は、因子分析で得た因子数と同じ 6

因子とし、ウォード法で行い、図 4-2を得た。こ

の図に先の因子分析結果の因子に対応している

と判断し、 I~VIを付している O この後、このク

ラスター分析と表会1の因子分析とによって分析

を進めていく O

T検定 P値 O.2 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4 

判 定*料** 
このなかで、第 I因子に年齢に応じた数量感覚

の高まりがみられた。「数字書きJ['数唱J['計算」

品ヲ

琶~4 ¥事情理寄

~. 
一、

註守主て力感乙~5

4 基才的乞基督語審

投罷君主主

4工i'E'粘土-M.予@'j
ネ

図 3-1 6歳児幼保観点月IJ比 較 図

ところで、十印 19個の中で平

均差検定で、有意セルは幼稚園 6

歳児に集中しており、表 3-6、図

3・1からも幼稚園のほうが、年齢

が上がるにともなってより活発

に高まっていることがうかがえ

た。

さて、ここまでは量的に幼保の

比較による分析を進めてきたが、

因子を抽出などして、質的な分析

を進めてみたい。

4. 絹保母盟子析出による分析

幼保の 4~6 歳児までの総度

数 236で、図 4-1から 6因子と判

断し、主因子法、 Promax回転に

より、表4-1の因子分析表を得た。

各因子のクロンバック α係数(各

因子の信頼度係数)は直、 W、V

*:pく 05**:Pく01

「同数分配」などの数量感覚に直接に強く類似し

ていたのは、先の因子分析と同様に図 4-2のクラ

スター分析においても、「絵本読みj ['しりとり遊

びJ['トランプ@すごろく J['アナログ時計」であ

った。このことは、数量感覚をより高める遊びに

は、特に「しりとり J['トランプJ['すごろく」ア

ナログ時計Jなどが効果的といえるだろう。

表 4-1幼稚園・保育所全度数因子分析結果(主因子法、 Promax

悶+負荷量

因子 I 因子H 悶子E 因子N 凶子V 悶子、司

年齢に応じた発達 (α=.834)
41いくつまでの数字書く (). s76 0.271 0.067 O. 12C O. 204 -0. 071 
36いくつ数唱可 0.673 0.044 O. 162 0.075 0.013 0.031 

375例から 3伺とる計算 0.632 0.099 。181 O. 115 0.068 0.051 

l年齢 0.6自立 0.02.5 0.250 0.024 O. 130 0.203 

12絵木を読めるか 立5&2 0.050 。197 0.140 日006 -0.010 
おしりとり遊び経験 0..512 O. 189 0.284 0.239 0.059 0.026 

27トランプ・すごろく経耳 0.485 O. 159 0.341 O. 153 → 0.022 0.052 
30アブロタ時計経験 0.431 O. 124 0.283 O. 176 0.178 O. 1.51 
13複数の人へ同数分配 0.411 0.22.5 0.296 O. 168 0.213 0.060 

E 手作業ともなった遊び (α 817) 
34鉄・糊使用紙工作遊び帝 0.200 O. 103 0.144 0.015 -0.079 

32お絵かき遊び経験 O. 125 O. 0.071 O. 148 日151 0.051 
1日折り紙経験 。132 0.578 O. 116 0.281 0.087 0.023 
23葉・花での飾りづくり拒 0.056 0: 552 。163 0.20.5 0.014 O. 145 

21粘土遊び経験 0.111 0.541 。174 。128 0.077 。121

29指で年齢表示経験 O. 159 0.510 0.402 0.087 0.001 0.093 
227ロック・積みノド経験 0.029 0.440 0.330 0.048 0.036 0.067 
25絵本見る経験 O. 142 0.433 0.385 。10.j 0.007 -0.094 

車 数唱等多様な遊び α=.682) 
15絵本イラス 0.203 O. 125 

0白e.6553H1 
0.048 0.061 0.082 

14~昔m:上りドり 0.215 。120 0.057 日104 -0.039 

10絵本イラスト大小 0.018 0.034 0.529 0.093 0.228 0.052 
20ジクゾ パスノレ経験 0.077 0.230 0.421 0.2.39 0.007 0.077 
35かくれんぼや鬼こつこえj O. 187 。15.5 0.40'5 0.030 O. 112 0.069 

W 女の子有意な経験 (α=.598)
18楽器等演奏経験 0.087 0.184 0.004 0.019 
2'1生日IJ '0.029 0.161 。140 0.090 0.050 
16料理手伝し、経験 0.064 0.292 0.291 O. 144 -0.253 

V 生活規律 (α=.378)
8自ら着答え 0.087 0.064 -0.051 -0附巴3307l 
40向ら後片付け可 0.073 0.094 0.206 -0.0991 0.4041 0.005 

VI 幼稚園・保育所との棺違 (α=.924)
心地区・園所 り1.53 O. 105 0.012 。159 0.091 
3拡露目宜主1) 0.016 0.007 O. 184 -0.003 0.335 

累積寄与事 8. E弘 17.2% 2.1 日目 28.8% 32.5% 
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ワ 雪量

図 4-2 幼稚園。保育所全236標本クラスター分析

ところで、著者によるこれまで過去の拙研究に

おいても数量感覚と「絵本読み」が強くかかわっ

ていた 7ゆ。「絵本読みj の発達と「数量感覚」の

発達が並行して知る事でもあろうが、それは、絵

本読みと数量感覚が相互に働き合っているのか

もしれない。後の研究を待ちたい。

第百因子に「手作業をともなった遊びJが析出

された。その項目は「欽JIお絵かきJI折り紙JI飾

りづくり JI粘土JI積み木」等である。これは先

のクラスター分析(図 4-2) においても 2番目に

高く多くの項目が類似している。ただし因子分析

の第 I因子「年齢に応じた発達jに強くかかわっ

ているのが「時計JIしりとり JIすごろく Jであ

り、これらから項目川、くつまでの数字を書く可」

などといった数量感覚にかかわっているといえ

よう。

第四因子「数唱など多様な遊び」と第V因子「生

活規律Jが対をなしている。第V因子は、図 4-2

においてやや弱いが第盟国子とともに第 I因子

「年齢に応じた発達」へもある程度かかわりを持

っている。このようなことから「生活規律」が数

量感覚の高めへとかかわっていることがうかが

える。

ここで、本研究のねらいである幼保の相違をこ

の両分析からみたとき、クラスター分析では「料

理JI楽器演奏」とかかわりをみる。たしかに両

項目とも幼保の相違点ではあるが、それよりも因

子分析(表会1)では、「幼保の相違」因子が析出

-8 
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されていて、表 3-3でも確認したように「就

寝時刻j は、幼保の間の差が大きい。

よって、幼保の相違は、表 3-2のように

数多く存在するようだが、基本的に生活規

律の要ともいえる「就寝時刻j に本研究は

注目したい。たしかに、表会1の因子分析

では「就寝時刻」との相違が最も強い。こ

のことから、因子分析からも就寝時刻が幼

保の大きな相違としていえよう O

ところで、表 3-L 図 4包において、数量

感覚に関する項目「数字書きJI数唱JI計

算JI同数分配j などに、強く類似、している

「時計JIしりとり JIトランプJなどは数

量感覚を高める遊び・活動といえよう。さら

に「絵本読み」ができることも類似してい

るO このことはこれまでの研究からも「絵

本読み」はよく関係性が見出されていた 7)8)。

たしかに絵本読みができることが即、数

量感覚を高めるとはいえないが、「絵本読みJ

と「数量感覚」は同様に発達していくといえそう

である。絵本を活発に見たり、読んだりしていく

ような幼児は、数量感覚も同時的に発達していっ

ているからであろう。

5. 研究の総合的考察

5， 1 幼稚菌と探育所の比較

5， 1. 1 量的な分析から

本研究は、幼保に通う幼児たちを、家庭におけ

る育ちを保護者の目からみたデータによって分

析を試みたのであって、幼保の保育内容から出発

していない。よって幼保それぞれの教育方法的な

指導評価等を試みることはできない。またするべ

きではない。

幼保とも、それぞれの教育要領、保育指針にお

いて「日常生活の中で数量や図形などに関心をも

たせる工夫を施したり、物の性質や数量、文字に

などに対する感覚を豊かにするようにすることJ

2):1)とある。これらは幼保通して同じねらいであ

るが、幼稚園には、表1-2にあったように「必要

感に基づく体験を大切にしていくように」という

取り扱いが付加されている。ここに幼稚園には教

育的な要素が明瞭に打ち出されている。このこと

が幼稚園での教育方法や内容に保育所との相違

が表れ、それによって家庭における幼児の成長・

発達に差が生じているかもしれないと仮説立て

もしていた。しかし、それは当然家庭における環



境。条件の異なりも相保って、:i;JJ保の保育内容・

ねらいと家庭における子育ての明確な分析は不

可能に近かった。

本研究のデータを 4~6 歳の範囲で幼保の比

較を表3-2で、行ったとき、有意な項目は少なかっ

たが幼稚園のほうが多くの項目で、上回っていた。

とぐに表3-6において、「基本的生活習慣Jは、

4歳児が幼稚園に有意で、あった。「基本的数量感

覚jは、幼稚園のほうが有意で、はなかったが、全

体的に上回っていた。さらに、「数唱JI工作JI絵

本」などの遊びでは年齢が上がるにつれて幼稚園

のほうが上回っていくといえた。

こうしたことから、幼保の保育内容@方法等は

みるべくもないが、本研究では、保護者からのデ

ータから、かなり明確な差をみることができた0

5. 1.2 賞的な分析から

幼保の全度数236で、因子分析及び、クラスター分

析を行った結果、表4-1の因子分析表において、

幼稚園の保育所の相違は「就寝時刻」、及びクラ

スター分析(図4-2)から「楽器諒奏JI料理J(こ

幼稚園に通う幼児のほうに明確な差をみた。

こうしたことは、幼稚園に通う家庭の様相がう

かがわれる。まず「料理」から保護者と幼児との

ふれあいがより多いことがうかがえ、「就寝時刻」

から保護者の幼児に対する基本的な生活習慣の

しつけの質の高さを考えることができる。このこ

とは、保護者の保育の仕方において幼稚園に通う

幼児のほうに効果的に働いているともいえるだ

ろう O

5. 2 基本的数量感覚を高める蒙庭の在り方

幼保の「基本的数量感覚jには幼稚園 4歳児の

有意な上回りを除いては、他の年齢では大きな差

はなかった。しかし総じて幼稚園に通う幼児のほ

うが上回っていたといえた。その要因を家庭にお

ける保護者の目を通したデータから分析を試み

た。

先に見たように幼稚園のほうが「就寝時刻」は

有意に早めであり、しかも「お箸JI朝起床JI朝

洗顔JI着替えJI我慢」など基本的な生活習慣は

幼稚園のほうが上回っていたといえよう。こうし

たことから、まずは幼保とも「就寝時刻」等の生

活習慣ー規律を高める努力がさらに求められると

いえよう。そのことがクラスター分析の図4-2に

もあったように因子V I生活規律Jが因子盟「数

唱等多様遊び」にかかわりを高め、ひいては因子

I I年齢に応じた発達」へと豊かに働きかけてい

[審査性研究論文]九州!共立大学総合研究所紀要第6号 2013年3月
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くと考えられる。このことから「生活規律」の大

切さをみることができる。

5.3 幼龍一元化(一体化)への指針へのー提言

本研究では、幼保に通う幼児の保護J音を通して、

幼保の数量感覚等の比較の中で、幼稚園と保育所

それぞれの保育内容等を間接的にも分析を試み

ることを目指していたが、それは困難であった。

しかし、家庭における数量感覚に関する幼児の環

境の相違をある程度みることができた。

ここで、本研究の分析からいえることは、幼保

一元化の様態は別にして、それらに通う幼児が家

庭での時聞が少なくなるとすれば、保護者とのふ

れあvサ1減少し、幼児の健全なる発達に支障を来

たすかもしれない。ひいては、数量感覚の発達に

マイナス面が生じる可能性もあろう O

幼保一元化等が今の世の要請で求められると

すれば、このようなリスクを踏まえていく必要が

あろうと提言する。

8圃 萌費のまとめ

1) 本研究の「基本的な数量感覚」は、幼保に大

きな差はなかったが、幼稚園のほうが全体的に

上回っているようで、あった。

2) 基本的な生活習慣」においては、 4歳児が

有意に幼稚園が上回るなど、幼稚園のほうが上

回っていた。

特に「就寝時刻」の差、「料理」などの差か

ら、幼稚菌のほうに保護者と幼児のふれあいが

より多いことが推し量られた、このふれあいに

よって、数量感覚をより一層高めることがうか

がえた。

3) 遊びに関しては「数唱JI工作JI絵本JI粘

土遊びなど」は、多くが幼稚園のほうが上回っ

ていて、特に 6歳児が有意であった。

その要因として、 2) からも保護者と幼児の

ふれあいの時間の差があるものと思われる。

4) 絵本」に関する項目と「数量感覚」との類

似性が高かった。「絵本読みJI絵本を見るJI絵

本のイラストとふれあう Jなどの遊び@生活が

より幼児を豊かにし、数量感覚を一層助長して

いくことがうかがわれたO

5) 幼稚園と保育所との指導内容 a方法等から、

数量感覚の高まりの度合いをみることはでき

なかった。

6) 今の幼保一元化(一体化)の方向が、次世代

を担う子どもたちにより良い環境を提供する
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契機なることが求められているが、子どもたち

と保護者とのふれあいの時間と場を与えると

いった視点を落とさないように検討すべきで

ある。

7.今後の課題

本研究では、母集団が福岡県内の 7公立幼稚園

と2公立保育所に通う幼児の保護者からのアン

ケートのデータであった。標本数が少なく、信頼

性ある分析には程遠い状況であった。したがって、

県内外からの標本が取得できるよう努めたい。

今回の分析から、幼児と保護者とのふれあいの

様相をみるためのデータが必要で、あった。次回か

らは、保護者との幼児のふれあいの時間や内容を

調べる項目を設けるようにしたい。
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長esveratrolO>HepG2縮瞳での

pl諮問InO喜enaむti vator i b i tor-1発現!こ与える罷響

宮崎(蹟戸)美絵 津田博子2 石橋源次1

1九州、|女子大学家政学部栄養学科 2中村学園大学大学院栄養科学研究科

Effects of resveratrol on expression of p!asminogen activator inhibitor戸 1in HepG2 cells 

Yoshie HIROTO-MIYAZ，A.KI， Hiroko TSUDA， Genji ISHIBASHI 

Abstract 

百leaim of this study was to investigate whether resveratrol affects plasminogen activator inh泌氏or-l(PAI-l) 
in HepG2 cells， a human hepatoma cell line. Results obtained with real time RT咽 PCRanalysis showed that 
resveratrol increased PT.J-l mRNA expression to 15.5-fold， and decreased protein S (PS) mRNA expression to 
O.2-fold of con位。LOur study strongly suggests that resveratr叫 tendsto possess pro-coagulant昌ctivityfrom the 
f昌ctthat it up-regulates the expression of anti-fibrinolytic factor， PAI-l， and down-regulates the expression of 
呂nti-coagulantfactorラ PS

lleYfVords: resverαtrol， plasminogiεn activator inhibitor-l (PAI-l)， protein S (PS) 

1 .はじめに

近年、生活習慣病にともなう血栓症発症の鍵を

握る蛋白として、血管内皮細胞や脂肪細胞で産

生・分泌される線溶阻害因子plasminogenactivator 

inhibitor-l (PAI-l)が注目されている。 PAI-l発現

の上昇は、糖尿病患者で問題となるインスリン抵

抗性やレニン・アンギオテンシン系の活性化によ

る高血圧と正の相関がみられることから、 PAI-1

発現抑制は生活習慣病を背景とする血栓症発症

を減少させると考えられている 1，2)。日本人では

protein C (PC)凝固制御系の主要因子である

protein S (PS)の分子異常による血栓症発症頻度

が高いことが報告されているが、 PS分子異常者

で必ずしも血栓症が発生すると限らないことか

ら、生活習慣を含む環境要因が血栓症発生に深く

関係していると考えられている問。食生活を含む

生活習慣が関与しているPAI-lとPC凝固制御系

だが、その両方に着目した検討や食(食成分)がこ

れらに及ぼす影響についての報告は少ない。

ブドウ果皮に含まれ赤ワイン中の主要なポリ

フェノールであるresveratrolは、高脂肪食にかか

わらずフランスのように赤ワイン消費量の高い

国では冠動脈疾患 (CHD)による死亡数が少な

いことの鍵を握る成分として注目され、抗動脈硬

化成分として広く認知されている 5)。我々は、

resveratrolがPC凝固制御系のなかでPS発現を特

異的に転写レベルで、抑制することを報告したへ

そこで今回は、 PAI-lmRNA発現解析法を確立

し、肝細胞でのPAI-lmRNA発現へのresveratrol

の影響を検討することとした。

2実験方法

2. 1細抱培養

ヒト肝癌由来株化肝細胞HepG2は理研ジーン

パンク (Ts吐uba，Ibaragi)から購入した。 HepG2

細胞 (S.OXI05 ceUs/仁lish)を60mm cu加redish 

(BD Falcon™ヲ Franclin Lakesラ NJ，USA)に撒き、

10μg/mL vitamin Kl、 10%FBS、 100U/mL 

penicillin、100μg/mLs仕eptmycinを加えたDMEM

培地で1日間培養した。 FBSを除外したDMEM培

地に交換し1日培養後、実験に供した0

2. 2 Real time reverse transcription-polymerase 

chain reaction (RT -PCR) 5.去

HepG2細胞から totalRNAをRNeasy Mini kit 

(QIAGEN， I五ldenラ Garmany)を用いて抽出し、

DNase 1 (RNase-Fr巴eDNas己 Setラ QIAGEN)処理

を行った。次に、 totalRNA 1. 0 pgをohgodT primer 

25 pmol、random6 mers 50 pmoよPrimeScliptBuffer 

(dNTP mix1回目、 Mg2+を含む)、PrimeScliptRT 

Enzyme Mix 1 (TaKaRa Bio Inc.ラ Ohtsu，Shiga) 

を含む反応液20 . 1中で37oC 15分、 85oC 15 

秒反応させcDNAを合成した。ヒト瞬帯静脈内皮

細胞HUVECのcDNAは中川和憲講師(九州大学

大学院医学研究院病理病態学)から提供された。
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cDNA 2μ1を0.4M sense prim位、 0.4:1'，1 antIsense 

pnmer、SYBRPremixEx TaqTM rr (τaKaRa)を含

む23μlの反応液に添加し、百lennalCycler Dice 

Real Tim号 System(T品KaRa)を用し、て、 95oC 5秒、

49 oC 60秒の反応ザイクルを40サイクル行った。

用いたpnmerは

PS:ターCCTACTATCCTGGTTCTGGAATTG-3'(sens司、

5三GCACTGTGτTGTTACCAGAAACC-3う (antisense)、

。-actm'デーCTGGACTTCGAGCAAGAGAT-3ラ (s号nse)、

デ-CGTCACACTTCATGATGGAG-3'包nlisense)、PAI-l

primer (表1)であり、株式会社ジーンネット

(Fukuokaラ Fukuoka)に依頼して作成した。目的遺

伝子の発現量は内部標準物質s-actinを用いて標

準化した。

2.3 Real time PCR産物的確認

Real time PCR産物を5%polyacrylamide gelで、電

気泳動後、染色し、 LAS-3000で撮影後にサイズ

を確認した。

2.4統計処理

実験データは平均値士課準偏差で表した。値の

ばらつきは標準偏差を平均値で除して%表示 ゑ

した変動係数 (CV)で評価した。平均値の差の

検定は一元配置分散分析後、 DunneU去による多

重比較検定を行った。解析にはSPSS統計パッ

ケージ(Ver.17.0 J)を使用し、危険率pく0.05を

もって有意と判定した。

3.実験結主義

3. 1 Rea I-t i me RT -PCR5去によるPAI-jmRNA発現

解析系の確立

HepG2のPAI-ln武NA発現解析を行うために、

表uこ示すような3種類のprmgrpaIEを設計し

real time PCR法の確立を試みた。血管でのPAI-l

発現に比べ肝臓では低いことが報告されてい

ることから7)、HUVECのcDNAをposlt1vecontr叶

として用いたoReal-time RT-PCR法l士、 PCR産物

量を測定しむ値を求めて増幅速度論に基づき

且虫NAから合成したcDNA量の定量解析を行う方

法である。 cDNA量が多いと Ct値は小さくなり、

cDNA量が少ないと Ct値は大きくなる。また、融

表1PAI-1 prime，配列

Name Primers Nucleotide numbers Base pairs 

primer 1 5'.CCACTTCTTCAGGCTGTTCC・3'(S) 550-569 256 5'-AGTGCTGCCGTCTGATTTGT-3' (A) 550.569 

primerII 5'-TGCCCATGATGGCTCAGA-3' (S) 813-830 84 5'-GCAGTTCCAGGATGTCGTAGTAATG-3' (A) 896-872 

primerIII 5'-TCCAGCAGCTGAA打 CCTG.3'(S) 64-82 102 5'-GCTGGAGACATCTGCATCCT-3' (A) 165-146 
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解曲線分析により増幅産物の確認を行うことが

でき、特異的な単一の断片が増幅している場合に

は、通常、融解曲線はシングノレピークとなる。

3. 1. 1 Pr i mer 1による検討

Primer Iを用い95oC 30秒処理後、 95oC 5秒、

49 oC 60秒の反応サイクノレを40サイクノレ行ったC

HUVECとHepG2の増幅曲線、やむt1直 (HepG2: 34.0ラ

HUVEC : 34.3)に差はなく、融解曲線では複数の

ピークがみられた。 PCR後に反応溶液をゲノレ電気

泳動に供したが、 PCR産物は確認できなかった。

さらに、アニーリング温度を490Cから60 に変

更して検討したが、同様の結果となった〈データ

示さず)。

3. 1. 2 Pr i mer :rr 、primer彊による検討

Primer II 、primer国を用し、PCR反応 (95oC 30 

秒処理後、 95oC 5秒、 xOC 60秒の反応サイク

ノレを40サイクノレ)を行った。アニーリング温度

x oCは55 と60oCにて実施した。アニーリン

グ温度による増幅曲線の差はみられず(図1) 、

いずれのprmlerで、もHUVECのctfI直がHepG2より

B 

1211 PAI.1 P吋mer育，pr!開"'1mの司浄編曲線

(Ajアι ')-..--'づ J晶号室55"c'(8，、アニー')ンノヲ温度60->('.立 plimer II m .primer1Jl 

小さかった。 PrimerrrのCt値のCVはアニーリング

温度55oCで小さく、 pnmer亜では60ocでソトさか

った(表的。融解曲線ではアニーリング温度の違

いに関わらず、鮮明なピークが観察された。竜気

議2PAI-1 primer宣， primer 置のアニー1)ング温度によるCt~直の変化

Annealing 550C 60"C temperature 
Ct1直 SD CV CiI直 SD CV 

HepG2 19.2 0.0 0.1 19.3 。。 0.2 primer II 
HUVEC 16.7 。。 0.0 16.7 。。 。。
HepG2 19.5 0.1 。。 0.1 

primer m 
HUVEC 17.3 0.1 0.4 '16.9 。。 。。

n=3 

勺乙



j泳動結果では、アニーリング温度60oc、pnmer

EではPA1イ mRNA由来の84bpのPCR産物の他

に非特異的PCR産物が観察された。一方、 pnmer

璽では非特異的PCR産物は観察されず、 102bp 

のPCR産物のみを確認した(データ示さず)。

以上の結果から、アニーリング温度60oc、

pnmer置の条件がPAI-1解析に最適で、あると考え、

この条件での増幅産物の塩基配列決定を北海道

システム。サイエンス株式会社に委託し、目的の

塩基配タiJと一致することを確認した。

3.2 ResveratroiのPAI-1発現への影響

HepG2でのPA1-1発現量

はHUVECの約3分の lで

あった(図2)。肝細胞で

のPA1-1mRNA発現は、

interleukin-6 (IL-6) や

tumor necrosis factor-a 

(官;JF-α)によって上昇する

ことが報告されている7-1的。

そこで、 HepG2細胞に1~5

ngimL IL-6 、 5~lO ngimL 

TN下αを添加し、 24時間後のPA1-1mRNA発現へ

の影響を解析したところIL-ふ TNF叫こより PA1-1

mRNA発現はともに上昇する傾向を示し、 10

ng/mL百.JF-αで、コントローノレの1.2倍まで上昇し
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た〈図3B)。次に、 resveratrolがPA1-1 m..1{)'，J A発現

に影響を及ぼすか検討したo Resv号ratrolt担、 10

μMでは影響を与えなかったが、 100μMでは

PA1-1 rnRNA発現を15.5倍まで有意に上昇させた

〈図3A)。

3.3 Resveratrol の内発現への影響

HepG2細胞に1~ 1 00 11M resveratrol， 1 ~5 ng/mL 

IL-6 、 5~10 ng/mL TNF-aを添加し、 24時間後の

PS mRNA発現を検討した。 Resveratrolは100ドM

でPSl11_RNA発現をコントロールの0.2倍まで抑制

した。一方、 IL-6や官.JF-αはPSmRNA発現に影響

を与えなかった(図4)。

4.考察

Resveratrolの肝細胞でのPAI-lmRNA発現への

影響を検討するために、 real-timeRT-PCR法によ

るPA1-1mRNA発現解析方法の確立を試みた。 3

種類のprimerpair (primer 1、pnmer耳、 primerill)

を作成し、 HepG2とHUVECのcDNAを用いて検討

を行二った。 Primer1で、はHepG2とHUVECのCt11直に

差が見られず、アニーリング温度条件を変更しで

も全く PCR産物が増幅していなかった。一方、

primer rrやpnmer盟では増幅曲線や融解曲線分析

から目的サイズのPCR産物の増幅が示唆された。
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しかし、電気泳動の結果からアニーリング温度

60 oc、primerrrでは非特異的PCR産物が観察さ

れたが、アニーリング温度60oc、pnmer臨では

特異的PCR産物のみが増幅され、増幅産物の塩基

配列が目的の塩基配列と一致したことから、

PAI-l mRNA発現解析はprimerillを使用してアニ

ーリング温度600Cで行うことにした。

肝臓でのPAI-l発現量は、他の臓器に比べ非常

に少ないことが報告されている 7)。今回の検討で

は、目的G2で、のPlえ1-1発現はHU可ECの約3分のlと

予想以上の発現量だ、った。赤ワインに含まれる

resveratroll土従来から疾病予防などの有益な機能

が報告されており、 TNF-α による脂肪細胞の

PAI-l mRNA発現上昇を抑制し、肥満による血栓

傾向を緩和することが報告されている11)。我々 は、

resveratrolがHepG2のPS発現を抑制し、向血栓性

に作用する可能性を示してきたの。今回の検討で

は、 resveratrol、TNF同 α、IL-6をHepG2fこ添加し、

24時間後のPAI戸 lとPSrr武NA発現への影響を検

言すした。 TNF-α は10ng/mLで、コントローノレの12

倍までPAI-lm配-fA発現を上昇させ、 IL-6は濃度

依存的な上昇傾向を示したが、いずれも PS

mRNA発現には影響を与えなかった(図3B、4B)。

一方、 resveratroll土100μMでPAI-lmRNA発現を

15.5倍まで有意に上昇させたが、 PS発現を0.2倍

まで抑制した(図3A、4A)o

Resveratrolは血管内皮細胞で、のtissuefactor 発

現や12，13.14)、thrombinによる血小板の活性化を抑

制することが報告されており 14)、血栓形成に対し

て防御的に作用すると考えられている。しかし今

回の研究から、 resveratroll土肝細胞での凝固制御

因子のPSmR!'，[A発現を抑制するだけではなく、

線溶阻害因子のPAI-lmRNA発現を上昇させ、血

栓形成に対して促進的に作用する可能性がある

ことが示唆された。
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高等職業大学日本語言語能力耕輔の教材開発につい

張冬梅

九州共立大学共通教育センター

A Development of Practical Training Material 

fo1' J apanese M勾ors'Language Competency in Vocational Colleges 
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Abstract 

Comprehensive Japanese is a core major course which plays an impo巾 ntrole in Japanese teachi時 Asa 
co-cunicular activity of Japanese te丘chingラ practicaltraining for Japanese competence is closely linked to the 
outlin邑 ofthe assessment for the national vocational skills trainingラ inline with Chin乱、 trainingobjective for 

qualified vocational college students. It is designed昌ccordingto the teaching plan of Shanghai Indus仕y&
COlllii1erCe Forei伊1Langu昌gesColl巴geand is a key practical section which combines practical teaching and 
theoretical teaching closely. It is of gre品tvalue in application to probe Into the content of employment-oriented 
practical traIning and th己 developmentof practical teaching material suitable for applicatiorトorientedt丘lentsin 

Japanese in vocational colleges. As an important part of the system of practical training course In vocational 
collegesラ thecontent of the material is intended not only to embody the educational ideas， educational policies 
and t開 chingmodel for vocational colleges in the whole process of developing applicatiorトorientedねlentsbut 
also to be linked up to the t号achingsystem and knowledge hierarchy in various phases， which lay a solid 
foundation for th己conslructionof a good practical training course system 

Keyword旨:Vocational college.li中仰εse，Practical training material戸rlanguage competence， Development 

1 .はじめに

中国の教育現場では、総合日本語は日本語教育

においてとても重要な課程として位置付けられ

ている。ずっと日本語教育の専門コースで、日本

語専攻の学生の必修科目とされている。そして、

中国の職業専門大学の人材育成指導要領におい

て強調されていることのひとつとして「実践教育

を通して、実践型と応用型の人材の育成」をあげ

ることもできる。それは各職業大学においては実

践的な活動が学習指導要領の内容として各科目

に位置づけられることとなった。筆者が勤めてい

る上海工商外国語職業学院では、日本語の実践コ

ースは、この指導要領にしたがって、総合日本語

の補助課程として、実践教育の一環として、設置

されたきわめて重要なコースだ。国家の職業技能

訓練、考査要領とも結びついて、本大学の高等職

業教育の専門学習計画にしたがって、実践教育と

理論教育とを密接に結合させるもので、「単位制j

を実行する教育考査制度の必修科目とされてい

る。

実践的な言語能力の訓練活動を通して学習指

導をすることの狙いとしては次のようなことが

挙げられる。基礎的な言語知識。技能を確実に身

につけること、言語の表現力とコミュニケーショ

ン能力を育てること、楽しさや意義を実感し学習

意欲を高めることなどがある。これらの目標は、

これまでもずっと高等職業大学の言語指導の目

標とされてきたことであるが、中国国内の教育現

場から、日本語においては、これらの力が十分に

は育っていないことが考えられる。実践的な言語

能力の訓練活動を意図した指導が十分に行われ

てきたとはいえないのが現状であった。実践的な

活動は理工科系においては行われるのがあまり

難しくないが、言語においては、特に会社実習と

か、いろいろ難しい問題点があると思う。そこで、

日本語の実践的な活動がどのようにしてより一

層充実できるのかを考え続けてきた。

本学の日本語学部の教師たちは、大学が創立し

てから、日本語実践教育の内容やそードについて

模索し続けてきた。言語スキノレの基礎知識訓練か

ら就職前の職場実習訓練まで、十年以上の実践教

育にわたって、さまざまな教育実習の指導書と多
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量の実践教育の経験を蓄積したが、実践的、そし

て実用的なシステムがまだ形成されていない。こ

のような現状から、高等職業大学応用型の日本語

人材の実践教育に相応しい教材、日本語の実践的

な教育を促す教材を開発することや指導法につ

いて研究し就職を目襟とした研修コースを設計

することや、その成果を広めることなどは、有意

義なことで、大きな応用価値を持っていると考え

る。高等職業大学のカリキュラムシステムの重要

な部分として、今度開発する教材の内容は職業教

育の理念、教育方針、教育モードを応用型人材育

成のすべての段階に網羅させるつもりだ。そして

良い研修カリキュラムを構築するために、各段階

の知識システムに結び付け、好ましい基盤を作る

つもりだ。この課題は日本語学部の教師全員が十

分に検討し、真剣に論証した上、確定した言語能

力訓練の教材開発研究計画である。 b

2. 誰来的研究基譲と課題を完成する金件

2. 1 本課題の研究資料がそろっていて、設備も

完備している

日本語学界が実践実習教育に参考になる多く

の資料と経験を提供した。本学部も十年の実践教

育の中で貴重な教育資源を蓄積した。例えば:

(1) 日本の食文化研修指導書 馬敬、張冬梅ら

(2) 日本茶道・花道研修指導書朴金梅ら

(3) 日本語会話研修指導書斬君

(4) 日本企業実務研修指導書 命建中

2. 2 本課題を完成する条件と保証

(1) 本課題は各教研グルーフ。がそれノぞ、れ担当し、

日本語学部の教師全員が共同で編集する予定

だ。何人もの教師が本校の創立当初から B本語

学部の教鞭をとり、長い教育経験年数を持って

いる。日本に留学してきた教師が 8人もおり、

もう老・中・若年三代階段型人材の相互補充と

協力ができており、チームワ)ク精神も形成し

た。各教師が豊富な教学経験を蓄積し、日本語

研修コースの内容に熟知し、実践教育の能力が

高く、教授法も柔軟で様々であり、学生の実践

能力の育成を重視している。

(2) 本課題グルーフ。のメンバー全員が総合日本

語と聴解授業を担当したことがあり、少なくと

も1年生から 3年生まで、三年の教学循環の過

程を経験した。高等職業大学の日本語専攻の学

生の特徴に非常に詳しく、学生の能力によって、

相応しい研修内容と模擬シーンが選択できる O
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(3) 学生に徐々に進歩させ、実践能力を向上さ

せることができる。そして、課題クソレーフoの多

くの教師は日本に長年生活、仕事しており、日

本文化、日本企業文化、風俗民情に深ぐ理解し

ている。彼らによって開設された「日本企業実

務JI日本経諦」などの科目が実践性を持って

いる。本学部の既存の実践教育のリソースを十

分に利用して、高等職業学校の学生の特徴、実

際の教育効果と学生のフィードバッグなどと

結びつけて、この課題を円満に完成できると確

{言している。

以上のように、本課題グループのメンバー全員

が日本語学部の既存リソースを合理的に利用し

て、社会ニーズ、を把握し、実践教育の各段階が各

学期の総合日本語の教学内容に応じるように努

めたい。教材の内容が社会、職場、企業などに範

囲広くわたって、学生の「聞く@話す@読む@書

く」能力を高める、学生の実践能力を育成するの

を自標に、時間通りに本課題を完成するように努

力する。

3. 教材の開発について

3. 1 教材開発の自的

日本語学部は、 2012学年から総合日本語の補

助コースとして、実践教育課程を育成計画に加入

された。このコースは、総合日本語教育の実践教

育の一環として、三段階に分けて、学年の順番に

螺旋状のように、累加してし、く実践教育内容を設

計するつもりだ。そして、このコースに相応な教

材の開発が急務となっている。職業学校の学生の

学習特徴を考慮しながら、言語の基本技能 a 異文

化コミュニケーションとビジネススキル@総合

応用技能としづ流れで、日常の教室活動と結合し

て、段階別、レベル別にデ?ザインするつもりだ。

教材の開発を通して、次のことを目的として課題

を進めることにする。

(1) 従来の研究資料を整理し、日本語教育の実

践的な活動を促す教材開発を行い、その成果を蓄

積すること。 (2) 蓄積された授業実践を検討す

ることによって、実践的な活動を促す授業がもっ

条件について検討し経験を積むこと o (3) 高

等職業大学における日本語の能力訓練の研究を

通して¥各学校段階における違いや共通点は何か

について明らかにして、よりよい日本語の授業の

あり方について検討すること o (4) 各職業大学

で、行っている現職研修セミナーなどの機会を通
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して、教員養成や現職教員研修に役立てること 0

3. 2 教材の内容

日本語言語能力訓練の教材の内容は、主に三年

の学習段階にしたがって、編纂する予定だ。

一年生 日本語基礎知識の実践練習、言語基本ス

キノレトレーニング

二年生 ビジネス日本語のシーン訓練、校内研修

基地コア技能訓練

三年生応用日本語総合訓練、校外墓地総合研修

とインターンシップ

以上のように、既存の実習訓練の資料とリソー
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スを十分に利用し、教師の力を生かして、教材を

作る予定だ。各段階の教育内容は、主に教室の日

常の教育研修活動、「会話編JI文化編JI作文編J

「コンテスト編」などの部分に分かれている。音

声段階の基礎訓練から日常会話、ビジネスシーン、

模擬面接、インターンシップまでのさまざまな訓

練を通して、学生に総合的な言語能力訓練を提供

する。日本語言語の基本的な技能訓練と実用性を

持つ職業キャラクター訓練を同時に進めるとい

う特徴を、教材に十分に反映される予定だ。教材

の具体的な内容設定は次の表 1のとおりである。

表1.教材の具体的な内容設定

学期 異 {本 自今 な 肉
谷Pぞ与唱

第 1学期 教室の主な日常訓練活動。 l、音声の基礎訓練2、小スピーチ(指定テーマ)

会話編:1、生活場面会話(模倣、原作、自作)

文化の編:日本文化祭(アニメ展、 cosplayなど)

コンテストの編:1、単語の王様 2、日本語入力コンテスト

第 2学期 教室の主な日常訓練活動:1、小スピーチ(自由テーマ)三日本語クイズ

3、簡単な日本語の歌を勉強する

会話編・ 1、生活シーン(買い物、道を聞くなど)会話

文化の編 1、日本料理を作る

コンテストの編 l、日本語文章の朗読コンテスト

第 3学期 教室の主な日常訓練活動 l、小スピーチ(指定テーマ)三日本語クイズ

会話編 1、ビジネスシーン会話(外事接待マナーと模擬訓練)日本語

2情景劇

文化の編 1、日本の茶道2、日本文化祭

コンテストの編 l、日本語の文章を暗唱する 2カラオケ大会 日本語の歌の試合

第4学期 教室の主な日常訓練活動:1、小スピーチ(指定テーマ)

会話編:1、職業シーン(ガイドの解説、研修)会話、 2、ビジネスシーン(ビジネス日

本語会話の交渉とマナー訓練のシミュレーション)

文化の編:1、日本の花道

作文の編ー l、日本語番組の感想文

コンァストの編 l、日本語映画とアニメの吹き替えコンァスト 2、日本語スピーチコン

テスト

第5学期 教室の主な日常訓練活動:1 小スピーチ(指定テーマ)2、

(10週間授業 会話編 1、面接現場模擬 2職業シーン(日本語の口語会話ホテル研修)

+学生校外実 文化の編:1 日本企業を見学して、日本企業文化を知る。 2、日本文化祭

習) 作文の編:応用文を書く (電子ビジネス用手紙)

コンテストの編 l、日本語の翻訳の試合 2、応用文を書く試合

第6学期 教室の主な日常訓練活動:なし

(学生校外実 会話編 卒業論文の指導について、指導教師との玉回交流

習) 文化の編実習感想、

作文の編、卒業論文を書く(インターンシップの内容と結合する)

備考 l すべてのコンテストの項目は賞品賞状を励ましとして、用意する。

2 各学期各教研グ、/レーフ。が実際の教育事情により研修内容を選択できる。

ウ
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就職と密接に結合させるということを目的と

する、予定された実習訓練の教材内容は、高等職

業大学応用型人材の教育実践のすべての段階に

適用すべきで、大きな応用価値を持っていると考

える。日本語人材の需要が反映できる一方、学生

の就職の基本的なスキルも鍛えられるといえる。

学生の就職率を高めるために、業界の日本語人材

のニーズを満たすために、この教材は有力な保障

を提供できるものに編集していきたい。高等職業

学校カリキュラムシステムの重要な部分として、

教材の内容は、高等職業教育理念、教育方針、教

育モードを応用型人材の育成のすべての過程に

貫きならが、各段階の教育知識、ンステムと結びつ

けて、知識→スキル→知識を深化する→スキルを

アップグレードという実習訓練の課程を構築す

るために良い基礎を築きたい。

4.まとめと今後的課題

経済のグローパノレ化の発展につれて、中国は政

治、経済、文化など様々な分野で世界各国との交

流がますます頻繁になっていくに相違ない。日本

語人材の求めもますます大きくなって、シングル

タイプの日本語人材はもう人材市場の要求に適

応できないと言えよう。中国がこれから必要とす

るのは、高度な専門技術と、その技術力をし、かん

なく発揮するために必要かっ十分な程度の日本

語能力を兼ね備えた人材である。日本語の学習が

単純の言語交流から、多元化になっていくので、

市場も日本語の高級複合型人材に対するニーズ、

がますます高くなっていくと予想できょう。そこ

で、どのようにして、素質の良い、技能の高い総

合的な人材が育成できるとし、う問題は、各高等職

業大学の生存と発展、学生が順調に就職できるの

か、そして就職したら自分の仕事にうまく適応で

きるのか、順調に発展できるのか、などに深く関

わっている。本学部にとっては、伝統的な教育理

念を変えて実践活動を増やし、産学連携、工学と

の結合の道を聞きながら、本学部の学生に相応し

い実践研修を研究して、総合日本語の教育により

良いサービスを提供するのが急務となっている

と判断できる。

そして、システムの完備した言語訓練教材は、

教師に実践教育の完備の教学指導を提供する一

方、社会のニーズ、に適応で、きるように、学生の学

習と就職の実践活動に系統的な指導も提供でき

ると確信している。

これから開発するこの教材は、学生が本に載
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せた知識を学んでから実際に役立てるのを提唱

することを旨に、言語の表現力と異文化コミュニ

ケーション能力をさらに高めて、職業ニーズ、に適

応するのを目的とする予定だ。シミュレーション

の日本生活、伝統文化及び日本企業現場を設計し

て、学生に日本の風土民情を理解し、日本語の知

識を勉強し、日常の礼儀作法を身につけ、いろい

ろな方面から、日本及び日本文化を深く理解して

もらおうとする。楽しい雰囲気の中で学び、覚え、

楽しみながら学習する、日常の教育を推進する。

音声の基礎訓練から、日常会話、ビジネスシーン、

模擬面接、企業実習まで、学生に全面的に総合的

な訓練を提供する。日本語の高等職業学校の学生

として備えるべき専門素養、専門技能及び現場に

臨機応変に処置する能力を育成する。

既存のリソースを十分に利用し、タスクベース

の指導法の精神を教材に反映させるつもりだ。学

生を中心に、タスクの配分、解決及び評価を通し

て、学生の言語実践への意欲を高め、言語実践の

基本素質と能力を育成して、職場に適応できる必

須の総合的な能力を身につけさせて、本学の「実

用型人材を育成する」としづ教育目的を実現する。

学生が持続可能な発展能力を有する実用型人材

になってもらいたい。すべての可能な方式と資源

を利用して、学生の日本語に対する実践の積極性

を十分に引き出して、全員が関与して、ところど

ころ悉く手を尽くして、研修活動の記録、全員が

利益を得るように編集していきたい。総合日本語

の補助になることができ、学生の特徴に適応する

実践研修の教材を形成できるように努めたい。

今後の課題としては、高等職業大学の日本語科

目においてより一層の教材開発を行っていくこ

とが必要であると考える。そして、実践授業を行

う中で、各職業大学段階における、大学生が行う

実践的な言語活動の特徴、共通点、相違点を明ら

かにし、実践的な教育活動を促す授業のあり方に

ついて明らかにしていきたいと考える。

参考文献

1)新世記高取高寺教材編市委員会，取主元日 i吾表法'*ジ1[
教程，大連理工大学出版社， 2009 

2)新世紀高取高寺教材繍市委員会，商各自i吾綜合実ザ1[，

大迩理工大学出版社， 2010 

3) 李福貴，取場日i吾安世1[掠合教程9 隻且大学出版社，

2012 

4)国際交流基金日本語国際センタ児童・生徒のた

めの日本語わいわい活動集， 2005 

5)岩崎美紀子，未来を支える日本語力， 2007 

(原稿受付 2013年 l月 11日)

-18-



[研究論文]九州共立大学総合研究所紀要第6号 2013年3月

JoumalofK)'1吋lUKyoritsu University Rcsearch Institute No.6 March 2013 

著者のインターネット鰻存鰻1竜野競霊童立と轄識に関するt心理学的額翼

夕、ラウンヂッド E セ才!)去を用いて ー

友納(鄭)艶花

九州女子大学人間科学部

A Psychological Study on Shaping Factors and Features of Intemet Dependence Tendency 

呂mongYoung People -Using Grounded Theory Approach 
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Abstract 

In this studyラ we investigated the shaping factors and the featur・出 of intemet dependence tendency，because they 

are critical elements ofwhat affecis building and developing h四 lthyperson呂litiesof young people in the current 
information age. We performed semi-structured interviews with young people who are aware of daily hfと

problems due to their intemet dependenceラ andanalyzed the obtained data with a Grounded TheorγApproach. 

As the resultラ wehave proposed a shaping factor model of intemet dependence tendency It consists of the 
following six factors; 'physical environment'， 'individual personalities'， 'psychology and emotions¥ 

ζpsychological stress'， 'personal relationships¥and 'family conversation effectsラ

Keywords: theα抑制tinIormation age， dai与;/i)告problems，the shaping戸ctorsoI internet dependence 
tendency， Grounded刀zeorアApproach

1 .開題と自的

人は技術や文化の創造性を発揮するインター

ネットに適応しているのか(池田ら， 2005) とい

う聞いに答えるかのように近年では情報社会に

おけるインターネットコミュニケーションやイ

ンターネット依存問題に関するテーマに興味関

心を持つ若者が増えている。 IT時代と共に成長し

て若者の健全なパーソナリティ形成と発達に何

らかの影響を与える大きな要素のーっとしてイ

ンターネットへの依存問題は無視できなし、(文科

省， 2002) と研究の必要性が提起されている。

先行研究において，インターネット依存症に羅

患しているかどうか判断するのに必要な診断基

準を作ろうとすることに多くの努力が注がれて

きた (Young，1998/1998; Davis， 2001) 0 それに

比べて，インターネット依存を引き起こすモデ、ル

については，あまり検討されていない(Joinson，

2003/2004) のが現状である。

また，数少ない研究の中で， Young (1998/1998) 

は，潜在的に依存を引き起こす要因として「匿名

性 (Anonymity)J I利便性 (Convenience)J I逃避

性 (Escape)Jと挙げ，インターネットの属性に

注目している。また， Davis (2001)は，インタ
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ーネット依存とはやや違う次元として，病的イン

ターネット利用者(オンラインギャンブノレ，オン

ラインセックスなど)について 3 認知(抑うつ的

なスキーマ，反調的思考，低自尊心)が抑うつ症

状を引き起こすとする抑うつの認知的説明と同

様のアプローチが病的なインターネット依存利

用にも適用できると考えている。それは，脆弱性

ストレス・アプローチをインターネット依存症に

適用している。ところが， 2つの研究とも海外の研

究であり 9 日本との文化差があることも考えられ9

日本での検討が必要であろう。

そこで9 本研究では 3 インターネット依存傾向

を自覚している大学生を対象として，半構造化面

接調査を行い，①インターネット依存傾向の形成

要因を探り 3 その特徴について検討を行い?日本

版インターネット依存傾向形成要因モデ、/レ作成

を試み，②その要因と特徴を先行研究と異同を考

察することを目的とする。

2 方法

{調査対象者の募集と選択}

文系と理系の大学生を募集し， 12名が対象者

となった(男性 5名，女性 7名)。平均年齢は 19



歳 (SD=0.94) 0 A市と B市の文系と理系の大学

の講師と知人にメールで、協力を依頼する。同時に，

本研究の目的と方法などについて説明し2 募集の

協力を得ることができた。調査協力者募集案内を

作成し授業直後に配布を行い，説明を行った。

質的研究の対象者募集手法の一般的方法として

最初から研究の目的に合った対象者を意図的に

選択する方法があり 3 今回は半構造化面接を用い

た。また 3 研究目的の主旨から，応募された対象

者に研究目的を説明した上，調査対象者の選択範

囲は鄭 (2008)により分類した「生活支障型依存傾

向群」であることを判断した大学生に半構造化面

接を実施した。なお?筆者はいずれの面接対象者

とも面識はなかった。面接場所は、話し合いを通

じて合意された某大学の図書館の個室を予約し

た。平均面接時間は l時間程度である。

i手続き}

Young (1998/1998) ， ]oinson(2003/2004) ，鄭

(2007)などの先行研究を参考に調査項目を準備

し，半構造化面接を行った(表1)。対象者の同意

を得て ICレコーダーに録音を行う。面接ではフ

話しやすいところから話してもらい，話題を柔軟

に展開させていった。

表 1 面接調査項目

l 対象者のプロブイ ル

年齢，学年 1家族構成。社会的i閣の有罪

iインターネット闘の事実関係ど生存酬柑R確認

ÎJI聞から理技用における :~ìR，制頼度，
インターネット依存嗣度目己採点筆者作成した柿傾向R度項目の質問

3 本AilJイントネット依存併について目自主言
tイントネッ L住民によるE常生活への影響

3 イバネット聞と友人問・家族関係

日インタ ネット依存傾向とストレッサ寸対処

i.インクーネッ L依存間同にならないような対処法

8.イントネッL依存指向と他の依存どの異同点

1面接を受けた感想

{倫理的配慮}

本研究では》個人にとってプライベートな話を

扱うところがあり，倫理的に配慮が必要と考え，

Willig (2001/2003) の挙げている倫理要綱を参

考に配慮を行った。

(1) まず，本研究の主旨を十分に伝えて理解を

求めた上，話したくないことは無理をして話す

必要はないことを伝え，安心して直接に望める

ように配慮、した。
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(2) 面接の場所や設定をめぐって，面接中に話

し声が漏れたり，他者が入ってくる心配がなく》

対象者が安心できる十分な広さのある個室を

利用した。

(3) 騒音，空調など問題がなく快適であること O

(4) 面接前後ともに筆者から，本研究での面接

内容は個人が特定されないように取り扱うこ

と3 及び筆者の研究に使用されることなどにつ

いて対象者に説明を行った。

{分析方法i
ICレコーダーの録音をもとに面接の逐語記録

を作成し，対象者ごとにそれぞれの発言内容のま

とめを行二った。

分析は，グラウンデッド e セオリ一法

(Glaser&Strauss， 1967/1996)を参考に， 5段階

で行われた。まずp 第 l段階としては，面接逐語

録に含まれるインターネット依存傾向形成要素

を最も端的に表す言葉，例えば「寂しさ (A)

等達成感J I漠然とした不安J (B)等， I両

親が干渉しなしリ「人としゃべるとストレスJ(B) 

等)によるラベルづけ作業で、概念化を行った

(Strauss， al&Corbin， ]， 1990/1999)。第 2段

階では，面接逐語録に含まれるインターネット依

存傾向形成要素に着目し，第 l段階で得られた概

念の意味を3 データを参照しながら考察し，ラベ

ルに加えた(例寂しさ→依存性J (A)等P

「達成感→満足性J I漠然とした不安→心配性j

(B)等両親が干渉しない→放任人とし

ゃべるとストレス→ストレッサーJ (B) 等)。

第 3段階では，こうして得られた概念の中で類似

したものを統合し9 依存形成を構成する特徴上位

カテゴリーの生成を試みた。質的分析は円環的プ

ロセスをたどることが知られているが (Spradley，

1980) ，本研究において第 4，5段階としてデー

タと概念の聞を繰り返し往復しながらカテゴリ

ーを構成する概念の意味を解釈し，カテゴリーの

練り直しを行い，最終的上位カテゴリーを構成し

関係確認作業を行い，新しいモデ、ルの生成を試み

る。

3. 結果と考事

12名の面接調査対象者のプロフィーノレ状況を

次の表 2にまとめた。そして，逐語録はプライパ

シーを保護するためフ個々が特定されないように

配慮したうえで¥発言内容の特徴を概略記述する

(表 3)。

日
Uつ臼
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表 2 面接調査対象者(生活支障型依存傾向群)のプロファイル

性JlIJ 年齢 j 所属 居住形態 凡弟状況 社会活動 自覚得点
J-J~!変

その他
合計点

A女 20歳 大3 文系 家族同居 長女 アルバイトあり 高I 7，長 196点

B女 20歳 大3 文系 家族同居 6 末っ子 アルバイトあり 中l 6点 184}~ 

C女 20歳 大3 文系 家族同居 真ん中 ネット上のバイト 大2 6. 5点 147点 兄ひきこもり

。女 20歳 大3 文系 家族同居 長女 いまない，以前あり 中3 7}.~ 196 ，\~ 月一
E女 20歳 大3 文系 家族同居 長女 アルハイトなし 高l 6. 5点 150点

F男 18歳 大l 理系 人暮らし 独子 アルバイトなし 7点、 190};¥( 

G女 18歳 大1 玉県系 i家族同居 長女 アルバイトなし 中 6. 5点 171点 妹ゲーム熱中

H男 19歳 大1 玉県系 一人暮らし 独子 アルバイトなし ノト6 8. 5点 84点

! 1女 lU蔵 大 I 用系 家侠同居 長女 アノレバイトなし 8，点 184点 弟ゲーム好き

J男 19歳 大1 月一系 人暮らし 長男 アノレバイトなし 中3 5点、 178点 高時l年留年

K男 18歳 コ三 l 理系 家族同居 51ミっ f アノレバイトなし ! ノト5 7，B l08};¥( 

。男 18歳 大l 県系 人暮らし 長男 アルバイトなし 5，点 82 lF~ 父PC開花、

*自覚チェック 。点依存傾無-+10点依存が非常に l白い 本j 尺度における「生活支障型依存傾向両群」の平均点、は

147，侭

表 3 若者の発言からみるインターネット利用の特徴

A女
縦の関係がだめ、ネットならなにかやってい

る白分がし¥る

日女 気分に揺れながら「携帯がないと不安」

C女
人としゃべる時ストレスを感じるがネットで

人とつながっている

D女
「合わない人が多く、寂しい思、いをしていた

かもJ と百吾る

E女
「現実ではさ芝身だが、ネットでは言い合いを

している j

F男
r-}了的に言えるし、敵を倒せるのが楽し

し、」

3. 1インターネット故存繍向形成要因とその特

機

面接調査者のデータをグランデッド・セオリ一

法で分析した結果を表4で示されたような6つの

上位カテゴリーと 25個の下位カテゴリーの生成

が検討できた。以下9 生成したカテゴリーの特徴

を考察する O

(1)物理環境的要因

本カテゴリーでは，まず中 lの授業で初使

用J I中3からパソコンの授業J Iネットがある

からずっと家にいるかもJIパソコンは家で購入，

もっと便利で日常Jなどと面接者たちより小3 中，

高のある時期からパソコンや携帯が購入され生

活の必需品のような身近な存在とした発言が特

徴とされ，く①身近な環境>要因が考えられた。

次に自分の部屋にあるので文句言われない」

「自分の部屋にあるので親は気づかなしリなどい

まの青年たちは以前に比べ自分たちの部屋を持

って邪魔されない個室的な環境でインターネッ

トができる有利な環境にあるという発言が特徴

とされるく②個室的な環境>が考えられた。そし

G女

H男

I女

J男

K男

。男
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「同じ趣味が合う人としか話をしない、自由時間が

ネットする時間」

点数以外はのびのびだが、外にでるのが面倒」

自分も人間も好きでない、敵を倒すとき爽快感がたま

らない」

「人見知りで、まじめで一度の人生デカイ人物になり

たし、J

「日限だとストレス」常に達成感を求める

「分身を育て亡ネットむコミュニケーションをとって

いる」

て， I家の中で常に，トイレにも持っていく JI携

帯から移動中もできる」など今まで、はなかったい

つでもどこでも持ち歩ける便利さや移動可能と

いうインターネット接続環境の簡単さという発

言が特徴とされ，<③可移動式環境>が考えられ

た。このようなエピソードは，インターネットは

移動可能な一つの大きなプライベト空間とし

ていつでもインターネットに接続できる物理環

境要因の存在が考えられた。またネットだ、っ

たら見えない芳その感覚が好きJ，匿名の言い

合レが好き 3 何も考えず言えるJなどインターネ

ット利用行動において顔が見えないで，対面状況

がない形を表す発言からは匿名的な環境がイン

ターネット利用に利便性を与えていることが考

えられ<④匠名的な環境>と考えられた。

(2)個人性格の要因

このカテゴリーでは，まず見ていいのか心

配J I見てくれると安心J I嫌われているのでは

と不安jのようないろいろと物事を敏感に考えて

心配や不安を表す発言が特徴とされ3 く⑤心配性

>と考えられた。また外出が面倒J I外に出



たがらない自分J I自分の世界に逃げ込むJ Iひ

きこもり」などあまり活動的で、なく，家や自分の

世界にこもって消極的になっている発言が特徴

とされ<⑥消極性>が考えられた。 I被 害妄想が

激ししリ 「一人でうまく過ごしきれなしリ 「さび

しいとき」などの発言からはひとりでうまくいら

れなく，孤独感を感じながらネットをしてしまう

ことが特徴とされ<⑦依存性>と考えられた。そ

して人見知 り J I受身J I我慢J I自 分から
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話しかけなし、J I積 極 性 が な し リ な ど で は ， 心 的

エネノレギーが内向きになっている内向的な発言

が特徴とされ<③内向性>が考えられた。

Joinson et a1 (2002)は内向的な人にとっては，

インターネット使用は社会的孤立と孤独感を増

大 さ せ て い る よ う で あ り ， 外 向 的 な 人 に と っ て は ，

社会への関与水準を引き上げているようと示さ

れ て い る が ， 本 研 究 で は ? イ ン タ ー ネ ッ ト 依 存 傾

向を持っている大学生は内向性が多いことが考

表 4 インターネット依存傾向形成要因カテゴリーと特徴

上位同ぺ下位向一 カテゴリーの概念と内容

概念面接者たちよりノj¥中，向なと。のある時期からパソコンや携帯が購入され生活の必修品のよう

な身近な存在とした発言が中心である。

①身近な環境
「高校から使用Jr携待が身近すぎJ(A'E)， r中1守授業で初使用J(8)， r中3からパソコンの授業J

|「山山ずっ と家ーもJ(D) 日校カら授業でJ(P'j-H) 山ン時で購入

もっと便利で日常J(G)， r行]は中学校，自分の部屋でやってしもJ(j)， r小学校から使用，高校から

主でパソコン嘩入，依まし始め歪斗ド)、「ノj¥2から:24のj土事関係で塞にパメコンがあるよ¥Ql

概念いまの青年たちは以前に比べ内分たちの部屋を持って邪魔されない個室的な環境でよくネッ

I物理環境の ②個室的な環境
トを行ってしも発言コ

「寝る前に部屋が真っ黒のとき携帯見てしもJ(B)， r自分の部屋にあるので、文句言われなしリ (C)，
要因 比え旦蓮昌にあるので翼は気づ、カデ4い却は宝主自主の諮屋でやってし、るLiLl

概念いつで、もと守こで、も持ち歩ける移動可能7なものてイ更手IJb、う発言。

③可移動式環境 「家の中で常に，トイレにも持つ一亡し、くJ(A)， r提帯から移動中もできるJ(D)， r携帯は毎日，なんでも

かんでもJ(E)， r中主韮から携帯常に持つ :ic)

概念・インターネット利用行動において顔が見えないで，対面状況がない形を表す発言乙

④匿名的な環境
「未知なら気づきがあるときがあるJ(A)， rネットだったら見えない，その感覚が好きJ(C)， r会わなく

ても話せるんだと感動J(D)， rl萱名の言い合いが好き，なにも考えず言えるJ(E)， r顔が見えないの

が一番，ネットでストレス解消J(F) 

概念いろいろと物事を敏感に考えて心配や不安を表す発言。

⑤J心配性
「みていいのか心配Jr阜くだれかに言いたいJr言えると思ったが，社会にでると考えるJr指示に全

部従うJ(A)，r展開が速すぎると自分にl向かないJrみてくれると安心Jr漠然とした不安が強かった」

(B)， r断れ切れない自分J(C)， r嫌われてしものではと不安J(D)， r気を使うのが面倒くさしリ

(E)， r真剣に考えるタイプJ(J)， r同じ趣味の人と話さなし立つまらなしリ (0)

H個人性格の
概念あまりi舌動的でなく家や自分の世界にifi極的になってし沿発言。

要因
⑥消極性 「すでに1週間ひきこもりJr外出が面倒J(日)， r外に出たがらない自分J(G)， r自分の世界に逃げ込

む Ir(きこもりJi面倒 I(J)， r面倒 I(E) 

d依存性
概念ひとりでうまくし、られなく，孤独J惑を感じながらネットをしてしまう発言。

「さびしがりやJ(A'E)， r被害妄想が激しし、Jr 人でうまく過ごしきれ々 しリ (1¥)， r暇がストレスJ(K) 

概念心的エネルギーが内向きになっている内向的な発言。

③内向性 「こまかし、話はしなしリ (C)，r人見知町 (D'J)，r本音ではなせる人がし、ないJ(D)， r受身Jr無口」

「話苦手J(E)， r我慢J(F)， r白分から話しかけないJr積極性がないJ(G)， rまじめJ(J) 

概念あまり深く考えずにやっている上うな衝動的行動の発言。

〔宣衝動性 「なにかしようとネッ卜するJ(A)， r発散方法は買い物していっぱい買うJ(8.E)， r人の日記を全部

チェックするJrストレスたまると食へてしまフJ(C)， R阪なときは気づいたらやってし治 (C・D'E'H'卜

Jl 

概念なにか経験的に対象に対する見解で直観的な発言。

⑬直観性 「人を理解することをあまり重要視しないJr完壁にしなしリ「あまりj菜く(中良くなりたくなしリ (G)，rヒー

ローが勾き Irデカイム控なりたし、Lill
直心理情緒的 概念考えていることを白己制御してしも発言。

要因 ⑪抑制性 「主張したい日分地丸、るが，普段は主張しなしリ (E)，r聞き上手でもない，話しと手でもなしリ (F)， 

「話すのはすきだが話題には戸惑うJ(0) 

⑫肯定性
概念インターネットの利用における利便性，多様性などに対する肯定的気持ちを表している発言っ

「便利J(A'B・D'P'G'K・0)，r共感;(A)， r楽しいJr面白し、J(A・8・C'D'JJ

概念、.インターネット利用によって気持ち的に何らかの満足を感じてし、ると思われる発言っ

⑬満足性
「わくわくJr自分が足りなしものを補う感じJ(ヘ)， r達成感Jr甲く打っと嬉しし、J(日)， rネット使ったら

気分がすっきりJ(0)， r白内J(E)， rストレス解消Jr白白J(F)， rするとき興奮するJ(J) ，分身を育

ミユ;楽い、 (0)

円
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表ヰ(続)インターネット依存傾向形成要因カテゴリーと特徴

上イ立カテゴリー 下位カテゴリー カテゴリーの概念と内容

⑬社会活動
概念上司との縦関係il;問題だったりハイト先がいやと思うような社会活動への抵抗に関寸る発言。

「縦の関係がだめ，問題ですJ(A'日)， rバイトに行くのがL、やJ(C) 

⑬競争性
概念一学業における成績の高低への関心が主な発言。

「テストできなし、ときJ(人)， r勉強成績J(J)， r成績が気になるJ(H) 
IV心理ストレス

の要因 ⑮対人コミュニ
概念対人関係においてもコミュニウーションが焦点となった発言。

ケーション 「人としゃべる時，特に知ってしも人としゃべる時J(C)， r人間関係，合わないと思う集団J(D)， r親
族関位 (F)守「対人関係?親と話が合わなしリ(1)， r自分の話や意見を聞いてくれないJ(0) 

概念回選したり 3 否定し/ニ止よくわカもなかったりする発言で、ストレスに関す一る反応を防衛する折旺

⑪抑圧性
性の発言。

「ストレスをあまり感じなしゅもJ(G)， rたぶんいっぱい3 考えないようにしているカもJ(E)， rよくわか
らなし、(日)， rたぶんあったの暇だとストレスたぶんあまりたまらなし、ほうJ(1¥)， r普通lこなし、J(0) 

概念接触はあるものの関係性が薄く少ない対人関係である発言。

⑬希薄的関係 「町仲い川いるが

友達はいたが，かける人数は少なし¥J(F)， r人との接触はそれなりに。そとにでるのが面倒。あまりう

V対人関係の
ごかなくて人と語ができ売のがし、し、ぱ!:i2

要因
⑬対人不安

概念人とのか川

「友達と話すのも日を見るのができない。メール電話しかで、きないJ(C)， r受身的で人の前でうまく

しゃべれなし、嫌われたくなしリ(E)

⑫ 体性の過剰 概念自分と同じ趣味むなし立関係がうまくし¥かない自分との 体性を求める発言。

希求 「同じ趣味が合う人としか話するJ(G)， r嫌いな人とは話しませんJ(I)， rド]じ極味の人が多し、J(0) 

概念家族問で話し合いが機能してしも発言。

@相談型 「家族関係はいい。思ったことを言える。両親もよく言ってくれるJ(，;)， rなんでも話せる関係。メール

より話をする形 I(B)， r親とはよく話し合う I(F) 

概念子どものことについてあまり関心を示さず，ほったらかす状態で会話があまり機能されてし、ない

@放任型
発壬問。

「両親はあまり干渉しない。こまかし、話はしない。兄は引きこもりがちJ(C)， r家族は互いにあまり干

渉しない相談もしなし斗(G)

概念父親が成績に厳絡で母親も随従するような会話機能の発言。
VI家族会話機 @厳格型 「父とはあまり話さない。妹・母とはポジティブな話。うわべな話J(0)， r父とはだめ，会話ができな

能の要因 い。母とはまあまあJ(j) 

概念家族会話機能よりは親からの普段の態度や行動あるいは物的なとやよくしてもらってしも援助的

な家族機能が働いている発言。
@援助型 「関係はそこそこ，よくしてもらってしもが，相談はしないJ(H)， r大学は親の意思、よくしてくれたj

(K)， r仲は悪くない。親子コミュニケーションができないわけで、はなしリ (0)

概念親には自分たちの意思をったえることができず，親とのコミュニケーションをすることへの遠慮

@遠慮型
を示す発言。

「親とはよくわからない。理解しようとも思わないし舟二解してもらえなくてもし市リ(1)， r家では主張は

全然しない。親は普通。日分が無口J(E) 

えられた。

(3) 心理情緒的要因

このカテゴリーでは何かしようとネット す

るJ r人の日記を全部チェックするJ r暇なとき

は気づいたらやっているjなどあまり深く考えず

にやっているような衝動的行動の発言が特徴と

され<⑨衝動性>が考えられた。次に人

を理解することをあまり重要視しなしリ 「完壁に

しないJ rヒーローが好きJ rデカイ人物なりた

し リなど直観性を表す発言が特徴とされ，<⑩直

観性>が考えられ た。続いては主張したい自

分がし¥るが〉普段は主張しなしリ 「話すのはすき

だが 3 話題には戸惑う」などと考えていること を

自己制御している発言が特徴であり，<⑪抑制的>

が考えられた。また， r便 利J r共感J r楽ししリ

「面白しリなどとインターネットの利用における

利 便 性 ， 多 様 性 な ど に 対 す る 肯 定 的 気 持 ち を 表 し

ている発言が特徴とされ，<⑫肯定性>が考えら

れ た 。 イ ン タ ー ネ ッ ト は か け が え の な い 情 報 の 架

け橋 (Joinson，2003/2004)を提供することがで

きること， Grohol (1999)のインターネット上の趣

味を同じくするグ、ループなどから情緒的に肯定

的である結果と類似の要因が示された。そして，

「自分が足りないものを補う感じJr達成感Jrネ
ット使ったら気分がすっきり」などインターネット

利用によって気持ち的に何らかの満足を感じて

いると思われる発言が特徴とされ，<⑬満足性>

が考えられた。 Allport(1937)は自尊心は人間存

勺

J?ω 



在の主要な目的であり， ]oinson(2003/2004)は，

自分自身を肯定的に呈示し，また肯定的にみると

いう自尊心の肯定的な感覚を求める欲求が自己

高揚であるとされているが，本研究においても

「自分が足りないものを補う J I自分の分身を育

てて評価してくれるのがうれししリというインタ

ーネット依存傾向者の自己高揚における満足感

が考えられたc

(4) 心理ストレスの要因

このカテゴリーでは縦の関係がだめp 問題

ですJ Iバイトに行くのがし、やIというような上

司との縦関係の問題，バイト先がし、やと思うよう

な社会活動への抵抗に関する発言が特徴とされヲ

<⑭社会活動>が考えられた。次に， Iテストが

できないときJ I勉強成績が気になるj など学業

における成績がストレスになったとの主な発言

が特徴とされヲ<⑬競争心>と考えられた。また，

「人としゃべる時，特に知っている人としゃべる

時J I対人関係，親と話が合わないことJなど対

人関係においてもコミュニケーションがうまく

いかないことがストレスとなったことの発言が

特徴とされ，<⑮対人コミュニケーション>が考

えられた。ここでは，社会生活の中でコミュニケ

ーションを求めているものの，うまくし、かないと

きそのストレスを外に出せず，匿名性の高いイン

ターネットを優先して利用していることが考え

られた。そしてストレスをあまり感じないか

もJ I多分いっぱいあるが考えないようにしてい

るかも」などの発言からストレス反応を防衛する

抑圧性が特徴とされ，<⑫抑圧性>と考えられたo

Wastlund et al (2001) はインターネット利用と

精神的悩みは関連がないと示しているが，本研究

においては3 それらが抑制され，意識させないよ

うに防衛的に働いているのではないかと推測さ

れた。

(5) 対人関係の要因

このカテゴリーでは仲がし¥1;もいるが一

人ぐらしリ 「日常の友達l刻、たが，声をかける人

数は少なしリなどと接触はあるものの関係性が薄

く且つ少ない対人関係である発言が特徴とされ3

く⑬希薄な対人関係>と考えられた。次に友

達と話すのも目を見るのができない。メール電話

しかできなしリ 「受身的で、人の前で、うまくしゃべ

れない，嫌われたぐなしリなどの発言は人とのか

かわり時に不安を持っていることが特徴とされ，

<⑮対人不安>が考えられた。また同じ趣味
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が合う人としか話しなしリ 「嫌いな人とは話しま

せんjなど自分と同じ趣味でないと関係がうまく

し、かない自分との一体性を求める発言が特徴と

され， <⑫ 体性の過剰希求>が考えられた。

(6) 家族会話機能の要因

このカテゴリーではヲ 「家族関係はし¥1; ¥ 0 思っ

たことを言える。両親もよく言ってくれる。 JIな

んで、も話せる関係。メールより話をする形」など

と家族問で話し合いが機能している発言が特徴

とされ3 くの相談型>が考えられた。次に 「両

親はあまり干渉しない。細かい話はしない。兄は

引きこもりがち。 J I家族は互いにあまり干渉し

ない。相談もしなしリ 「親とはよくわからない。

理解しようとも思わないしヲ理解してもらえなく

てもしWリなどの発言から，子どもが親からあま

り関心を示されず3 ほったらかされた状態でいる

ことが窺える。また 9 あまり会話が機能されてい

ない発言である特徴から， <0放任型>と考えら

れた。また， I父とはあまり話さない。妹。母と

はポジテイブな話。うわベな話父とはだめ 9

会話ができない。母とはまあまあ」など父親が成

横に厳格で母親も随従するような会話機能の発

言が特徴とされ， <@1厳格型>と考えられた。そ

して関係はそこそこ 3 ょくしてもらっている

が，相談はしなしリ 「大学は親の意思。よくして

くれた。」など家族会話機能よりは親からの普段

の態度や行動あるいは物質的によくしてもらっ

ている援助的な家族機能が働いている発言が特

徴とされ3 く@援助型>と考えられた。また， I家

では主張は全然しない。親は普通。自分が無口。」

など親には自分たちの意思を伝えることができ

ず，親とのコミュニケーションをすることへの遠

慮を示す発言が特徴とされ，<@遠慮型>が考え

られた。

3. 2 日本版インターネット散存鰭向野成要因モ

デルと先行研覧との異開

GTA分析を行い，各要因の特徴および関係性の

再考と反復的検討を行った結果，新しい日本版イ

ンターネット依存傾向形成要因モデルが生成さ

れた(図1)。先行研究では， Iインターネット」

が要因として最初に取り上げているが，本モデ、ル

では，インターネットは青年の成長過程において，

一つの環境として示され，他の要因の相互的な影

響を受け，不適切な認知が生じる依存行為である

ことが考えられる。

先行研究の， Young (1998/1998)のインターネッ

24 -



図 l インターネット依存傾向形成要因モデ、ノレ

ト依存を引き起こす要因と Davis (2001)の病的

インターネット利用における認知一行動モデノレ

が示されたものの，インターネット依存傾向形成

要因についての多様な要素として捉えられた研

究はあまりなかった。本研究を含め，それぞれの

研究が異なる視点からではあるが，インターネッ

ト依存に関わる要因を研究することを目的に考

えているのは類似している。そこで3 本研究の 6

要因が Young(1998/1998)， Davis(2001)との研究

結果との異同を考察してみたい。

(1) Youngとの比較

Young(1998/1998)は，インターネット依存を引

き起こす要因は「匿名性JI利便性JI逃避性」の

3つであることを示唆している。本研究では，イ

ンターネット依存形成要因の一つである下位カ

テゴリーの「匿名可能な環境j という視点に取り

入れ，<物理環境の要因>として位置付けられた。

「匿名性Jは通常「識別性の欠如」を示すが?コ

ンピュータ媒介型コミュニケーションは「視覚的

に匿名な状況」で運営され識別性の欠如Jは

ない (Joinson，2003/2004) ことから，インター

ネット利用行動において顔が見えないで，対面状

況がない環境として考えられる。

また， Young(1998/1998)の「手Ij便性」に関して

は3 本研究では「パソコンは家で購入3 もっと便

利で日常J(G)， I携帯から移動中もできるJ(D) 

など利便性についての発言が多かった。本研究で

は，そのような「利便性」を，生活環境の変化 (Life

Change)が疾病の心理社会因であることが見出さ

れる (Holmes& Rahe， 1967)視点と情報技術の

進歩による生活環境の変化がストレスを生む(丸

山， 1994)視点を取り入れ身近な環境JI個室

的環境JI移動可能な環境」を含めた<物理的環

境の要因>として捉えた。そして，現代文明社会
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が人間をとりまく状況をパースベクティヴにシ

ューマ化し3 第 2次→第 3)失へ産業革命が進行す

るなかで，労働や生活の在り方が変化し 3 ストレ

スと関連した症候群がさまざまに析出している

ことを示している(丸山， 1994)如く利便性I

のあるインターネットの使用環境や機能の多様

化などはインターネットの普及に伴う便利さ有

用性を拡大した同時に，インターネット依存傾向

形成の一つの要因として示されたと考えられる O

次に逃避性」について Young(1998/1998)は

心理ストレスからの逃避として示しているが，心

理ストレスの具体的内容については示されなか

った。本研究では心理ストレス」の具体的側

面が検討され，逃避する側面以外にストレスが

あることを否定したり，よくわからないと発言す

ることからストレスに関して防衛的態度をとっ

ている抑圧的な面も伺われた。そしてF 衝動性が

ある中，抑圧されたものがインターネットで自分

の分身を作って評価してもらうこと (0さん)や

言い合いをすること (Eさん)，或は受容してもら

うことで「満足感Jを味わっていることなどから，

インターネット上において 9 心理ストレスコーピ

ング状態が生じていることが考えられ9 それが依

存傾向への進行の一つの要因につながることが

伺えた。そして， Youg (1998/1998) は，依存要

因以外として「孤独感Iを挙げているが，本研究

の結果からは， 日本の青年は孤独感のみでなく，

衝動性，肯定性，満足性などのその他の情緒的要

因もあることが示唆された。

次に Young (1998/1998) は自信家3 単組

活動，感情的反応が強い傾向の人をとりあげてい

るが，本研究では， I心配性，消極性，内向性」

など「個人性格的要因Jとして見られ，日本とア

メリカの青年の性格の違いや文化の違いが考え

られた。また， Young (1998/1998) はインターネ

ット依存が対人関係，家族関係に影響を与えると

指摘しているが，本研究では対人関係J，I家

族会話機能」がインターネット依存傾向形成要因

として追加された。

(2) Davisとの比較

Davis (2001)は，病的なインターネット利用に

ついて研究を行い，認知的側面を重視し，病的な

インターネット利用者に脆弱性ストレス@アプロ

ーチモデ、ノレを適用している。

ストレスがインターネットを人々の生活に引

き入れ，その経験が強化され(例ー孤独なときに

に
J
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チャットルームに入るについでに「不適応の認

知」と結びつき 3 その他F ソーシヤノレサポートや

もしくは社会的孤立が加わり，病的利用と解釈し

ている O そこで， Davis(200I)の言う「インター

ネットJとしづ存在が，本研究の形成要因からみ

ると「環境的要因」として考えられ病的利用j

というのは本研究における「心理情緒的要因」か

らくる行動対処としての「インターネット依存傾

向j と考えられ，この部分では類畝のところがみ

られる。しかし， Davis (2001)は認知的側面を

重視しているが，どのような状況での認知なのか

具体的な要因が示されてなく，本研究では環

境的要因」がある中で個人性格j， i心理スト

レスJ，i対人関係J，i家族会話機能」の要因にお

いて「不適切な認知」が生じ，インターネット依

存傾向形成に影響を及ぼすことが示された。

4.まとめと諜豊富

本研究では物理環境の要因Ji個人性格の要

因Ji心理情緒的要因Ji心理ストレス要因Ji対

人関係の要因Ji家族会話機能要因J6要因とその

特徴がそれぞ、れ具体的に考察され，新しい日本版

インターネット依存傾向形成要因モデ、ルが提示

された。数少ないインターネット依存傾向形成要

因研究の一助と考えられるだろう。また，上記の

ような形成要因をより充実に検討を行い 3

Young(1998/1998)の研究， Davi s (2001)の研究と

の異同が考察された。これは新たな研究方法論で

検討を行ったものとして意義があるだろう。そし

て，日本版インターネット依存傾向形成要因モデ

ルでは， i個人性格要因Ji家族会話機能要因Ji対

人関係要因」の 3つの要因が追加考察され，この

研究領域におけるモデル化検討の参考となるだ

ろう。

しかし 3 今回の調査は被験者数が少なく，更な

る研究の積み重ねが必要であると思われる。依存

関連の面接調査研究は非常に少なく，面接対象者

募集における限界があったことから，今後は面接

調査対象者の選択における客観性を高める工夫

が課題として残されている。
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教員免許扶重宝新講E革命受講理曲と要望

川野司

九州女子大学人間科学部人間発達学科

Reason呂ndDemand in the Teaching License Renewal Course 

Tsukasa Kawano 

Abstract 

Top three reasons students about the cours号updateform license kindergarten， elementary school， high school 
and junior high schoolラ understandinga child， "we want to be able to te且chto understand the educational 
inform.ation of the latest "，" because a compulsory course "， the change in children's was "I want to leam the 
challenges of education todayぺ"1want to deepen. The top three items on the course request form update licenseラ

the "desire to exchange opinions concrete examples， practic昌1ラ realisticchallengesラ casestudy， with stud巴nts"，
"want a visuallecture" Alsoラ "was"want to know what you w旦ntasked what hope can utilize in fu旬開 classes，"
"funラ easy-to-understandlanguage teaching in"， "the faculty ofthe future. 

Keywords: Course teacher license renの叩l

1“ 調査自的

平成 21年度4月に始まった教員免許更新制は

今年で4年目を迎えた。免許状更新講座を受講し

た多くの教員が肯定的評価をしている。例えば文

部科学省の平成 22年度免許状更新講座の事後評

価によれば、全国の必修講座受講者 64，610人

の 92%が肯定的評価で、あった 1)。平成 23年度、

本学において免許状更新講座を担当する一人と

して、担当講座を受講する幼稚園、小学校、中学

校、高等学校及び特別支援学校の教員の受講理由

と授業への要望を知るとともに、今後、受講者の

期待に添える講座内容を検討する資料収集のた

めに調査を実施した。

2局 調査方法

平成 23年度教員免許状更新講座の必修科目

「教育の最新事情」のなかで、 8月 6日実施の「法

令改正」と「道徳@特別活動」、 8月 7日実施の

「マネジメントマインドj を受講した教員 291

名に対して、受講理由と講座への要望に関するア

ンケート調査を行った。アンケートの調査票は、

本年度の必修科目「教員の最新事情」ネット申込

み者に対して、講座受講理由と講座への要望を自

由記述で求めた資料を参考にして次の調査項目

を作成した

問 1 先生の性別。校種・経験年数について、該

当する番号にOを付けてください。

①性別(男性・女性) ②校種(幼稚園'小学校)

③経験年数(l ~5 年. 6 ~lO 年曾1O~20 年 .20 年

以上)

問 2本講習を選択された理由で該当する番号に

0を付けてください(複数選択可)。

①必修科目だから

②教育の最新情報と事情を理解し、日々の指導に活か

したい、指導力を高めたし、から

③昨年の選択科目を選んで、良かった、母校だから

④長年の教職を通じ、今一度学びたし、から

⑤求められている知識。技能を学びたし、から

@子ども理解、子どもの変化を深めたし、から

⑦今日的教育課題にどう取り組むかを学びたし、から

(し、じめ・虐待・特別支援・

モンスターベアレント@幼少及び小中連携。カリキュラ

ム@教育政策・・)

問 3 本講習に対する要望で該当する番号にO

を付けてください(複数選択可)。

③視覚的な講義(グラフ、デー夕、パワーポイント)

を望む

⑨具体的、実践的な事例、現実的課題、ケーススタデ

イ、受講者との意見交換を望む

⑮聴講より活動のある講義を望む

⑪保護者やマスコミの意識がどうかを知りたい

⑫福岡県，北九州市の教育政策を矢口りたい

⑬今後の授業に活かせるものを望む

⑭楽しい、分かりやすい言葉での授業を望む

ウーフμ



⑬子どもを複眼的。複合的に見れる情報を矢口りたい

⑬今後の教員に求められるものを知りたい

⑪しっかり勉強したい

⑬特別支援教育の学校内外の連携を知りたい

間4 本講習に対する意見・感想、

3 調査内容冊分析とコメント

(1)免許状車新講~に関する受講理出

幼稚園では講座を選択した理由の上位 3項目

は、「必修講座だから」が 86弘、「最新の教育情

報を理解し指導に活かしたしリが 50%、「子ども

理解、子どもの変化を深めたい」が 44%で、あっ

た(図1)0

小学校では講座を選択した理由の上位 3項目

は、「必修講座だから」が 93%、「今日の教育課

題を学びたしリが 53%、「最新の教育情報を理解

し指導に活かしたしリが 50%であった(図 2)。

中学校で講座を選択した理由の上位 3項目は

「必修講座だから」が 94%、「今日の教育課題を

学びたしリが 34%、「最新の教育情報を理解し指

導に活かしたし¥」が 26%で、あった(図 3)

高等学校では講座を選択した理由の上位 3項

目は、「必修講座だから」が 95%、「今日の教育

課題を学びたしリが 36%、「最新の教育情報を理

解し指導に活かしたしリが 33%であった(図 4)。

( 2 )免許状更新講座に関する要望

幼稚園では講座に関する要望の上位3項目は、

「今後の授業に活かせるものを望む」が 42%、

「楽しい、分かりやすい言葉で、の授業を望むJと

「視覚的な講義を望む」が 39%、「今後の教員に

求められるものを知りたしリと「具体的、実践的

な事例、現実的課題、ケーススタデイ、受講者と

の意見交換を望む」が 33%であった(図 5)0 

小学校では講座に関する要望の上位3項目は、

「今後の授業に活かせるものを望む」が 53%、

「具体的、実践的な事例、現実的課題、ケースス

タデイ、受講者との意見交換を望むJが43%、「視

覚的な講義を望むJが36%であった(図 6)

中学校では講座に関する要望の土位3項目は、

「今後の授業に活かせるものを望む」が 45%、

「具体的、実践的な事例、現実的課題、ケースス

タデイ、受講者との意見交換を望むJが32%、「今

後の教員に求められるものを知りたしリが 21%

であった(図7)0

高等学校では講座に関する要望の上位 3項目

は、「今後の授業に活かせるものを望むJが51%、

。。
つ
〆
臼
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1必修手4目だから

2最新の教育事情を理解し指

導に活かしたい

6子ども理解‘子どもの変化を

深めたい

7今日の教育諜題を学びたい

5求められる知識明技能を学び

Tこい

4長い教職をi藍じ今一度学び

すこし、

3昨年の選択科呂が良かった

から

函 1 講座選択理由(幼稚園)

1必修科目だから

7今日の教育課題を学びたい

2最新の教育事情を理解し指

導に活かしたい

5子ども理解、子どもの変化を

深めすこい

5求められる知識ー技能を学び

Tこい
4長い教臓を通じ今 度学び

fニL、
3昨年の選択科目が良かった

から

53% 

50% 

図 2 講座選択理由(小学校)

1必修科目だから

7今日の教育課題を学びたい

2最新の教育事情を理解し指

導に活かしたい

6子ども理解、子どもの変化を

深めたい

5求められる知識 a技能を学び

Tこし、

4長い教職を通じ今一度学び

たい

3昨年の選択科目が良かった

から

図 3 講座選択理由(中学校)

1必修科目だから

7今日の教育課題を学びたい

2最新の教育事情を理解し指

導に活かしたい

5求められる知識悶技能を学び

Tこい
5子ども理解、子どもの変化を

深めたい

3昨年の選択科目が良かった

から

4長い教職を通じ今 度学び

fこい

36% 

33% 

図4 講座選択理由(高等学校)



13今後の授業に活かせるもの

14楽しい分かりやすい言葉の浸

業

B視覚的な講義を臨む

16今後の教員に求められるもの

9具体的、実践的な事例

ι15子どもを複眼的、複合的に見れ

る情報

18特別支援教育の学校内外の連

携を知りたい

12福岡県・北九州市の教育政策

を知りたい

10聴講より活動ある講義

17しっかり勉強したい

11保護者やマスコミの意識を知り

7ニい

図5 講座要望(幼稚園)

13今後の授業に活かせるもの

9具体的、実践的な事例

16今後の教員に求められるもの

15子どもを複眼的、複合的に見れ

る情報

14楽しい分かりゃすい言葉の授
会陛
ヨ手と

自視覚的な講義を臨む

18特別支援教育の学校内外の遠

携を知りたい

17しっかり勉強したい

10聴講より活動ある講義

12福岡県'北九州市の教育政策

を知りたい

11保護者やマスコミの意識を知り

たい

図 7 講座要望(中学校)

「今後の教員に求められるものを知りたしリと

「具体的、実践的な事例、現実的課題、ケースス

タデイ、受講者との意見交換を望む」が 41%、「視

覚的な講義を望むj が 18%で、あった(図 8)。

( 3 )講盛選択の理由のクロス集計

免許状更新講座に関する受講理由で、幼稚園、

小学校、中学校、高等学校の上位3項目は、「必

修講座だから」、「教育の最新情報と事情を理解し、

日々の指導に活かしたい、指導力を高めたし、か

らJ、「子ども理解、子どもの変化を深めたいからム

「今日的教育課題にどう取り組むかを学びたい

から」であった。

次にこれら 4項目を表頭項目にし、性別(男女)、

校種(幼・小包中@高。特別支援)、経験年数(1
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13今後の授業に活かせるもの

9具体的、実践的な事例

8視覚的な議義を臨む

14楽しい分かりゃすL、言葉の授

業

16今後の教員に求められるもの

15子どもを複般的、複合的に見れ

る情報

12福岡県凶北九州市の教育政策

を知りたい

18特別支援教育の学校内外の連

携を知りたい

11保護者やマスコミの意識を知り

Tこい

M恵議より活動ある講義

17しっかり勉強したい

図6 講座要望(小学校)

13今後の授業に活かせるもの

16今後の教員に求められるもの

9具体的、実践的な事例

8視覚的な講義を錦む

12福間県幽北九州市の教育政策

を知りたい

17しっかり勉強したい

14楽しい分かりやすい言葉の授

業

10聴講より活動ある講義

18特別支援教育の学校内外の連

携を知りたい

15子どもを複眼的、複合的に見れ

る情報

11保護者やマスコミの意識を知り

fこい

41% 

41% 

18% 

国8 講座要望(高等学校)

~5 年、 6~ 1O年、1l ~20 年、 20 年以上)を表

側項目にしてクロス集計を行った2)。なお未回答

のデータは除外したので、有効回答者は 242名で

あった。

①「必修科目だからJのう7ロス集計

②「最新の教育事情の理解し指導に活かしたいJ

のクロス集計

「最新の教育事情を理解し、日々の指導に活か

したい、指導力を高めたし、から」に「あてはまるj

と回答している男性は 26.5%、女性は 46.1%で、

女性の方が、最新の教育事情を指導にし、かしたい

と回答した割合が高いことが分かつた。校種では

幼稚園が 52.9%、小学校が 50.0%、中学校が

26.9%、高等学校が 27四 8%であり、幼稚園と小

od 
フ
ω



あてはまらない あてはまる

男↑生 量二告 93.宮

女性伝言 91.7 

幼稚園

小学校

中学校

高等学校

1-5年

6-10年

11-20年

21年以上

図9 必修科目だから

表 1 クロス集計表(上段件数、下段比率)

〉fL
必修科目だから

あてはまら
全体

ない
あてはまる

242 19 223 
全体 !…100% 7.90% 92.10% 

49 3 46 
男性

93.90% 100% 6.10% 
性自iJ

193 16 177 
女性

100% 8.30% ヲ1.70%

34 5 29 
幼稚園

100% 14.70% 85.30% 

116 8 108 
小学校

100% 6.90% 93.10% 

52 3 49 
校種 中学校

100% 5.80% 94.20% 

36 2 34 
高等学校

100% 5.60% 94.40% 

特別支援学 4 3 

十支 100% 25.00% |町内 75.00%

22 3 19 
1~5 年 トぃ

86.40% 100% 1360% 

32 4 28 
6~1O年

100% 12.50% 87.50% 
経年

50 A 46 
II ~~20年

100% ;…8.00% 92.00% 

138 8 130 
21年以上

100% 5.80% 94.20% 

学校の割合が中高よりもかなり高かった(表 2)。

③「子ども理解、子どもの変化を深めたいJのク

口ス集計

免許状更新講座の受講理由では、「子ども理解

と子どもの変化を深めるjは「あてはまる」と回

答している割合が、全体で 27.7%と低かった。
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あてはまらない あてはまる

男性 ;弘 正¥九ヘ .1;>ぷ‘ふハコ 26.5 

女性 ふ ろま念仏らのいノ γ、そ 46.1 

幼稚園

50.0 

52.9 

小学校

中学校 I 26，9 

高等学校 27，8 

1~5年

6-10年 46.9 

34.0 

42.0 

図 10 最新の教育事情を理解し

指導に活かしたい

表 2クロス集計表(上段・件数、下段 比率)

l川知¥¥声集目計¥項 H

最新の教育事情の理解し指導に

J舌カ冶したい

全体
あてはまら

あてはまる
ない

242 140 102 
全体

100% 57.90% 42.10% 

49 36 13 
男性

100% 73.50% 26.50% 
性別

193 104 89 
よと性

100% fω53.90% 46.10% 

34 16 18 
幼稚園

ト 100% 47.10% 52.90% 

116 58 58 
小学校 一日一一一一一 I-'soω辰一100% 50.00% 

52 38 14 
校種 中学校 下 100必… 川…一…ー山山j…山2説。ι一7310% 

36 26 
1127180 0% 高等学校

100% 72.20% 

特別支援学 4 2 2 

校 100% 50.00% 50.00% 

22 10 12 
1 ~5 年

100% 45.50% 54.50% 

32 17 
6~ 1O年

100% 53.10% 46.90% 
経年

50 33 17 
11へ 20年 100弘一…t .... 66.00% 34.00% 

138 80 58 
21年以上

100% 58.00% 42.00% 

特に中学校では 17.3%、高等学校では 8.3%とか

なり低い割合であった。経験年数の違いでみると、

1~5年では 45.5% 、 6 ~10 年が 40.6% と高い

割合だが、1l~20 年では 28.0% 、 21 年以上では

21. 7%と、割合は半減していた(表 3子ども理解

と変化)。

日
U

円
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女性

幼稚園

小学校

中学校

あてはまらない あてはまる

校

年
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5

等

~

吉
田

1

6-10年

11-20年

21年以上

図 11 子ども理解、子どもの変化を

深めたい

表 3 クロス集計表(上段 件数、下段・比率)

|ヱて(
子ども理解 子ともの変イ勺

深めたい

全体
あてはまら

あてはまる
ない

242 175 67 
全体

100% 72.30% 27.70% 

49 39 10 
男性

100% 79.60% 20.40% 
性日Ij

193 136 57 
女性

100% 70.50% 29.50% 

34 18 16 
幼稚園

100% 52.90% 47.10% 

116 79 37 
小学校 同.~~"句 M 吋 山坤山

68.10% 31.90'Yo 100% 

43 9 52 
校積 中学校

100% 82.70% 17.30% 

36 33 3 
高等学校

100% 91.70% 8.30% 

特別支援学 4 2 2 

佼 100% 50.00% 50.00% 

22 12 10 
1~5 年

100% 54.50% 45.50% 

32 19 13 
6 ~10年 一一一一 ←一 一一一一一←

59.40% 40.60% 100% 
経年

50 36 14 
11~20年

100% 72.00% 28.00% 

138 108 30 
21年以上

100% 78.30% 21.70% 

④「今自0)教膏課題を学びたいJのクロス集計

受講理由として「今日的課題にどう取り組むか

を学びたし¥からj を「あてはまるJと回答してい

る割合は全体で 46.3%で、あった。校種では幼稚

園 41.2%、小学校 53.4%であり、その割合は中

学校 34.6%、高等学校 38.9%に比べて高かった

(表 4)。
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小学校
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1-5年

6-10年

図 12 今日の教育課題を学びたい

表4 クロス集計表(上段:件数、下段.比率)

¥ 集計項H 今日の教育課題を学びたい

全体
あてはまら

あてはまる
ない

242 130 112 
全体 山内川町内 "m'n 戸市>mm~<~_拘 ‘一一。町内.~".、市町内削町、r

100% 53.70% 46.30% 

49 26 23 
男性 一一一一一←ーー

100% 53.10% 46.90% 
性別

193 104 89 
女性 岬J叩吋りF相“ "'vv 白。

100% 53.90% 46.10% 

34 20 
幼稚園 ………  

100% 58.80% 41.20% 

116 54 62 
小学校

100% 46.60% 53.40% 

52 34 18 
校種 中学校

100% 65.40% 34.60% 

36 22 14 
高等学校 ‘ 

100% 61.10% 38.90% 

特別支援学 4 。 4 

十交 100% 0.00% 100.00% 

22 11 11 
1~5 年

100% 50.00% 50.00% 

32 19 J3 
6~10年

100% 59.40% 40.60% 
経年

50 29 21 
1l ~20年

100% 58.00% 42.00% 

138 71 67 
21年以上

100% 51.40% 48.60% 

( 4 )数量化 3類の適用

幼稚園教諭に対して、免許状更新講座に関する

受講理由の回答データの特色や傾向を調べるた

めに、 7の質問項目について数量化 3類 3)を適用

し固有値とカテゴリースコアを求めた(表 5)。

またカテゴリースコアの 1軸と 2軸は、相関係数

が0.5以上を使用することにした。カテゴリー

つJ
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固有値@寄与率@相関係数表 6固有値@寄与率・相関係数表 5

スコアの 1軸と 2軸の棒グラフは、

13と図 14である。

第 1軸のプラス方向への値は、「求められてい

る知識@技能を学びたU、から」と「子ども理解、

子どもの変化を深めたし¥から」の 2つである。

同じようにマイナス方向への値は、「教育の最

新情報と事情を理解し、日々の指導に活かしたい、

指導力を高めたし、から」と「長年の教職を通じ、

今一度学びたし、から」で、あった。これらは教員と

しての基本的スタンスに関する潜在要因と考え、

1軸を教員の「職能成長Jと命名した。 2軸のプ

ラス方向への値は、「長年の教職を通じ、今一度

学びたいから」と「求められている知識@技能を

学びたし¥から」であった。マイナス方向への値は、

「必修科目だから」と「教育の最新情報と事情を

理解し、日々の指導に活かしたい、指導力を高め

たし¥から」で、あった。これらは 1軸同様に教員と

しての自己成長に関する潜在要因と考え、 2軸を

教員の「自己成長」と命名した。

図 15は、 1軸「職能成長j を横軸にし、

「自己成長」を縦軸に取って、カテゴリースコア

をプロットした散布図である。

同様に幼稚園教諭について、受講講座の要望の

の質問について数量化 3類を適用し、固有値

とカテゴリースコアを求めた(表的

I軸のプラス方向への値は、「聴講より活動の

ある講義を望むJと「しっかり勉強したしリであ

るが、特に前者の値が大きい。これは授業への参

画に関する潜在意識と考え、 1軸を「授業の積極

性Jと命名した。

2軸のプラス方向への値は、「特別支援教育の

学校内外の連携を知りたしリ、「しっかり勉強した

「福岡県・福岡市の教育政策を知りたしリ

第 1軸

4長い教職を通じ今一度学び

たい

jz最新の教育事情の理解ーし指

f 導にj舌かしたい
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担当しているが、毎年思うことは、担当している

講座が、「はたして受講者の要望や課題解決に役

に立っているだろうか」ということで、あった。授

業では現場の現職教師を対象にしているので、授

業者自身が緊張していたことは否めない。それは

講座に対する受講者の学校課題の解決や教師と

しての省察にどれほど寄与できるだろうかを考

えていたからである。換言すれば、受講者の期待

に如何に応え、満足感を与えられるかということ

であった。

実際の授業では、質問もあまりなく、厳しい反

であり、マイナス方向への値は、「今後の教員に

求められるものを知りたしリ、「保護者やマスコミ

の意識がどうかを知りたしリで、あった。これは幅

広い教養の潜在変数と考え、 2軸を「広い知見」

と命名した。

1軸「授業の積極性j を横軸に、 2軸「広い知

を縦軸にして散布図を作成した(図 14)

おわ世

平成 21年4月に実施された教員免許更新制は、

今年で 3年目を迎えている。最初から必修科目を

見」
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応はないものの、毎年講座を担当するたびにいつ

も「これでいいのだろうかJという強い思いがあ

った。このたび、受講者のアンケート調査により、

大まかな受講理由と講座への要望が客観的デー

タとして把握できたことは、来年度の講座内容を

考える際の参考になった。
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藤淵明宏

九州女子短期大学

Research of the Kindergarten Teachers College Sulヲectfor a Teacher to Sound wIth an Infant 

In a Class "Education Method， Technique百leory"

Akihiro FUJIBUCHI 

Abstract 

This college has a subject "education methodラ techniquetheory". It was changed to the su匂ectfor 
kindergarten teacher仕ainingsin the year before last. Therefore， 1 tried to let students (67) separate from the 
education method of the elementary school. And I w品sgoing to let students leam the education method of the 
kindergarten. And 1 tried to acquire the ins柱uctionmethod也atstudents sound with 3.n infant. 

Howeverラ studentsarrived at the level ofthe ins凱 lctionmethod to sound with an infant a little. 

瓦eywords:ln.向nt，Educationmethod，Kindergarten， Teacher training， Sounding， Deriv久Play

1. 萌買の前提

1. I はじめに

平成24年度幼稚園教諭希望対象の必須科目「教

育方法ー技術論JCl学年)は、これまで、小学校

教諭免許取得希望の学生を対象に進めていたが、

平成22年度から幼稚園教諭希望者のみとなった。

著者は、過去の本科目を履修した学生は、卒業

後、幼稚園@保育所等の幼児保育関係に大半は就

職していたにもかかわらず、小学校教員養成のた

めの教育方法。技術論を展開してきた。

したがって、本科目において、幼稚園教員を目

指す学生は、幼稚園教育の本質からくる指導法@

技術をほとんど習得することなく履修していた。

そこで、本研究では、幼稚園教育の本質にでき

るだけ迫る内容の展開を行い、どのように学生が

内容を履修しえたかを分析し、また、その分析過

程での問題点や課題を整理し、今後の幼児教育教

員養成に資したく本研究に取り組んだ。

1. 2 幼誰園教育方法の問題点

第一の問題点は、良い指導法を考えたとしても、

どの幼児にも適するような一斉の指導法という

のはあり得ない。一人ひとりの幼児たちの遊び。

思し、から出発する展開をつくってし¥かないとい

けない。したがって、一人ひとりの幼児の特性と

指導法の相性のようなものがあって、幼児の相性

と「響き合う指導法」というものを見つけ出さな

ければいけない。もし指導して、うまくし、かない

ところがあったら、今までは、“この幼児は能力

がなし、"というようにその子の責任にしがちだが、

クロンパックは、「そういういい方はできなしリ

といっている。さらに「自分はまだ幼児と響き合

えるような指導法を発見していなしリともいって

いる])。そのところを特に本研究では幼稚園の指

導者育成の解決課題として考えてみたい。

もう一つの問題点は、小学校の指導の考え方。

方法を“そのまま下ろす"ということである。学

生は、これまで多くは小学校以降の一斉指導型を

通して学んできたといえるであろう。たしかに小

学校学習指導要領では「精神とか理解、技能、能

力を養う」とうたわれている O ところが、「態度と

理解の芽生え、興味を養う」とし、うのが幼稚園2)

であり、そのところを学生はなかなか理解ができ

ず、過去の小学校以降の指導法の殻から抜け出せ

えていないと考える。

よって、小学校と幼稚園で最も異なるのは、指

導法と考える。学習内容のとらえ方も、小学校で、

は知識、技能が中心であるといえるだろう。幼稚

園のほうでは心情、意欲、態度ということになる

から、指導法の違いが出てくる。方法の面で最も

異なるのは「遊びj、広い意味では「生活」とい

う考え方である。小学校で、生活科があるが、幼稚

園は、園生活の全部という丸ごとの生活(遊び)

ロJqu 



の中で、行われるという考え方である。生活科の資

料を見るともかなり幼稚園とつながっているよう

にあるが、やはり教科としての生活科である。そ

こでの小学校での生活科とは、幼児の一人ひとり

から出発する幼稚園とは違って、小学校の生活科

とは、教科書的な副読本ゃある教師の実践などか

ら、構成された授業が多い。いわば真似事に近い。

これは、著者にも少なからずある。本当は、対象

である幼児を見つめて、そこでどうしょうかとい

うことを皆が考え、工夫しなければならないが、

皆が認めた何かお墨付きがほしいとか、あるいは

モデルがあるとか、ブランド志向というか、著名

な学者にこれはすばらしいとほめたたえられた

とか、他からの評価を気lこするものを取り上げよ

うとする。幼児たちを目の前にしての自らの発想

を生かすことを忘れがちになる。言い換えれば、

某方式に没頭したりして、それを追究する姿勢が

良いと考えてしまう傾向がある。

ある話がある。ある公立幼稚園をかつて卒園し

た親が、その幼稚園にたまたまインフルエンザの

注射の手伝いで来ていた。その人が「先生、公立

幼稚園は公立の名に“あぐら刀かいていて工夫が

ない。これからはね、もっと@特色 a を出さなけ

ればだめよJということを、ある先生に言った。

それで、その先生は、どう答えてしw、かわからな

くて、ただ悔しさだけが胸にきて、「先生、なんて

言ったらよかったので、しようか」と言うのである。

それでその教師は「今一人ひとりの幼児の育ち

とか足どりとかし、うようなものを一生懸命確か

に見つめていきながら、その子の足どりに合った

ような働きかけを先生がしていくのがいいので、

自に見える形がないのが、むしろ特色だという

ふうに考えていいのじゃないのか」と言ったそう

である。その「目の見えない形が特色jなかなか

保護者達には理解してもらうことは困難である九

まして、保育経験の乏しい学生には至難なことで

あろう。

ゆえに自然の摂理みたいに幼稚園側は、なおさ

ら特色を見つけようとしてエスカレートしてい

くみたいなところがある。教師も親もブラインド

〔看板(特色?) Jがなければだめと考えてしまう

と考える。それが当たり前のようになって、幼稚

園の指導法の本質からずれていってしてと考える。

その幼稚園の指導法の本質とは、本研究では次

に述べる「響き合う j 指導法と考える。
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1. 3 r響き合う指導法」とは?

幼児は、多様性を有し豊かな個性を持って

いることを前提に、幼児とふれあっていく O

その場合に、保育でなくて、幼児がやってい

ることに意味を見出していく保育を進めてい

かなければならない。幼児をよく見て教師は

心を動かす、感じる心ということである O 幼

児を見るといったと

きに表面的な行動だ

けを追っていたので

はだめで、行動の背後

にある幼児のイメー

ジだとか、内面の心の

動きを読みとって、そ

れに対応してしスく。そ

のときに、幼児が教師

図I-1スパイうん やものに反応してい

く。その反応をまた教

師が心を動かし、幼児の主体性を大事にしな

がら対応していく O さすれば、太鼓を打っと

き、幼児と教師が太鼓の両面となり響き合っ

て更によい音を出すように良い活動が増幅さ

れていく。このことはスパイラル的(図 1-1)に

幼児は広がった活動をするようになる O これ

を「響き合う指導法」ということにする O

1.4 本科自の学力構造

本研究での授業対象になっている学生への学

力は図1-2のように学生の意欲@学ぶ姿勢などの

r '1'青意・態度」面を特に重視したい。広岡亮蔵が

取り上げている図1-3の「広岡モデ、/レJ3)は、その

面が図のように学力の中心・核になっている。広

岡はそれまでの知識 a 理

解への偏重を正し、情意

面の重要性を説いている O

本研究においてもその情

意面を核としているが、

幼稚園教師として長く勤

めてその間に幼児教育の

本質へ迫りつつ幼児に生

きる力。学ぶ力を高めてい

くような教師として高まって

いってほしいと願っている。

よって、学ぶ意欲や関

心を高めるなどの情意か

ら入札幼稚園教育への

構えをつくるほうが、 f長

園 1-2 学力構造

学力の仕緩み

図 1-3広岡モデル
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の技能、知識@理解面を高めやすいと考えた。こ

こでは、保育の意欲を高め、そのことによって「幼

稚園教師としての構え」が高まり、幼児の心をと

らえそれをつなげていく力・技 cr技能J)を伸ば

していってほしいと考える。その後に核の「知識」

が高まり、「理解」が高まっていくような流れを

大いに期待したいしながら、このように授業で展

開していきたい。

22 萌翼(J)課題と方法

本研究の目的は、九州女子短期大学幼児健康学

科における幼稚園教諭育成を目的とする科目「教

育方法@技術論J(講義:2単位)において、受講

する学生に、幼稚園教育の目的とする幼児と響き

あう指導法への理論及び技能・情意・態度面の高

揚を図る。

[~果題1] 幼稚園教育と小学校教育の指導法の本

質を対比的にまとめ、幼稚園教育の指導法。

技術との違いを明確にする。

{課題2] 本科目が小学校教員免許取得を中心と

していた内容から離別する。

i課題3) 本研究の仮説を検証する分析手法@手

立ての工夫をする。

上記の課題に対して、以下の方法をとるo

i方法1] 文部科学省発行の「幼稚園教育要領解

説」及び厚生労働省発行の「保育所指導指針

解説書」を軸にして、小学校の教育方法 e 技

術を照らし合わせながら検討を進める。

{方法2] 幼稚園教育方法・技術を中心としたシ

ラパスの構成を行う。特にその中に学生の参

加型授業、実地見学、ゲストティチャーによ

る講話を仕組んでいく。

i方法3]図2-1の調査カードや感想文等のアナロ

グデータよりも、事前。事後等のデ、ジタルデー

タを中心にして本研究の成果を明確にする。

2~12 

授業

(幼稚図教育への構え)

争|如レープ活動 |E2日傘

国 2-1 本研究の評価データ取得手続き

3. 覇賓の薮説

小学校の教育方法の考え方を対比的に取扱い、

幼稚園教育方法・技術の基本をとらえさせつつ、

図2-2のように創造的な遊び、をつくり合うグルー
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2~12 

j受業

(幼稚闘教育への構え)

クループ活動

国2-2 罷業の流れ

プ学習 (SLG つを仕組み、更に幼稚園への実

地見学及び外国の幼稚園教育の実際にふれさせ

ていけば、幼児と響き合う指導法を高めていくで

あろう O

不 SL G (a Support for Learning Group) 技術の習得する

ために観察 e 交流のためのグ、ルーフロ学習8)

4. f.霊業設計

全 15時間の内容構成(表 4-1)において、小

学校等の指導、及びブランド保育並びに集団での

一斉指導法と決別させ、幼児の個としてそれぞれ

の思いる願い、そしてイメージをまずとらえ、そ

の思いなどをグルーフ。として膨らませ、集団とし

て活動を広げていくような指導法を理解させて

しミく。そのためには学生たちが、幼児一人ひとり

の自発性や主体性を大事にしながら進めていく

構えを獲得することが肝要である。その本科目の

基盤は、倉橋惣三の「幼稚園真諦j にありとして

授業展開を構成してし、く O それらの学生たちの理

解をもとにしながら、教育メディア、教育評価に

関する内容を展開するように構成した。それを実

際の中でより理解を自分なりに幼稚園教育指導

法のシェマの獲得を促進するために、幼稚園見学

及びデンマークを中心とした欧州の「森の保育

園」の講話をゲスト a ティーチャーに依頼するよ

うにしている。まとめには「各グルーフ。の遊びの

創意工夫」を発表し、交流を行い、一層の知識 s

理解を習得せていきたい。こうした授業設計、表

4-1のようにまとめた。

5.事前箇事議謂査の分諦

5. 1 事前 E 事後アンケートの設定

本研究は事前調査と同一項目による事前急事後

調査を行い、その項目等の対比しながらの分析に

大きなウェイトをおいている。そこで、表4-1等

の授業設計・内容に基づきながら、表5-1の調査

項目を作成した。

以下、主な項目それぞれを本研究のねらいにそっ

て簡単に説明する。

なお、表5-1で各項目の番号の後のO印等は、
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科Elr教育方法霊技術論」援業設計

7つ
情報の探索， 2剣晃・:3z流(かpI ore ' exp ress 坦 e~chan針。) 3 E 

理論)の緑川返しが 「情報活用能力」を高め、新たな保育観、
価値銭を見出す契機となる c 幼F董E富(j)教師としての「情報活用能

力とは1可かJを煮えるために7つの視点を設けた。この7つの涜点
から r'i青報」というものを考えてみよう。

「設定した環境づくり jへの 7つめ話

幼児が設定した環境にJこだ臆応するだけでなく それを幼児に
とって快いもの」価値あるものにしていく力や態度を育てていか
むければならむい会

と

ピダマリオン効果については関心力¥~言ピ、

ちの「やる気自信J!こ繋がるように導くことがでぎ
と考え勺れている。 r教自甫算号待効果Jとも言われ、子どもは期

されるとその期待に応えようと自然に行動するようにおる。

を5さえて説明する。

教

育

111 d平
{苗
l 

表 4-1

ラン

「ブランド保育Jζ[;(、看板教育でsる。本来の主力推

圏の教育11. 幼児理解JC星かい見方)を主主滋にして、
子どもが求めているものに対応しむがら指導してい¥と
いつことが萎念である。

r K R情報監授業5平{蕗{保育評{函}の実際j

上手む教師は rKRt毒殺を~め(こ J 行っている先生、
でL¥¥，、?J rねえ、売さと見て、見て λJ と教師の反応を求める
姿[1、幼児にさら〈見られ ξ 。こ才1[1 自分。ウl評価をしてもらい自

分の行動!こ自信を持とうとしている姿でおる e この姿ほどの子に
もある e

この教師の反応を求める (1<R) 情報i五 時期を逸すると効果
力、半減する。 KR情報が欲しいと子どもが想っているときに与え

ると効果であるク

教

育

121評

価
ウ

f幼電量産量における遊びと環境づくりの発見j

幼稚園を観察する。個々の学主が「自分で気づいた事埼・

けJ rそれらから誘発されるi並び・活動、学び」の視点{こま基づ
き、幼稚密の白的 r.・同 Z ‘適当む環境を与えてその心身の発

達を助長すること」の立場から、実際の幼稔豊富ではどう仕組み
準備されているのかを、自分たりにとらえ それら向、ら誘発され

る遊ひや活動、学びを予想させ、報告させる G

fデンマークの森の自然保斉圏j

デンマ「ヲの「森の保育園j を観察し、自然左のふれあしが
子どもの学ひと成長を促すことを実感したGTときど涜する。小さ
な頃かちのさまざまな経験Lこより、自主】段と脅{壬1議、社会性なと
が背まれてい:とし、う 教育の原点広J号、れさせる h

幼

干草

131国

観

察

議

話

141と
ーて
J、

換

授業総経等(グ)!.-ーブ最終発表巨交換会}
子どもは多様T主音有し豊かむ個性を持っていることを前提仁、

幼兜とふれあっていく。その場合(こ、子どもがやっていることに
意味を見出していど保育を進めていかむければむらない。子ども
をよど見て教締は心を重力かす、!惑!~る心ということである。

ま
151と

め

f幼寺藍E霊と小学校指導法とめ遣いj

小学朽の場古iH教育d亡、生活化j といい 指導するも
のが先(こ決ま「ていて、それを子どもが興味をもつよう

に~動機づけていく方法として生活を窪材{こもってく
る令

ζ ころが 幼稚園は「生活(遊びVの専攻育化」といい、主各
活そのものが題材である。子どもが丸、二と生活すること 授
が、郎教育で正る v 芸誌

の
後
半

は

グ

指
導
の
十
本
質

2

。
U 

『官霊と集団の主Eえ方の遠いj

幼維慢の場合だと 子どもの一人ひとりが自分のイ
メーシを描l"て活動していて それがクループになり
そのほうが面白くて層の厚い活動ができるとし iうところ

から、だんだん主体に広が勺ていどようにする、あくま
でもi圏が基本であるえ

小学校は 題材が先にあり
るか、その中で{固を考える。

指

導

の

本

質

3

4 

指

導

の

本

質

4

一
指
導
の
本
質

5
一
指
導
の
本
質
ら

一否の集団でどう指導す

I子どもが主体的に活動する指導J

子どもの一人ひζ りが幼稚留に来たときから 生活の
手線よりもまず“幼稚豊富の楽しさ η を感じさせてやる。

すぐ遊ひが始めらhて、幼稚園の楽しさを感じとらせる
ことのほう力、大切である。例え(工、入歯式後、また
日々の靭の始まりを大事にしよう》

f子どもの生活を大事にす忍指導j

ノ嘗橋~三がいうように rj苫動がぽつんぽつんとあるの

ではなくて つなげ tいくのが先生の役割だ」と。子ど
もの、それこそ生活化とい弓のか 生活をもうとよくし

ていく。 rさEi吾の教育イ七j とでも蓄える。

f多様性が幼稚園の指導の特賞j

幼稚習における指導の特賓の中に多筏性というのも大
きむ要素である。それは子どもの育ちからも教師のかか

わり方i;t多様でZろっていい。そうするとそこには多禄む
方法が併存するということになる。これはほかの教育(こ

ねいこと。多様む方法が併存する幼稚園は素暗らしいや

「保有者のための情報活用能力一7つの挨点j

情報の探索'表現， 3主流 (exp!0 re司 expI"ess • 
exchange(J) 3 E 理論)の繰り返しが、 「情報活用能力J
を高め、新たな保育錦、価値観を見出す契機とむる。幼
滋圏の教師としての「情報活用能力と [li可か」を考える
止めに7つの視点を設けた。この7つの携点から「↑育報J

というものを考えてみよう α

rヲ

f 

教

育

メ

デ

ィ

ア

内
対
U

注目したいとして f3及び4手遊びはJfll素話

はJf37読み聞かせは」を設けた。

幼稚園等の幼児教育において一般的に重要と

とらえているピアノの技能がある。そこで、ピア

ノに自信がある学生は、やはり幼稚園等の幼児保

育の指導法等にも良く通じているのか見るため

にf5ピアノ得意度Jf12ピアノ自信度」を設けた。

f 6本科目期待度Jは、本科目への期待が高い

ほど幼稚園に関する知識や態度等がやはり高い

といえるのでなし、かと考え設定した。

長くなるが、 f7まず子の気持ちからJf 8朝始

まり自由にJf 9保育案にとらわれるなJflO幼稚

園に時間割は必要(はない)J f17幼稚園指導は、

支援でもない、誘導だJf18教科書必要なしJf19 

。。つJ
U

事前@事後調査での平均値が統計的に有意

(pく.05) (以下「有意J) に伸びた項目には@を、

有意で、はないが事後が上回ったものにはム印を、

また低下した項目にはマ印を付している。

さて、 f1幼稚園教師希望度j は、他の項目と

のクロスを行って、希望度合いに伴ってどう変化

するかをみるために設定した。

f2幼稚園は学校か」は、幼稚園を保育所と同

じ位置付けで施設ととらえている学生がし、ると

すれば、基本的に幼稚園指導の構えができないの

ではと危慎し設定した。

幼稚園での手遊び色素話・読み聞かせの技能は、

幼稚園教師として重要であり、それらの好意度や

自信度を聞い、かっそれらと他項目とのクロスに



表 5-1 調査項目と観点等一覧

各項匿事前要事後比較 ( 
観 I情意@態度 lト

点 E幼園へ構え /i，¥

分 E技能:TJ

類 rv知識・理解:z
二戸 む?子

工百 同

lム幼稚園教師希望度 I 

2ム幼稚園は学校か ! II 

3@幼児前手遊び得意度 十 E

4@手遊び好意度 II 

5@ピアノ得意度 {直
6@本科目期待度 1 

7ム園指導まず子の気持ち i n 
8ム幼稚園靭始まり自由に n 
9@保育案捉われるな !日
10ム幼稚闘に時間苦手j必要性 ; Il 

11ム幼児に素話自信度 ill 

12@ピアノ弾く自信度 回

13@幼児集団統率自信度 ;ill 

14ム幼児とふれあう好嫌度 II 

15@クロンパックは ATI IV 

16マ園は適性処遇交互作用 IV 

17@幼稚園は子の誘導から II 

18ム幼稚園は教科書必要無 I II 
19マ個々の保育時間割案必要 II 

20ム園は子の自然な生活形態に沿う II 

21マ園は指導の法員IJ化不適 II 

22ム園は子の生活中心・経験的に II 

23@園の指導法はインフォーマルに i II 
24@園児は皆との生活に喜びを II 

25@濁は園児の望む活動をつなぐ II 

26@園は個々の活動をつなぐこと I II 
27マ保育到達目標は多様で良い II 

28ム幼児と遊ぶことは好きか

29@隠教師は相手の心を読む力大事 ♂ H 

30マピグマリオン効果は教師期待効果 :IV 

31@系統性とは子が連続で活動生み出す II 

32@倉橋惣三は幼稚園真諦 IV 

33@情報のアーカイヴとは情報圧縮意 目 IV

34@律動遊戯とは子の発想、をもとに IV 

35ムボートフォリオ評価法とは lIV 

36@幼稚顕教育要領の保育目的は IV 

37@読み間かせ経験は ill 

38ム関教師は幼児の関心引出し保育が大事 H 

上向た百意
ヒ
下

有

向

低

。
ム
マ

幼児個々の指導案は必要であるJ120幼児の自然

な生活形態に沿うようにJ121指導の法則化は不

適J122幼児の生活・経験を中心に構成J123指導

法はフォーマルで、はなし、J124個の生活の喜びが

皆のものになるように誘導J125及び26は、個々

の思いの活動@遊びを教師は繋いでいく J127全

体の目標が第ーではなく、個々の保育目標達成す

るようにJ129幼児の心を読む力が必要J130ピグ

マリオンの神話のように、幼児を信じよう J134 

幼児自らが発想する律動遊戯を大切にJ137幼稚

園の保育目的は、教育だ。預かり保育ではない」

138幼児の関心引出し指導が大切」などは、学生
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が幼稚園指導法の原点、に位置することと理解し、

自分のものにしているかを調べたい。

113統率自信度J114幼児は好き J128幼児

との遊びは好き」によって、幼児保育教師と

しての最も大事な適応性をみたい。

115及び16のATIは、幼児一人ひとりの

適性・思い e願いに適合するように指導する」

ことであり、幼稚園指導の根幹にかかわる重

要な教師としての構えである。

!31と32は、幼稚園指導の根幹に当たる倉橋惣

三の理念の理解と把握であり、幼児を思い e願い

をつないでいく j知識 e 意志@態度を持ち合わせ

ているかを問うている。

133多様な情報をアーカイブ(圧縮)していく

考え方@態度Jの情報処理能力を幼稚園時代から

も育成しようとする能力を問うた。

135幼児を相対的に評価するのではなく、個々

の幼児の遊び@活動の累積ー記録を大事」にして

評価し、更にふくらませるようにする教育評価の

姿勢を調べようとした。

このように調査項目 38項目でもって、学生が本

科目指導内容の理解度を把握できるように設定

した。しかし、これらは学生の幼児教育に対する

認識・理解とのズレがかなりあるものと想定して

いる。そのズレがなぜ起きるのか。この後、本科

目の授業設計@授業展開を照らしながら検証して

し、きたい。

5. 2 実践園調査の実施

5. 2. 1 事前調査と幼稚園教師の構え

分析に当たって、図1-2の本科目の学力構造に

基づいて表5-2のように4つの観点、を設けた。

まず、各項目二件法による事前調査結果(ロニ67)

から I~Nの観点別に分析した(表5-1及び表5-3

参照)。

観点 11情意 s 態度」面での平均値は79%とや

や良好といえるが、 11幼稚園教師の希望度」は、

70%程度と低い。できるだけ高めたい。

観点 II1幼稚園教師としての構え」の中の、 12

幼稚園は学校かjは、他の科目の履修しているこ

ともあってか66%と、ある程度認識していた。

しかし、 19保育案に捉われるなJ117幼稚園は

子の誘導であるJ118幼稚園は教科書必要なしJ

など 117J~ 121Jの5項目、 123J131Jなどは、

50%をかなり下回り、幼児を束縛しないような伸

び伸びとした幼稚園教師として指導観を持ちえ

ず、小学校等の学校教育の指導観から脱しえてい

Q
d
 

円

3



ないと考えられる学生が多くみられ、

本科目の指導の重要性を感じた。

観点圏「技能」面は「ピアノ J1素話」

「統率自信度」は、 30%台と予期以上に

低く、白幼児を導く能力に難しさを予感

させるものがあった。

観点、IVI知識・理解Jは、 14幼稚園

の保育目的J76%とやや良かったが、
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表5-2観点Jjljにおける事前，事後比較(林 Pく001)

一ーで一幼稚園課寝 j 養護課程

観点 ;事前 事後 事前事後!事前 幼 稚 問

l平均値平均値平均差T検定平均値平均差T検定

情意 m 態度 I 1. 80 1.89 料 1. 42 件

幼稚園への構え1.52 1. 63 料 1. 43 料
技能1.36 1. 51 料1.34 料

盟議二~1'li_~i~1. 3.0 __J .'1Q 型 1，..1Q----

表5-3事前事後忍び幼稚園・養護比較一覧表 (11=67) 
その他はほとんど知識が如、状態で ττ古='"一一一一一一ア「一一一一 ---1 

観J的示類番号 [回 ~I 平 平養幼事

均護稚前

値課園調

上ヒ程諜査

較と程で

あった。

これらのレディネスを踏まえ、再度

授業設計を見直し、授業展開に学生の

意欲⑨関心を高める工夫することの必

要性が一層増した。そのためには、グ

ループ活動における学生自身による

感受性を生かした遊びゃ遊戯等の取

各項思事前事 i 1呪 T 出

1 'r青意ー態度後比較 門事中!事後 均 liil:

Ed白説。有意な申ji竺l調査中 手1::
主主- ti E 見守 、 i空i正解率 % 検i E のとの

IV知識@理解 ι 竺! ヒ [ 

調 査項止」コ且起に時
1ム幼稚園教師希望度 I 1 !刊 78 1 I O. 12 + 
6CQ本科目期待度 III7591 料 I0.75 + 

2Bム幼児と遊ぶことま好きが 1 94 刊 i 0.20 + 

組を仕組むことが求められると判断 2ム幼稚園は学校か !豆 166 73 1 O. 55 + 
3@幼児前手遊び得意度 1 II 124 49 1 料!0.34 + 

した。更に実際の教育場面の演示やシ { ! j 
4@手遊び好意度 I rr i 70 84 1 *! 0.31 十

ラパスの後半にはゲストティーチヤ 7ム園指導まず子の気持ち I II 187 88 1 I O. 63 + 

ーによる体験講話等を設定するよう 8ム幼稚園朝始まり自由に I II 163 73 1 I O. 43 + 
9@保育案提われるな ! II 118 48 1 仲 I0.37 十

にした。
10ム幼稚闘に時間害IJ必要性 III 154 60 1 ! 0“42 + 

こうして、写真5-1などの創意工夫 14ム幼児とふれあう好嫌度 III 199 100 1 I O. 29 + 

のグループ活動をできるだけ毎時取 17@幼稚園は子の誘導から III I 7 30 1 林 10.14 十

18ム幼稚園は教科書必要無 III 36 37 1 I O. 23 + 
り入れるようにしていった。その時間 J 

19マ個々の保育時間割案必要 II 25 22"  0.85 + 

は、 2~12回までの講義後に毎回20~ 20ム園は子の自然な生活形首 II130 40 1 I O. 08 + 

30分程度実践していった。 21V閣は指導の法則化不適 III 11915 " 10.22 十

写真 5-1グループ学習(SLG)

ところで、本科目の授業は講義の形

態であったが、学生の意欲@関心を高

めるためにこうした学生による参加

型授業になるように努めていった。

6. 事後謂査と総合的分析

6. 1 観点完IJ

まず、事前 a 事後調査のデータを、

観点別に比較した(表5-2)。それぞれ

22ム闘は子の生活中心・経駿 II 64 73 1 I 0.35 + 
23@寓の指導法はインフォ寸 II 21 39 1 料 I0.35 + 
24@園児は皆との生活lこ喜tIrr 155 67 1 * I O. 15 + 

25@園は園児の望む活動を寸 rrI 58 79 1 料 10.35 十

26@園は個々の活動をつな ~rr167 82 1 キ O. 28 + 

27マ保育到達R標は多様で民 II193 90"  10.58 十

29@菌教師は相手の心を読む II 72 82 1 * I O. 32 
11 14出 1;) f ホ* υ. bL: 十

38ム園教師は幼児の関心引 立 70 76 戸 10.52 十

5@ピアノ得意度 E 33 48 戸 **i O 74 十

11ム幼児に素話自信度 E 25 34 戸 0.83 + 

12@ピアノ弾く自信度 皿 18 36 戸 ホネ O. 83 + 

13@幼児集団統率自信度 国 15 36 戸 ** O. 68 + 

37@読み聞かせ経験は 彊 90 100 F 料 O.26 十

3 22 戸 ** I 0.43 + 

16マ園は適性処遇交互作用 IV 39 31 L O. 17 十

30マピグマリオン効果は教 W 34 27 、 O. 12 + 

32@倉橋惣三は幼稚園真諦 IV 18 36 戸 * O. 37 十

33@情報のアーカイヴとは IV 6 22 戸 ** O. 25 + 

34@律動遊戯とは子の発想、 W 37 58 戸 ** O. 71 十

35ムポートフォリオ評価法 IV 28 34 F O. 68 十

36@幼稚園教育要領の保育 w 76 87 ア キ O. 78 + 

の観点l士、すべて有意に事後が上回っていた。観

点 I1情意。態震Jは、事前から高めではあった

が、本科目のポイントである観点II1幼稚園指導

への構え」、観点IVI知識・理解」の伸びは、有

意であれ、伸びが極めてよくなかった。

ところで、事前調査は、比較分析のコントラス
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トを一層明確にするために、子ども健康学科の養

護教諭養成課程の学生にも事前調査のみを実施

していた。たしかにすべての観点で本科目対象の

幼稚園教諭養成課程のほうが有意にすべて上回

っていた。とくに幼稚園指導の構えなどを含んだ

観点 I 1情意@態度」面は、大きな差があった。

それだけに本科目を受講する学生の確かな高い

構えがうかがえた。

しかし、幼稚園教諭養成課程の学生の伸びが少

かった観点n.彊'lVについても更なる分析を

進めるために各項目の事前@事後の平均値を中心

とした比較分析を行った。

6. 2 各事自

表5-3の中で、事後調査のほうが、事前調査で

全項目 38個に対して33個 (87%) と多ぐ上回1

その中で有意であったのが20個、しかし下降した

のが 5個あったが、有意な項目はなかった(表

6-1) 0 以上から全体的には、事後に向上していた

といえよう O

表 6-1事後の事前との比較(丁検定 Pく.05)

; 項目数 :有意な項目数
司司-~----=--司自由自由~~-~-~司自由~-----盟国日甲山由包

向上 33 86. 8% i 20 60. 6目

下降 i 5 13.2世 o 0附

しかし、 4つの観点それぞ、れが有意で、はあって

もさほどの伸びを示していないと判断した(表

5-2)0そこで、個々の項目からの分析も必要にな

ってきた。

観点 Iにおいて、項目 16期待度J128幼児は好

きか」は、予期以上に伸びていた。とくに「教師

期待度」は、やや幼稚園教師への望みが事前に薄

し、学生が、 8ポイントほど伸びていたことは授業

への成果を認めても良いと考える。

しかし観点Eの「幼稚園教師としての構え」は

多くの項目の伸びが有意であれ薄く、教授方法に

反省が求められる。

例えば、 12学校か」は、事前1， 66から1.73へと

僅かな伸びであり、これは、幼稚園は教育する

場@学校とし¥う根本的な認識に乏しい学生が27%

ほどいることにもなる。

そのようにみていくと 19保育案に捉われるな」

117園は子の誘導からJ110教科書の必要性無しJ

119個々の指導案は必要J120園は幼児の自然な生

活砂思し¥からJ121指導の法員Ij化は園には不適」

123閤指導はインフォーマルであるJなどが、特
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に正解卒が50%を下回っていることは、これらか

ら多くの学生が、幼稚園指導の基本的な構えがつ

くられないままで、いることを表している。本科目

担当者としての責{壬は実に重い。

まさに幼稚園教育の指導法は、ある考えや知識

を一斉に与えるということではなく、幼児一人ひ

とりの患いー願いー生活から出発することが基本

である。そこには指導の法員Ijはなく、まさにイン

フォーマルな指導の展開となる。個々の幼児のつ

ぶやき告悩み e つまずきなどを指導者はとらえ、

それに応じる誘導の方法砂順序などを心の引出し

の中に持ち、指導を進めなくてはならない。その

基盤が多くの学生にできていないのだ。

さらに観点亜「技能」は、 15及び12のピアノ」

111素話J113統率力」など多くが有意に伸びては

いるものの30~40%台である。実にこれも幼稚園

教師として心もとない。ピアノなどそれらは本科

目の直接の指導内容ではないが、観点 I 1情意 e

態度」を更に高めるためにも本科目展開中の期間

に伸びてほしい技能であった。

観点、lVI知識・理解」は、 AT1，ピグマリオ

ン効果、倉橋惣三の理念の理解、幼児の発想、を尊

重する「律動遊戯j など多くが20~30%台と極め

て低い。たしかに事前よりは有意に伸びてはいる

が、これからの時代の変化に対応し、求められる

幼稚園教師のための基盤が脆い。今後の幼児保育

の教師として危慎する。

6. 3 項目間のかかわり度合い

これまでは主として各項目ごとに分析を進め

たり、前もって観点を設けたりして分析を進めて

きたが、総合的に相互にかかわりあう項目から潜

む因子を見出すなどして分析を進めたい。

6. 3. 1 国子分析

そこで事後調査の標本数67の因子分析を行っ

た。因子数は図6-1によって 4因子と判断し、主

因子法、 Promax回転、因子負荷量が0.4以上で、

表6-2の因子分析表を得た。しかし、表6-2のよう

にクロンパック α係数及び累積寄与率l士、かなり

低かったが、先の6.1及び6.2

でみた観点別及び各項目の

事前@事後比較からも本科目

の課題ー問題点が見えつつあ 目。

ったので 4因子とも採りあ

げることにした。

因子 Iは、 15と12のピア

ノj と 1]園教師希望度J127 

国 6-1スクリー

プロット



表 6-2事後調査因子分析結畏(主因子;去、 Promax由転)

凶子負荷量
住171 悶子日 IEJ子医 図手口7

ピア/と幼稚園希望の矛震 (a=.199) 

5@ピアノ得意度 0.531 O. 281 0.011 O. 210 

12⑬ピアノ弾く自信度 0.193 0.252 0.095 O. 385 

27マ保育到達目標は多様 O. ，109 O. 108 O. 142 0.0-11 

Iム幼稚園教師希望度 0.1"1"1 0.3，13 ~O. Oe5 ~O. 058 

E 本科目期待と園本質との矛慮 (α=.307)

6@本科目期待度 0.607 0.230 O. 080 

2ム幼稚園は学校か 0.089 O. .134 0.049 0.2-19 

38ム園教師は幼児の関心5 0.1"12 0.167 O. 161 ~O. 0-17 

8ム幼稚園朝始まり自由に 0.036 O. .180i O. 146 O. 112 

盟 幼稚園教青方法の本質 (α=.467)

29@間教師は相手の心をt 0.02，1 ~O. 009 

2-]ム園児は皆との生活に1 O. 102 0.017 0.478 一O.069 

20ム聞は子の自然な生活到 0.352 0.238 0.412 ~O. 296 

w 主力字盤国の真諦 (α=.350)

32@倉橋惣三は幼稚園真言 O. 101 0.096 O. 242 

30マピグマリオン効果はま 0.36-1 0.092 O. 113 

15@クロンパックはAT O. 281 O. 031 。169

35ムポート 7 寸リオ評価 O. 1.50 O. 128 0.218 

31@系統牲とは子が連続つ 0.019 0.024 

累積寄与率 6.64% 12.09% 

個々の幼児の保育到達目標は多様」は、逆相聞の

ような関係にあることから、「ピアノと幼稚園希

望の矛盾」と命名した。たしかに図6-2のように

項目5とlは、ピアノが得意である学生ほど、幼稚

一間
同
同
門
川
間
困

51 

36 

内弓
3云

図 6-2項自 5と1のクロスグラフ

園希望度は薄いといえる関係にある。

因子Hは、やや深刻であるが、本科目に期待して

いた学生ほど、項目 2、8、38品、った幼稚園教師へ

の基本的な構えに乏しいと析出している。よって

「本科目期待と園本質との矛盾」と命名した。

因子園は、項目 20、24、29(士、幼児の心に入り

込み無理なく自然に誘導して遊び s 活動を、そし

て学び、をつくっていくという幼稚園指導の本質

のとらえ方の基本となるべき項目が集まってい

る。これは、本科目の指導のねらいに大きく近づ

いている証ともとらえたい。よって「幼稚園教育

方法の本質」とした。

因子N!士、幼稚園教育方法の理論面の基本とな

る文献の幼稚園真諦、さらにヒOグ、マリオン効果、

ATI、ポートフォリオ評価は学生がまとまって

理解をしているととらえたい。しかし学生にとっ
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て難しい幼稚圏教育の「系統性」の

理解は、これまた他の項目と逆の関

係にあった。しかし、本因子は、幼

稚園教育法の真髄をさしていること

から「幼稚園の真諦」とした。

6. 3. 2 数量化E類

これら 4因子相互の関係を明確に

するために、因子分析で生じた16個

の項目でもって数量化亜類を行った。

図6-3のように I軸は、ピアノの自

信。得意度と理論面に関する項目が

対立している。これは、ピアノに自

信のある学生は理論面の理解が乏し

い傾向にあることを示していて、先

にみたようにピアノに自信などを持

っている学生は往々にして理論面の

理解を疎かにしているとみている。

H軸(図6-3)において、ピアノ及び

理論面に号郎、学生は、幼児教育法の理解などに薄

し、傾向があることを示している。

よって I軸を「理論と実践の対立軸J、H軸を

「教師期待効果とピアノ自信の矛盾軸Jと命名した。

そこで、 I軸(縦軸)と H軸(横軸)を交差さ

せてみた。すると先の因子分析結果から因子分析

の因子上 E、亜、 Nと図6-4の数量化彊類の分

析図の中の囲みが対応するようである。

第 1象限には、ピアノ関する項目 5と12だけが、

孤立するかのようにある。

第 2象限には、 ATIなどの理論に関する項目

15、30、32、35などのグノレーフ。がある。そして、

実践に関するグルーフ。が第 3・4象限に位置して

いる。

こうしたことから、実践舎教育方法に関する E

と亜は、 I . Nのピアノ・理論から離れている。

これは、表 5-3 において実践面に関する項目

7 • 24・25 • 26・27・29・38 の事後の正解率が

70%を上回ることからも教育方法の実際場面に

ついては理解がある程度進んでいるようだが、そ

の実践を下支えともいうべき理論面及びピアノ

の技能の乏しさ(表 5-3 では正解率が 20~40%

程度)がみえる。これは先にも述べたように、こ

れから幼稚園教師として、ますます成長すべき学

生には厳しい状態が見て取れる。

しかし、表6-3おいて、ピアノの技能は事前に

比べて事後調査では、かなりの伸びを示している

が、本科目で力を付けるべき理論面、特に項目 r16
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30マヒ

図 6-3数量化E穎による I. 1I軸

A T I J 、及び幼児への愛の注ぎの大

切さを求める 130ピグマリオン効果J

は、事後に下降した現実を直視し、

指導の見直しを徹して図らなければ

ならない。

ところで、先の図 1-2の「本科目

の学力構造図jにおいて、観点 I1情

意@態度」から観点E、園、 IVと深

まっていく関係を示していた。図

6-4の因子Eを見てみると、観点 I

「情意・態度」の項目 11幼稚園教

師希望度J16本科目期待度」と観点

「幼稚園への構え」に関する項目

18幼稚園の始まりは自由にJ127 

保育到達目標は多様でよしリ 129園

教師は相手の心を読む力大事」が同

じグループ'IIであり、これら項目は、

互いに類似した関係にある。つまり

観点 Iから観点Hへとの関係を見る

ことができた。しかし、観点盟、百

への学力構造の方向性は見ることが

できなかった。
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7園 萌買の総合的考察

7， 1 学生による授業評髄

本研究の終末時に、学生による授

業評価を行った(図7-1)0 1授業の進

め方の速さj は、ほぽ学生が満足し

ていたが、他の項目は、 70%前後で

あり、本科目の運び方に満足してい

るとはいえない。特に「教師の説明



の仕方JIその説明

の聞き安さ」は、

65%とかなり低い。

これは偏に授業者

の反省を求められ

るところである。

迫持1A.e:

.，号。、
占明。。仕肯

このような結果 園7-1学生による掻業評儲

になったことは、

幼稚園教諭養成に向けての内容構成の資料不足

のために苦心したこと O これは著者の研究実践の

拙さを露呈した。今後、更なる資料収集、特に著

者自身による幼稚園での実践データを積み上げ

るなど実際の教育場面を更に収集整理して、学生

がより理解しやすい内容になるよう努力したい。

7. 2 本科目実践の成果と課題

1) 響き合う指導法」として、実践面の幼児の

個から出発してグループ@集団へと広げていく

指導の構えへの理解 a認識度合いは、事後調査

にある程度の伸びがあった。

2) 学生一人ひとりの知識@理解の伸びのために

は「情意。態度」面の高まりからという「本科

の学力構造Jのとらえ方は、それに関する項目

の学生たちの本科目の期待度の事後の高まり

や幼児との遊びへの意欲の高まりに見ること

ができた。このことは、数量化面類において、

観点 IとHが同グループにあることからもい

えた。

3) A T 1理論、教師期待効果、ボートフォリオ

評価などの実践面の基本となる理論面の理解

が良くなかった。

4) 理論面と実践面との者離が見られた。例えば、

ATI理論や教師期待効果などと他の実践面

との関係はほとんどなかった。

5) 幼児保育に必要といわれるピアノ技能との

理論面及び実践面との零離がみられた。

6) 授業設計において授業13回目に「幼稚園見

学」、及び授業14回目に「デンマークの森の保

育園」の体験講話を仕組んだことは、学生に実

践面の認識を高めたと感想文などからうかが

えた。なお、感想文等の分析研究l士、次の機会

を待ちたい。

7) 授業 2~12回目まで各回の授業の後半に保

育遊び等の創意工夫を交換するグルーフ。活動

(S L G) を仕組んだことは、手遊びなどの技

能を高めることになったといえよう。

8) 幼児の心を読む、幼児の思いをつないでいく

g固
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といった幼稚園保育への構えは、理論面と不離

している状態であった。しかも、その理論面の

理解はかなり低く、学生の今後の幼稚園教師と

しての成長に不安が感じられた。よって授業展

開などの見宜しが必要である。

まとめ

本科目指導において、指導力の拙さは否めない

が、学生に理論面と実践面との大きな~離をして

しまったことは、大きな課題である。保育舎教育

に携わることは、日々の実践が研究に値すること

であり、理論研究がすべての基本にあると考える

とき、学生一人ひとりの今後の教育者・保育者と

しての成長を憂慮する。この責任は、ひとえに本

研究の著者にある。

参考文献
1 )高杉白子@平井信義・森上史朗，幼稚園教育要領の解

説と実践 [3Jノl、学館，pp.6-46，l989
2)高杉白子@平井信義笹森上史朗ヲ幼稚園教育要領の解

説と実践 [2Jラ小学館，pp.66-78ラ1989.
3)学習論一認知の形成う広岡亮蔵ヲp46，明治図書，1973
4)倉橋惣三，幼稚園真諦ラフレーベル館，2008
5)児玉衣子，改訂倉橋惣三の保育論ラ現代図書，2008
6)文部科学省ラ幼稚園教育要領解説プレーベル舘ヱ008.
7)厚生労働省ヲ保育所保育指針解説書フレーベル館，
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8)Louis，C.，Research Methods in Educatioll， ROUTLEDGEラ

p238ラ1989.

(原稿受付2013年 1月 15日)
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-5. 6藤莞に対する 2つの投融漢技による芋がかり謹示ー

小沢 日美子

九州女子短期大学子ども健康学科

On the development of spatial 'perspective幽 taking'

-by the cues wIth two role perfurmances to昌 5-6years-old child-

Himiko OZAWA 

Abstract 

1 studi号dabout the development of spatial 'persp号ctive-taking'by the cues with two role performances to a 5-6 

years-old child. this experil祖母ntparticipants were 48 (5-6 years old child) 百letask was similarly to 

"three-mountain task“. The participants were divided into three groups. One was a control group that repeated 

the same task. The clu日sthat otherピdollsoperat記 wer己 givenas for other two on the way. In the resultラ the
development differenc号 wasshown in the post tesL Howeverラ thetraining effectiveness by the clues were not 
c1.early made 

Keyword.旨:perspective-taking，子6years old child， development 

1 .開題

大人は、自己の視点と他者視点を弁別して、そ

れぞれからどのように見えるのかについて異な

る予測をする。なぜなら、大人は、異なる視点を

弁別して比較し、さらに複数の視点を統合し、あ

る物体の他視点からの見えを推測することがで

きるからである。 Piaget(1948)によって空間的

視点取得の発達は、幼児期から児童期にかけて、

自己視点からの見えの応答が可能になってきた

後、他者視点からの見えについても自己視点から

の見えのみ答える特性 (egocentrism・自己中心

性)をもっ時期を経て、その後に、自己視点と他

者視点と異なる見えを予測できるようになる

(decentralization :脱中心化)という発達図式

が提示されている。それでは、子どもは、どのよ

うに自己の視点を理解するようになるのだろう

か。子どもは、どのように、自己の視点と他者の

視点の違いを理解するようになるのだろうか。そ

して、子どもは、どのように他者視点を検出し、

他者の理解を発展させるのだろうか。

渡部 (2003)は、空間的視点取得とは、自分と

異なる思iJの位置まで視点を移動させて、そこから

見えるはずの見えを思い描く心の働きのことで

あると述べている。そこでは自己と他者が異なる

存在として認められ、さらに自己からの見えと他

者からの見えの両方を視野に入れて、それを関係

づけていることから、他者理解の研究としても進

められてきている。また、幼児期の劇的な変化過

程のみに焦点を当てるのではなく、生涯を通じての

視点取得の変化過程を捉えた研究も展開されて、そ

のための課題も開発されている(e.g・ヲ渡部，2006)。

子どもの視点取得の発達に関する測定課題と

しては、 Piaget(1948)が考案した視点取得課題

は、三山問題 (three-皿 ountaintask) と呼ばれ

て心理学一般によく知られている。 Piagetは、発

達的考察となる現象を実験的に観察し、発達過程

に関する明細な理論を前提に、 定の条件下でそ

の行動が現れるのかどうか理論的検証を行って

いる。発達心理学研究の領域では、その後、 Piaget

が示した自己中心的反応の本性をめぐる条件変更

的追試研究が数多く行われている。とくに 1980年頃

まで多数の研究がなされている(e.g.，Bork， 1978) 0 

前原 e上野 (2007)は、このよく知られた Piaget

(1948)の課題についてつぎのように述べている。

iPiagetによる物体の他視点、からの見えを推測

する三山問題は、主に幼児の空間認知能力の研究

に使用されて来た。しかし、刺激の位置や解答法

を少し変えただけで反応が容易に左右されてし
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まうことから、発達の水準を測定する「リトマス

試験紙」としての役割は期待されなくなった。し

かし、空間的視点能力を測定するという特性自体

が否定されたわけではなしリ。このことからも、

Piaget (1948)の三山問題は、空間的視点取得に

おける自己視点の確立から他者視点の取得まで

の能力を測定するという課題構造であることが

される。

また、役割演技と他者の視座獲得との発達と

の関連性について、福田 (1995)は、つぎのよう

に述べている。「幼児期の役割演技行為では、「他

者と自己、及び他者同士の関係の再現」は、 6歳

のベアーが他の年齢群と比べ、より多く観察され

る傾向が見られた。しかし、「自己の行為の再現」、

及び「他者の行為の再現Jは、年齢による特定の

傾向 発達水準は観察されなかった。したがって、

役割演技行為と他者の視座獲得との関連性につ

いては丘 6歳児のデータからの 2水準(1他者と

自己の関係の再現」、及び「他者同士の関係の再

現J)の検討が必要であることが明らかになった」。

そもそも福田 (1995)が観察法を用いたのに対し

て、多くの空間的視点取得がとる実験的方法によ

る研究事態は異なっている。しかし、役割演技と

他者の視座獲得との関連性でに着目した研究に

おいても、 6歳児になって突然、他者の役割演技

行為との関連性が高まるというよりも (4歳では

なく)5歳児の段階において性質の異なる発達水

準が位置づけられることが示唆されている。

そこで、ここでは、空間的視点取得課題を用い

て児童期中盤以降の大人と同様の理解を獲得し

て行く過程で生じている発達について、他者の役

割演技性との関連に着目して検討したい。もとも

と Piagetは発達の主導的要因を空間関係を構成

する諸対象への子ども自身の働きかけに求めて

いる。そのため認知構造の発達の基礎的な要因の

ーっとしての経験を、「対象物体自体の経験で知

覚的情報に基づく経験」と、「主体の行為の経験

で対象に働きかける自身の活動からもたらされ

る経験」とに区別している (Piaget，1979) 0 空間

的視点取得研究において「対象に働きかける自身

の活動からもたらされる経験jが関連していると

考えられる報告をいくつか上げることができる O

たとえば、諸対象への子ども自身の働きかけを求

める訓練で効果を示した報告として、「自己視点

から他視点への自己身体の移動 (e.g.，岩田，1974;

中塚ユ975)J、「代理「視点J(人形)と対象の方向
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性の明確さ(普遍的な対象の向きと環境の関係性

への注意の向け易さ) (e.g.，/J¥津帽杉村、 2008)J 

などである。したがって、空間的視点取得研究の

領域において代理「視点」と呼ばれている他者視

点、の機能に対して、応答する子どもが主体的にか

かわる観点をもった訓練が、正答率を上げると考

えられる。

そこで、本研究では、 5，6歳児を対象とした

三山問題型の視点取得課題における「他者Iを代

表する他者視点(代理「視点J) となる人形に役

割演技性を付与した手がかりを考えることとす

る。そして、その手がかりを与えた訓練後のパフ

ォーマンスの変化を実験的に調べることとする。

なお、手がかりの一つ(手がかり Route) は、対

象への自己身体運動で生じる内的状態の変化へ

の影響を狙いとして代理「視点J(人形)の移動を

伴う動作により行う。もう一つ(手がかり Window)は、

代理「視点」と対象の方向性に注意を向ける代理

「視点jの移動を伴わない動作により行う。なお、

2つの手がかりは、他者の視点(代理「視点J)に

関与する手がかりであることからも、特定視点へ

の視点の投射が可能とされる射影的空間表象段

階にある 5，6歳児を対象とすることが適切と考

えられた。

2 自白雪

本研究では、 5，6歳児を対象として、実験

参加者間で 2つの役割演技の手がかり提示(移動

あり群/なし群、統制群)においても、空間的視

点取得は一貫した傾向 (egocentrism) を示すの

かどうかを検討することを目的とした。実験の方

法では、異なる実験参加者 3群において、プリ・

テストにおいて、手がかりなしによる視点取得課

題を遂行する。つぎの手がかり提示による介入段

階において、手がかりありの 2群では手がかり提

示を行い、手がかりなし群は手がかりなしによっ

て課題を遂行する。最後にポスト@テストを実施

し、条件群聞の比較を行う。ここでは、空間的視

点取得の他者の役割演技による手がかり提示を

行うことで、子どもの空間的視点取得の反応が、

他者の演技性(動きのあり・なし)によって変化

するのかどうかについて検討する。

3 方法

実験参加者および実験状況

幼児 48人 (5，6歳児、各 24人)。幼児は、大
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手続き

プリ e テスト:4 (地点) x 1回

り提示の試行過程:4 (地点) >く2回

ト・テスト:4 (地点) x 1回の)1聞に、計 4

X4回がひとりの児童に対して行われた

点)は、実験参加者に対して、 00 、900

2700 の地点、である)。

各地車、の手がかり謹示と教示

手がかり Route群(動作・移動あり).代理「視

点Jの移動=rここに橋がで、きました。 000さん

(代理「視点Jの人形H士、この橋をまっすぐ歩いて

行くと000(対象)の所まで行けますよ」。

手がかり Window群(動作。移動なし).代理「視

点」の見る構えここに窓ができました。 000さ

ん(代理「視点」の人形)は、窓から000(対象)

を見ているようにみえますねん

刺激および材料

「対象 3個」 大きさ。色の異なるボール

(Piaget (1948)準拠して配置)0 I反応様式J: 

カード 1組 (4枚:正位置から反時計回りに、

00 ，900 ，1800 ，2700 を示すAラB，C，Dの4地点)

から 1枚のカード選択。「代理「視点JJ :動物の

ぬいぐるみの人形(高さ 8cm) 1個。「手がかり

RouteJ 橋に見立てた細長い直方体 (lX2X18

(cm)) 0 I手がかり WindowJ 窓型の枠 (12X

18、枠幅 1(cm) ) 0 茶色の布製マット(45cm四方)。

手がか

ポス

(地点)

(4 (地

1800 

一一〉

一一今

きさと色の異なる 3つのボーノレが組み合うよう

にしておかれている対象を見ている他者(代理

「視点J:ここではうさぎのぬし、ぐるみの人形)、

課題に応えるよう求められる。すべての試行過程

で、 4つの各地点からの見えのカード 1組 (4枚:

A， B， D 地点からの各々の見えの写真。A，

B， C， D の地点l土、反時計回りに、実験参加者

に対して、 00 、900 、1800 、2700 の地点)を

ランダムに提示されて、他者の視点(代理「視

点」;人形)からの見え 1枚の選択を求められる。

テーブ、ルの上には、 45cm四方の茶色の布製マッ

トが敷かれ、 3つのボーノレはその中央部分に置か

れた。実験参加者の右横に実験者が位置した。な

お、本研究では、他者である人形は、ただ各地点

に置かれた場合(統制群)、各地点から対象まで

実験者によって橋の上を渡るようにして接近す

るように移動の動作を手がかりとしてする場合

(Route群)、各地点から対象を窓から見ている

(移動はしないが)動作を手がかりとしてする場合

(Window群)、これらの場合が、プリ・テスト

後に、訓練として行われ、その後、ポスト@テス

トが行われている。得点化;正答(1 )、誤答 (0)。

また、入室後の実験協力者それぞれに、実験への

協力を依頼した。その後、左右の理解の発達に関

する事前調査を行いながら、親和的な関係づくり

を進めた。
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4. 結果 a 考察

Figure.1 fこ視点取得課題におけるプ!J"テスト、ポ

スト・テストの正答数を示す。年齢 (2)x手がかり (3)

×テスト期(2)の 3要因の分散分析の結果、年齢の

主効果が有意だった (F(l，42)ニ12β84，p<.Ol)o 

Figure.2にポスト・テストの反応内容を「正答JIその

他(自己中心的反応以外)誤答JI自己中心的反応」

に分類した割合を示す。年齢ごとの χ2検定の結果

は 5，6歳児とも有意だ、った(共に3χ2(4) =18047， 

pく.01)。

本報告では、代理「視点jが対象に働きかける手

がかり提示の結果、 5-6歳児における発達差が

示された。手がかり Route群は両年齢、特に 6歳児

で他群に比べ目立った正答数の増加を示したO しか

し、ここでは 5，6歳児の発達差は示されたが手がか

り提示の訓練効果は明確にならなカりた。

なお、ポスト@テストの反応内容の割合では年

齢ごとの群間差が示されたことから、主体的な動

作を付帯する代理「視点Jによる手がかり一「一定

の方向性をもつこと (cf.フ手がかり Route)J、「準

備状態をとること (cf.，手がかり Window)J 

提示による訓練が、幼児期の空間的視点取得に影

響を及ぼす可能性が考察される。

5. まとめ

本研究の目的は地者代理「視点」の関係」

のから、 2つの役割演技による手がかりを提示し

た遂行過程において、「他者代理「視点J(動作

あり・移動あり)関係JI他者代理「視点J(動

作有・移動なし)関係」を提示して役割演技j
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あった。その結果に関して、 5歳児と 6歳児の発

達水準の差は示されたが、その訓練後の反応内容

の考察を通しての 2つの発達差は明らかになら

なかった。なお、訓練による教育的効果には、自

己の視点と他者の視点(代理「視点J) の関係の

構図から、自己の視点と、対象にかかわる(動作

あり・移動あり)ということを通して、そこで生

じる他者の視点(代理「視点J) との関係という

三者関係の構図への移行による想像上の見えの

理解、応答形式への気づきの進展が考察される。
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タワッブモー舎によるE重軽と発電め露翠を お検討

山口静夫

九州共立大学総合研究所

An Examination f01" a Teaching M抗ε1"1昌1as the Principles ofthe Rotation and the Generation 

COllceming a Motor using Paper Clips 

Shizuo YArv1AGUCHI 

Abstract 

As countermeasm・esof th母 energyd号ficiencybased on an atomic plant accident caused the 2011 Tohoku 

earthquake and tsunami， the wind power and the wat訂 powerhave be巴ninterested in ren自主rableenergies such as 

an inexl1austible clean energy. In the op日ratingon a wind turbine and a water turbineラ amotor is used to as a 

generatoL This p叩erproposes a t同 chingmatenal as the principles of the rotatioll and the generation conceming 

a clip motor suitabie to address schoolchildτenラS.As昌宣告sultぅ schoolchildren昌reunderstood aboutせlerotation of 

a clip motor based on appear昌.nceof the トJ-poleand S-pole for a solenoidラ g記neratingcurrent caused bγthε 

rotation of a solenoid is measured using an el号ctronicgalvanometer IIlrther. 

Clip motor， Solenoid， magnet， Princ伊leof rotation， Generati月gelectriciか

クリップモータ，ソレノイド，ネオジム磁石，回転の原理9 発電

1 はじめに

最近， 2011年 3月 11日に発生した東日本大震災

の起因による原子力発電所の停止に伴う電気エ

ネルギーの不足に対して 3 再生可能エネルギーで、

ある自然エネノレギーが再認識され，その利用法に

関心が集まっている 1-2) この種方法では3 太陽

光発電を除いた風車や水車などにおいて 9 主にモ

ータが発電機として用いられている圃

平成 21年 4月から新しく実施された理科の小学

校学習指導要領においては， 3年生では磁石の働

き， 4年生では電池による電気の働き， 5年生で

は電流による電磁石の働きおよび 6年生では発

電を含めた電気の利用法について学習する 3)

本研究では，上記/ト学校学習指導要領に基づいて

主に小学校の 5~6 年生を対象に，モータの回転

の仕組みと発電についての理解を目的としてい

る.具体的には，簡易なクリップモータの作成と

その動作を通じて 3 電磁石の N，S極の吸引と反

発の作用を基礎として説明を試みた 4)

2. ソレノイ 調謹と s撞的発生

Fig.lを用いて電磁誘導によりソレノイドの両

端に発生する凪固極について以下に述べる (a) 

に示す①ソレノイドに電流Jを②左側から③右側

の方向に流すと電磁誘導によってその両端に

凪町盃が発生する ここでp ①ソレノイドの両端

に現れる磁極を調べるために2つの④コンパスを

置くと，その磁針 Sヲ Nの吸引作用から①ソレノ

イドの左側に回極，右側に図極が現れているの

が分かる.さらに(0.)に示す①ソレノイドを縮めて

ゆ)のクリップモータの①ソレノイドとした場合

も包囲極の方向は同様となる またコイルに流

す電流fを逆方向にすると困，国極が反転する

く，，)Bol"担割d

Fi.g.l Appeo.ro.nce of the国-pol日o.ndthe国-polef01" a 
solenoid based on electromagl1etic induction 
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参考までにソレノイドに現れる国ラ目極は?コン

パスを用いることなく右手親指の法則から容易

に知ることができる 5)ー具体的には，右手の親指

を除いた 4本の指をソレノイドに添える形にし 3

親指は左側もしくは右側の真横方向とする.ここ

で，親指の向きがソレノイドの中を貫く磁東(磁

力線)の方向となりラその他の 4本の指先の向き

がソレノイドに流れる電流の方向となる，すなわ

ちい)の場合は3 親指の方向が左側となり，ソレノ

イドの中の磁束が右側から左側に貫きヲさらにこ

の磁東が空間を介してソレノイドの左側から右

側へループ状に分布する a その結果予空間的な磁

東の方向から(a)に示すようにソレノイドの左側

に回極，右側に固棲が発生することになる

3旬タリッ 的自転する原理

本研究におけるクリップモータのソレノイド

はy 単 2電池の 25ゅの円筒に直径 O.5mmのホル

マル線を時計方向に 10回程度巻いて作成した g

次いでソレノイ

ドの両端の線を摂

ってシャフトとし

て3 これを 2個の

クリップで支持し

ているーここで左

側に出ている親の

ポリエスデノレ被覆

は紙ヤスリなどで

全部取り除き，同

様に右側の場合は

上倒IJもしくは下側

半分を取り除くよ

うにする.

クリップモータ

の回転する原理の

概要図をに

示す e これから

と(切に示す電

流fは9 ソレノイ

ドのアーム aの角

度。が反時計方向

に O~180。のと

きに左側のクリッ

プからソレノイド

を通して右側のク

も守

i'..enαyrrnum m3gns'i; 

N出x1戸即日毘 mag耐え

Fig.2 General view ofthe principle 
リップへ流れる forthe rotation as the motor 
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(a)は，ソレノイドのアーム aを少し指で反時

計方向に動かしたほぽ 0。に相当する場合で，

電流fは矢印のように反時計方向に流れている.

このときネオジム磁石は S極が上側のソレノ

イド側になるように配置しである.これからソ

レノイドには， Fig.l(切に示したようにその左

側に回極 3 右側に図極が発生し 9 ソレノイド

の回極がネオジム磁石の S極に矢印のように

引かれるさらにソレノイド、の悶極とネオジム

磁石の S極がお互いに反発する.その結果，ソ

レノイドのアームaが矢印に示すような反時計

方向に回り始める.

(b)は，ソレノイドのアーム 3が反時計方向に

900 程度回転した場合で3 電流fが同様に流れ

ることによりソレノイドの下側の回極がネオ

ジム磁石の S極に矢印のように引かれてアー

ム昌の回転が持続する.

はp アーム aが反時計方向に 1800 以上まで

回転するとソレノイドに電流が流れないので，ソ

レノイドには匹目極が発生しない そのため磁

極による吸引と反発が生じないので，これ以降ア

ーム aは頂点のスタート位置(φ 王子。)まで惰性で、

回札順次これを繰り返して連続的に回転する a

4. ク1)ップモーうま

Fig.3にクリップモータのソレノイドの左側に

①(十)，右側に②(-)の単 2電池引を加えたと

きのソレノイドが回転する動作風景を示す.ここ

でp ③ソレノイドの仕様はすでに述べてある。直

方体の④消しゴムのヒに円形の磁力が O.2T程度

の⑤ネオジム磁石を上方が S極になるようにマ

ウントしている図から矢印で示すように⑤反時

計方向に回転している様子がわかる G

Fig.3 A vie'N of operating as a clip motor 
rotating to counterclockwise 
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5固う'7!)ッブモータ的自転数の潰IJ定

従来，主lこ小~中学生を対象とした「ものづ

くりの工作教室」などにおいては 3 工作テーマ

の作品が完成すると簡単な動作確認を行って

工作教室は終了していた e しかしながら基本的

なものづくりの観点から単に作品を完成させ

るだけでなく〉参加者一人一人の作品の完成度

としてその性能などを調べることが重要とい

える.具体的には工作テーマによって異なるが 3

動作に関する時間 9 速度，長さ(距離)，回転数，

電圧および電流などの測定が想定できるの.

本研究では，作成したクリップモータの性能

評{面として，ソレノイドがj骨らかに回転してい

るか調べる目的で、その回転数の測定を行ったら

Fig.4(a)にレーザポインタによるレーザ光を

用いたクリップモータの回転数の測定系の一

例を示すーこれから光棟、としたレーザポインタ

は波長え =532mnの緑色のレーザ光を出射しy

ビーム径が2φ程度で出力が Po=O.6mWの半導

体レーザモジューノレをノ用いた.破線で示す出射

system of a rotation rate for 
a clip motor using a laser pointer 

Choppn管制vcfonTIof a部 lenojd

for the chopping waveform of品

solenoid using a oscilloscope 

FigA r叫easurementview of the chopping 
'vvaveform of a solenoid based on the 
rotation rate of a clip motor 
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したレーザビームは，クリップモータの回転し

ているソレノイドを通過し， PINフォトダイオ

ードからなるデテクタ(検出器)に入力する.次

ぎに，デテクタから得られる出力信号を

Tek位。nix製 TDS310形のデジタノレオ、ンロスコー

プでモニタしている

FigA(b)にクリップモータのソレノイドのチ

ヨツピング信号波形を示す.ここで3 ソレノイ

ドが l回転すると 2つのアームによってレーザ

ピームは 2回のチヨジピングが行われる.モニ

タ画面の目盛りは，縦軸の電圧が lOOmV/DIV，

横軸の時間は抽出/DIVとし入力する際の信

号の結合は ACとした.これからチョッピング

信号の周期は T=40msとなるが，上記 2回のチ

ヨツヒ。ングを考慮すると実際の周期は T=80ms

となる‘ i秒間あたりの回転数すなわち周波数

fは，f=l/Tに上記の実際の周期を代入して/

=12.5Hzとなる.さらにこれを 60倍して 1分間

あたりの回転数に換算すると 750rpmとなる.

クリップモータの性能のよさは 3 ソレノイド

がJ骨らかに回転するところの回転数の高さに

対応している すなわちその回転数を測ること

は，参加者の工作テーマの内容の理解度も含め

た取り組み状況や作品の完成度を知る lつの指

針になると思われる.

ら クリップモータによる発電の翼験

電流を流したソレノイドなどの導体を磁極の

中に配置して動かしたときの発電の仕組みの説

明には，親指を導線の運動の方向，人さし指を磁

束の方向および中指を誘導起電力の方向と規定

したブレミングの右手の法員Ijが必要になる.

ここでは小学生を対象に発電の仕組みよりむし

ろモータが発電機になることを体験し，発電につ

いて感覚的に理解するという目的でその実験を

行った具体的には9 クリップモータに取り付け

であるソレノイドのシャフトをf旨で回したとき

に発生するGj，[8jの微小な誘導起電力によって p

この回路に流れる微小電流を電子式の高感度検

流計である YOKOGAWA製2707-10形のガルパノ

メータを用いて観測した.ガルパノメータの感度

は?任意に設定できるようになっている.この実

験の様子を Fig.5に示す.

(a)から》ソレノイドを図に示すように指で反時計

方向に回転させると，メータの指針が十(プラス)

偵Ijに大きく振れて発電していることが分かる.
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悼む田沼t蹴 lock間関
Gaivanomo色er PoIO色。r

(a~ Indi.cating a :plus as a po~nt~r oÍth~ g~lvanC!mete~' 
based on rotating counterclockwise for the solenoid 
of a clip motor 

あ，)CloCk抗措 Ga!vllllometer 

(b) Indicating over scale of the minus as a 
pointer of the galvanometer based on rotating 
clockwise for the solenoid of a clip motor 

Fig.5 Trial experiment of gener・抗ingelectricity 
based on rotating a solenoid ofthe clip motor 

ここで用いたガルパノメータのスケールは，定量

的に電流の大きさと対応していないが，その回転

によってソレノイドの右側に回，左側に臼の

O.3mV程度の微小電圧が発生し，通常では測定が

困難といえる 0.03μA(3OnA)程度と思われる微小

電流 fが矢印の方向に流れている

(b)のソレノイドを時計方向に回転させるとメー

タの指針が一〈マイナス)側に大きく振り切ってい

る.これは反時計方向の場合とは逆に，ソレノイ

ド、の左側に回右側に臼となる微小電圧が発生

し，図に示すような微小電流 fが回路に流れてい

ることになる.さらにその電圧や電流の大きさはヌ

反時計方向の場合に比べて同様といえる

その結果，クリップモータに付いているソレノイ

ドの回転方向によって 3 発電電圧の回目の方向

が定まり 3 回転の速さ(例えば l分間あたりの回

転数)によって電圧の大きさが定まるという 9 小
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学生にも分かりやすい内容となっている U

上記発電の実験を小学生が行う場合には，ソレノ

イドを回す指の力が一人一人異なるのでヨガノレパ

ノメータの指示が直接に作品の完成度には反映

しないと思われる.しかしながら 3 発電の実験を

ともなう体験は有効といえる.

7会まとめ

本研究では小学生の高学年を対象に，モータの

回転の仕組みと発電についての理解を自的に，工

作テーマとして簡易な「クリップモータ」を作成

し9 これによる回転や発電などの実験を行った，

その結果フ以下の内容が得られたι

(1)導線をコイノレ状に巻いてソレノイドを構成

してこれに電流を流したときに発生する蕗橿

は9 コンパスを用いて容易に図ラ国が判明した

クリップモータのソレノイドの回転の仕組

みは9 ソレノイドに発生する凪自極とネオジム

磁石の園極の吸引と反発により簡易に述べた

作品の完成度の指針となるクリップモータ

の回転数は，レーザ光とフォトダイオードの光

学系を用いて，ソレノイドのチョッピング信号

の周期をオシロスコープで観測して求めた.

(4)クリップモータによる発電の実験では，ソレ

ノイドのシャフトを指で回したときに微小な

誘導起電力が発生し，それによって流れる微小

電流をガルパノメータに指示させることによ

り，発電の体験を行うことができた.
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多ンブラ 下で藤長する農棄粒子 態務長長
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長井達三，生地文也

九州、l共立大学総合-研究所

Morphology Form昌tionof Carbon Particles under a DC Meth昌nePlasm畠

Tatsuzo NAGAI昌ndFurniya SHOn 

Abstract 

Ivlorphology Formation for carbon particles of nanorueter-micron sizes growing in a gas phase under a DC 
meth畠neplasm且 isinvestigated the句、eticallyusing the following modeL Morphology of the particles is 
determined by competition between th号collisiontime of the partides in the gas phase and the silitering time of 
the particle in the condensed phase. It is spherical if the collision time is longer than the sintering timeラ while
non-spherical or agglomerate if shorter. The collision time阻 dthe sintering time strongly depend on particle gas 
temperature and particle temperature itself， respectively. A ph昌S巴 diagramfor particle morphology is obt呂ined
from th号temperaturedependence ofthe two times. Comparing the ph呂sediagram wIth our experimental resultラIt
is concluded t11at the particle ternperature is over 1520K in the experiment with substrate tempεrature 1100 K. 

亙eywords: Methane plasma， Collision time， Sintering timε 

1. F予言言
1.1 ii汗賓のE的

新しいナノスケーノレの物質を気相成長法で合

成しようとするとき、 解決すべき一つの課題は

その物質の相状態と形態の制御法を見出すこと

である。本研究の目的は、メタンプラズマを使っ

た CVD法により創生されたミクロンサイズの球

状炭素粒子 1-3)の相状態と形態形成の機構を明ら

かにして、その制御法の基礎をつくることである 0

1.2 メタンプラズマ下での技素粒子の合成

先に我々は{自主DCメタンプラズマ下で成長し

たミクロンサイズの球状炭素粒子を観測した 1)

これらは鉛直方向に立てた円柱状プラズマ直下

の熱 SiUOO)基板上に作製された炭素薄膜の

SENI観察によって発見された。その一例を Fig.l

に示す。

この図には、多くのミクロンサイズの粒子が見

える。高分解能SEM、EDS及び高分解能TEMによ

る観察から、これらの粒子は約l加盟のグラファ

イトオニオンからなることが確認された九 グ

ラファイトオ二オンは殻構造をもち、高い機械的

安定性(オニオン様構造)をもつことが報告され

ている5)。

我々はこの球状炭素粒子の成長についてヘ次の

様なモデ、ルを提出した 3)。すなわち、負に帯電し

た球状炭素粒子はプラズマと基板間のシース領

Fig. 1 Si(lOO)基板表面の SEM顕微鏡写真

メタン成分比 14%(容積比 CHJ(A.. r+C~))。基板温
度を1l00Kに保ち、プラズマ照射を2時間行った。
パーは 5μm、プラズマ励起圧は 4X 10-2 [Pa f)。

域において、上向きに電気力を下向きに重力を受

けるが、この 2力が丁度釣り合うために、安定し

てグラファイトオニオンを捕集しながら成長す

る、という理論モデルで、ある 3)。 このモデルに

よると、球状炭素粒子の直径は、時間の 1乗で増

大し、捕集するグラファイトオニオンの減少と共

に飽和の傾向を示す。

上述のモデルにおいて、我々はグラファイトオ

ニオンとミクロンサイズの炭素粒子形成の出発

点、となる初期炭素微粒子 (precursor) の存在を
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前提にした。これについては、 i}laianabe等によっ

て、 RFシラン (SiH4)プラズ、マ中の Si微粒子

成長の実験的研究がなされている 4)。この研究に

よると、 Si微粒子はプラズマシース領域でその

核ができ、初期成長期に直径 10nm程度の初期微

粒子が形成され、急速成長期を経て直径約 lOOnm

まで成長する。我々の炭素粒子の場合も、直径

100良m近傍までは、 Si微粒子と同様に初期微粒

子形成がなされるものと仮定した。

吏に、 'l/atanabe等は Si微粒子への電子付着

を定量的に明らかにした。それは微粒子成長と共

に急速に進み、粒子密度とイオン密度比が 0.01

の場合、直径約 100nmで微粒子 l個当たりの電

子付着数は 100個程度に達し、その後はほぼ一定

となる。

本研究の直接的動機は、我々の実験で得られた

SEM写真が示す炭素粒子の多様な形態にある o

Fig.1にその一端を見ることができる。高い真珠

度の球状粒子、焼結進行中らしき粒子、数珠状に

つながった球状粒子、ある種の規則性で配置され

た球状粒子¥などが見られる。この よう

な炭素粒子或いは炭素粒子系の形態形成を明ら

かにしたいというのがこの研究の出発点である 0

1. 3ナノ粒子の焼結

気相成長におけるナノ粒子の形態形成は、初期

微粒子が衝突して、合体し多様な形態に成長する

過程(以下、焼結過程と呼ぶ)として捉えられる。

衝突過程と焼結過程の相対的割合が最終的な形

態を決めるものと考えられる。

FriedlanderとWuは2粒子の焼結を、非球状

粒子が原子の固体中拡散によって球状に近付い

て行く過程、として記述し焼結時間を導出した 6)。

そこでは、合体粒子の表面張力が形態形成の駆動

力であると仮定された。

ZachariahとCarrierは Siナノ粒子の焼結を

分子動力学シミュレーション(Moleculardynam-

-ics simulation) によって研究した。そこでは、シ

ミュレーションの結果が、液滴に対する粘性流機

構モデ、ル、及び固体に対する固体拡散機構モデ、ル

と比較された 7，8)

Sander等はナノ粒子の焼結を確率論的粒子モ

デル (Stochasticparticle model)を使って研究した。

そこでは、このモデルにより、 Si02について、

各種の分布に加えて TEMスタイル像も計算され、

その結果が実験結果と比較された 9)。

2句
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前節で紹介した、プラズマ下で、の粒子成長に関

する実験及び理論 1-4)を基礎にして、 DCメタン

プラズマのシース領域における炭素粒子の形態、

形成のモデルを考える。気相状態にある、正負の

荷電をもっ直径約 10nm(d同 lOnrn)のグラファ

イトオニオンが結合して直径数 lOnm~約 100nm

の炭素粒子が形成され、それらが接触衝突によっ

て、より大きな粒子を形成していくものと考える。

炭素粒子の間固に多数存在する電子は、急速な付

着によって粒子を負に帯電させる。直径にある闇

値 do(d ~ lOnm)が存在して、直径 dがぬより

大きくなると、中性粒子と負帯電粒子が増え始め、

それ等が主要な粒子になるものと考えられる 4)。

そうすると、直径が doより大きくなった粒子の

それ以降の成長過程は粒子間衝突(中性粒子聞及

び中性粒子と負帯電粒子間)の頻度によって次の

様に分類することができる。 Fig.2に模式図を

示す(文献 9のFig.lを参考にした)。

(a) 無醤jg聖母場合:

直径数 lOnm~約 lOOnm の炭素粒子の粒子密

度が希薄で粒子同士の衝突が無視できる場合は、

一個の粒子は単独で、中性か正のグラファイトオ

ニオンを捕集しながら成長する。前論文で我々は、

この場合における粒子半径の時間依存性を与え

る式を導出した。

(b)弱衝突の場合・

粒子密度が増加して粒子同士の衝突が無視で

きなくなる場合は、衝突後の粒子同士の焼結によ

り球状粒子が生成される。

(c)強簡突の場合:

粒子密度が更に増加して衝突が頻繁に起きる

場合は、焼結が完了する前に新たな衝突が起こり

非球状粒子が生成される。

Fig. 2に示すように、粒子の成長段階は、 (0)

プロローグ、(I)衝突期、 (2)焼結期、 (3)安定成長

期、に分けることが出来る。

(0)プロローグ Prologue

プラズマシース領域(プラズ、マ端近傍、プレシ

ース及びシースを含む)において、メタンから解

離した炭素原子から、核形成を経て直径約 10nm

のグラファイトオニオンが成長する O グラファイ

トオニオンは各種電荷(中性、正、負)をもち、

炭素粒子の基本構成要素になる 1-3)。前節で述べ

たように、これらの基本構成要素が衝突結合して

初期炭素微粒子 (precursor) が成長する。
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Fig.2 炭素粒子の成長過程を示す模式図

無衝突の場合 (b)弱衝突の場合 (c)強衝突の場合

(1)衝突期 (2)焼結期 (3)安定成長期 (d炭素粒子直径)

巴-attachment炭素粒子への電子付着

o-capture炭素粒子のオニオン捕集

(1)簡突期 CoI I i s i on stage 

この段階の初期では、初期炭素微粒子(precursor)

が互いに接触衝突して結合し小粒子をつくる。更

に/ト粒子同士が接触衝突して結合しより大きな

粒子をつくる。

これらの粒子は成長ともに、主として、中性か

負の荷電を持つようになる。なぜなら、粒子の表

面積は半径の 2乗で増大し、電子付着が急速に

進むため、正電荷をもっ粒子は中性に、中性粒子

は負電荷をもつようになるからである。この負帯

電化は、粒子の成長と共に進み、負帯電粒子が増

大するのに対し中性粒子は減少する。

粒子同士の衝突頻度を特徴付ける量は衝突時

間'co/ である。これは、一粒子が他の粒子と衝突

するとき、一つの衝突から次の衝突までの平均時

間として定義される。
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(2)懐結期 Sintering

接触衝突して結合した粒子は、結合粒子の

間で焼結過程が進み、互いに融合して表面積

を小さくするように球状になろうとする。こ

の焼結過程を特i徴敷付ける量は焼結時問 τ九S訂I

でで、ある O これは二つの球状粒子からなる結合

粒子が つの大きな球になるまでの平均時

間として定義される。

2つの過程を特徴付ける時間、 τ印 lとTS問、

の長さの違いが粒子の形状を左右する。最終

的な粒子の形状は τco/>>τsmなら球状、

7κ九C印0/くく fτ'si幻川S口l

(ω3討)安定成長期 S抗ta油bl同egro側wt廿出hstage 

粒子直径が十分大きくなり、粒子周囲から

の急速な電子付着により安定した負電荷を

もっ粒子になる。ほとんどの粒子が負電荷を

もつので、粒子同士の衝突は起こらず、正電荷

をもっグラファイトオニオンを捕集して更

に大きくなる。

粒子の形は、焼結時間 'rsin が十分短けれ

ば前期(衝突期)までに形成された形を保ち、

十分長ければ焼結過程が進行する。

前論文乃)では、 Fig.2 (a)無衝突衝の場合、

すなわち、衝突時間に比べて焼結時聞が十分

短い場合について、球状炭素粒子の成長を調

べたことになる。

4.農棄粒子の寵費時間と鵠結時間

衝突期における炭素粒子は中性か負帯電

状態にある。粒子同士の接触衝突は中性粒子

と中性粒子または中性粒子と負帯電粒子間で起

こるので、これは剛体球同士の衝突と見なすこと

ができ、粒子同士の衝突時聞は次式 10)で与えられ

るO

ず 一一一一一一一-

col - 4~npJrづくり>
(4. 1) 

ここで、ち及びらはそれぞれ炭素粒子の密度

及び半径、そしてくν>は粒子の平均速度であ
p 

る。粒子気体の温度をT、粒子の質量を mp ' ボ

ルツマン定数をんとすると、粒子の平均速度は

くり>=~8kBT /(刷p)と表される。

炭素粒子同士の焼結は、炭素原子の凝縮相にお

ける拡散機構により進むものとすると、焼結時間

は次式で与えられる 6) 



3ιTN  
E F r 

sm 64;roD(Tp) 

ここで、 Tpは炭素粒子の湿度、 Nは炭素粒子

中の炭素原子数、 σはグラファイトの表面張力、

D(Tp)は炭素原子の自己拡散係数である。炭素

粒子の内部温度ろは粒子気体の温度Tと一般に

は異なる。

この炭素原子の自己拡散係数は、炭素原子の活

性化ヱネノレギーに相当する温度を乙とすると、

D(Tp) = Do exp( -Ta / Tp)と表わされる。ここで、

Doは炭素原子の自己拡散係数の定数因子である。

(4.2) 

5胴農棄粒子的責務態に関する相堕

球状炭素粒子が成長するためには、焼結時間

τ31ATp)が衝突時間 Tco1より短いことが必要で

ある。即ち、式(4.1)と式(4.2)を使って、球状炭

素粒子が形成される条件は次の不等式によって

与えられる。

ト[-a寸)]<FF (4. 3) 

ただし、九は基準にとる温度でT<To<乙の

範囲にあり、これを使って無次元量α及びメ?を、

それぞれ、 α三乙 /To及びβ主 Tco/ (To) / 'sin 0 ) 

と定義する。

一離的信祖国

式 (4.3)が表す球状粒子領域の全体を見るため
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供時rr議

Fig.3 無次元量による炭素粒子の相図

横軸は粒子温度与を活性化エネルギーに相当す

る温度 Taで割った無次元量、縦軸は粒子気体温度 T

をおで割った無次元量。灰色領域が球状炭素粒子が

成長する領域(式(4.4)参照)。

Fig. 3において、球状粒子領域は x=lで最大

値 y=lをとり、 X が小さい領域では指数関数

で減少し、 xが大きい領域ではベキ関数

で減少する。従って、高い粒子温度が球状粒

子を生成するのに効果的である、ということがわ

かる。

吉本翼霊安条件下 る相国と粒子j墨農

我々の実験におけるパラメタを式(4.3)に代入

して炭素粒子の相図を求める。更に、その柑図と

実験で得られた粒子の7ちがてから粒子温度を評価
日ナーコ主

に、この式をパラメタに依存しない形に書き換え ヲ d

先ず式(4.3)を次のように書き換える。
る 。基 準温度九を乙にとると α=1 ， 

β=古ιTco印0/パ(T乙αJ)/TSH川I
x三T九p/T丸σ及ひび¥y三T/べ(T:乙Gβ2勺〉を導入すると、式 T 吋JT，れi2 1-_" T，れれ 1
(4山次の様になる O すくs21ず|均|以l一戸 (4.5) 
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Fig. 3に式 (4.4)が表す炭素粒子の形態に関

する相図を示す。灰色領域が球状炭素粒子が成長

する温度領域で、他の領域が非球状及び集塊状粒

子が成長する領域である。

基準温度は九=3000 [K]とする。これは、我々

の実験における粒子温度T(基板温度で近似す

る)、約1000[K]より高く、自己拡散係数の活性化

エネルギーに対応する温度(し、くーっかの金属に対

する測定値上数10000[K]より低い値を採用した。

(6a)衝突時間τco/(To)の値

第2節で述べたように、粒子の直径が闇値 ~ ~ 

100 [nm]を越える辺りから、粒子の帯電状態が安
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定して、系統的な形態形成が始まるものと考え

られる。従って、特徴的な衝突時間 1:co/ (九)と

して、この闇値d。をもっ粒子気体の衝突時間を

求めることにする。半径rp= do /2=50⑤ o [nm]の
グラファイトからなる炭素粒子の質量は

mpニ9.42x 10-18 [kg]であるから、この粒子の

平均速度はくり>(TO) =1.12xlO-2 [m/s]と求

まる。この値と実験結果から得た粒子密度

=3.0><1014 [11m3] を式 (4.1)に代入して、

衝突時間は次の様に求まる。

τ印 /(To) = 6.71 [s] (4.6) 

上述の粒子密度の値はFig. 1のSEM写真から

求めた。そのとき、この写真の粒子は、厚さ

O.50[mm]のシース領域で成長した粒子がプラズ

マの切断により一斉に落下して基板上に分布し

たものである、と解釈した。加えて、直径が

dO ::::; 100 [nm]からこの写真の大きさ d::::;1600 

[nm]まで成長する問に、強衝突はなかったものと

仮定した。この粒子密度の値は、前論文3)で使用

したオニオン密度 no.ter= 1.0 x 1014 [11m3 ]と同

じオーダーであり、そしてプラズマ中の電子密度

より 2桁小さい。この結果は我々の粒子成長モデ

ノレにおいて妥当であるということができる。

(6b)焼結時間Tsin(To)の鐘

炭素粒子同士の焼結時間 Tsin(To)は式(4.2)で

与えられる。その式の炭素原子数Nは、粒子質

量 mpを炭素原子質量で、割って N=4.73xl08と

求まる。表面張力ぴと自己拡散係数に含まれる、

D。とえは、グラファイトについての適当なデー

タが無いので、周期表で炭素と同族の、前者につ

いては鉛の値σ=0.442 [N/m]を、後者について

は固体ゲルマニウムの{直Doニ1.08X 10-3 [m2 / s] ， 

Ta = 3.69 X 104 [K]を使うことにする。

そうすると、自己拡散係数はD(九)= 4.87 x 

10-9 [m2/ s]となり、粒子の焼結時間は次のように

求まる。

Tsin (To) = 1.36 x 10-4 [s] (4. 7) 

(6c)農棄粒子の柏盟

式 (4.6)と(4.7)及びえニ3.69><104 [K]から、

式 (4.5)に含まれる2つの無次元定数が次の様に

求まる。
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αニ1.23x 10ヲ β=4.95x104 (4.8) 

これらを式(4.5)に使って、我々の実験における

温度領域で相図を描くとFig. 4のようになる。

これはFig. 3の原点近傍の拡大図に栢当する。

灰色領域が球状炭素粒子が成長する領域、他の領

域が非球状及び集塊状粒子が成長する領域であ

る。斜めの破線は粒子気体温度と粒子本体の温度

が等しくなる直線Tニ九を表す。

この直線と球状粒子領域の境界との交点は

T = O.510To = 1530 [K]である。

Fig. 1に示す我々の実験では基板温度は

1100 [K]で、あった。粒子気体の温度Tが基板温度

に等しいとすると、我々が観測した球状粒子は

T = O.367To線上の灰色領域にあったと考えられ

る。すなわち、この粒子は成長段階 (Fig省 2の

焼結段階から安定成長段階)において、 1520[K] 

以上で、あったと評価できる。

Tパ11

TptlO 

Fig‘4 本実験条件下での炭素粒子の相図

横軸は粒子温度号、縦軸は粒子気体温度 T、基準温度

はおニ3000[K]。灰色領域球状粒子、その他の領域非

球状粒子，集塊。

7唱議論

(1)粒子温度が1520[訂以上という結果について

我々はDCメタンプラズ、マ下で成長する炭素粒

子の形態に関する相図から、我々の実験で得られ

た球状粒子(直径数μm) は、その成長段階(直

径約lOOnm)において1520[K]以上の高温であった、

と推測した。
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この結果は、我々が得た多くのSEM写真が示す

様々な粒子の形態から見て自然である。すなわち、

SEM写真には、高真球度の球状粒子、焼結進行中

らしき粒子、数珠状につながった球状粒子、鉛舎¥

集塊、などが見られる。このような形態から判断

すると、成長段階では相当の高温であったと考え

られる。

Siナノ粒子の焼結について行われた、分子動力

学シミュレーションめでは、2粒子が衝突して焼

結が始まる初期に粒子温度が上昇した。めこれは

我々の結果を支持している。

更に、エアロゾノレ形成の研究において、ナノ粒

子の融点はサイズが減少すれば下がり、粒子は液

体的(liquid-like) になると報告された。 12-14)

この報告も我々の結果と合致している。

(2)グラファイトの表醤張力と昌己拡散{系数

粒子の衝突時聞に01と焼結時間 Tsinに含まれる

表面張力 σと自己拡散係数Dの値は、グラファ

イトではなく、グラファイトと同族の元素のもの

で代用した。

表面張力 σは鉛の値σ=0.442 [N/m] (液体鉛

と気体水素との界面(温度623[K]))を採用した。

自己拡散係数に含まれる、 D。とえは固体ゲノレマ

ニウムの{直Doこl.08xlO-3[m2/s]、乙=3.69x 

104 [K]を採用した。この九に相当する活性化エ

ネルギーは3.18[eV]になるが、これは炭素原子同

士の結合エネルギー3.69 [eV/bond]より少し小さ

い。これらのパラメタは、将来、グラファイトに

ついて測定されることを期待したい。

(3) 粒子温度上昇の起漉

本研究で得られた高い粒子温度は何に由来す

るのか、すなわち、その起源については、これか

らの問題として残された。上述のSiナノ粒子の焼

結に関する研究めでは、粒子温度の上昇は焼結の

進行によるSi原子のダングリングボンドの消滅

によるものと仮定された。本研究における炭素粒

子の温度の上昇も、炭素原子のダングリングボン

ドの消滅に起源をもっという考えは一つの有力

な候補である。この考えを進めるには、実験で得

られた球状粒子内部の原子構造を実験的に明ら

かにする必要がある。
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Generation of atmospheric-pressure non-equilibrium 

Fumiyg SHon 

概要

大気圧程度の高い圧力であっても、空間的あるいは時間的に特殊な条件を用意すれば、ガス温度が

電子温度に比べて極めて低い非平衡プラズ、マを生成できる。試作した小型の平板型および円筒型装置

に大気圧程度の Heガスを満たして RF電力 (n56M也、 30W~-60W) を投入した結果、以下の低い

温度のプラズマが安定的に発生することが分かった。この Heプラズマをガラス、プラスチックおよび

金属表面処理に適用した結果、処理前後において接触角が大幅に変化することが明らかになった。平

板型および円筒型装置による低い温度の大気圧非平衡プラズマのバイオ e 医療分野への応用の可能性

について述べた。

Keywords.. Atmο 

1はじめに

プラズマプロセス技術は新規な薄膜材料やナ

ノ材料の研究@開発に重要な役割を担っているが、

最近、従来の低圧力プラズマプロセス技術を大気

圧程度の高圧力プラズマプロセス技術で置き換

える可能性に期待が集まっている。また、生体分

野やノミイオテクノロジ一分野では、低温 (lOOOC

以下)で適度な化学反応性をもつような大気圧プ

ラズマプロセスを積極的に活用したいという要

請が高まっている。

大気圧程度の高い圧力の下では、放電は熱平衡

プラズマとなって落ち着くことはよく知られて

いるが、空間的あるいは時間的に特殊な条件を用

意するとガス温度が電子温度に比べて極めて低

い非平衡プラズマが発現することも知られてい

る lo)。このような背景から近年、 薄膜・ナノ材

料の分野においてはプラズマ CVD的要素を取り

入れた大気圧熱平衡プラズ、マ、また生体分野や

バイオテクノロジ一分野においては表面に損傷

を与えない低温度のソフトな大気圧非平衡フ。ラ

ズ、マについて、その生成法と応用に関する研究が

盛んである 4)。

本研究ノートでは Heガスを使った低温度のソ

フトな大気圧非平衡プラズマの生成法を紹介す

るともに、プラズマの特長を示し、そして医療分

野への応用の可能性について言及する。

2回大気圧非平欝プラズマの生成

2. 1 非平衝プラズマの性賞

気体プラズマを励起するために投入された電

力(エネルギー)を電子(密度叱、質量me) が

吸収(消費)して電子温度がえとなっていると

すると、これらの電子は気体分子(質量mg，密

度nz、温度Tg)と衝突を繰り返しているために、

気体分子の温度も上昇すると考えねばならない。

ここで、衝突におけるエネルギー損失係数を κと

おけば、電子 1個が気体分子 1個に 1回衝突する

とK(3kB乙/2)によって求められるエネノレギー

を平均的に失うが、同時にそのエネルギーを気体

分子が受け取り、気体分子の温度は上昇すること

になる(ん:ボルツマン定数)。したがって、単

位体積当たりの気体分子の加熱スピードSは

S = ne V eK(3kBTe /2) = ne V e(2me /l11g)(3kB乙/2)

.1) 

と与えられる。ここに、 Veは単位時間当たりの

電子の気体ガス分子との衝突回数である。また、

l11eくく I11gから K= 2111el11g /(me +mg)2 "" 2me /mg 

とおいた。したがって、このようにして電子衝突

によって加熱された気体分子の温度は分子間衝

突による熱伝導によって失われることになる。こ

こで、気体分子の流れが無視できるとき、熱伝導

損失と熱入力のバランスの式は一次元のもとで

は次のように与えられる九

以内~/が)= n即e♂λ1

. . 2) 

-59-



[研究ノート]九州共立大学総合研究所紀要第6号 2013年3月

Journal of Kyushu Kyoritsu Universjty Resea回.hlnstitute NO.6 March 2013 

100 

ここに、 Zは気体の熱伝導率である。ここで、注

目する気体プラズマのサイズを 2dとし、その両

端で温度をゼロ、また温度分布を

T(x) = Tg COS(1T x/2d)と置くと、 2)式の左辺は

x(π/ 2d)2 Tgのオーダーとなる。これを 2)式に

代入して気体分子温度と電子温度の比ζ/乙を

求めると

Tg /Te =(l2d2 /冗2)(me/mg)(kB /χ)neVe 

10 

-nu -

国 1 電子密度neをパラメータとして計算した非

平衡プラズマにおけるガス温度 (Tg) におよぼすフ。

ラズ、マサイズ2dの影響

2.2大気正非平簡 Heブラ

その特長

ここでは、医療分野から要請の期待されるガラ

スあるいはプラスチック製器具類の表面処理を

念頭に置き、(1)平板型プラズマ生成装置および

(2)円筒型プラズマ生成装置の構造を述べると共

に、それぞれのプラズ、マの励起特性、プラズマ分

光特性、また基板の温度特性についての測定結果

を示す。

(1 )平板型プラズマ生成装置

製作した平板型プラズ、マ生成装置の断面は図

2に示すような構造であり、 Cu電極とメッシュ

電極からなる狭い空間(電極間: 1 mm) に

13. 56MHzのRF電力を投入することでプラズマ生

成を可能にしている。

Heガスは導入口からプラズマ領域を満たし、

排出口から大気中に放出されるようになってい

る。メッシュ電極の真上に Cu製の円板状蓋を円

筒状ガラスを介して被せ、これに基板保持の機能

を持たせている。このことによって、ガラスを通

してプラズマ生成の様子が目で分かる、同時にプ

ラズマ分光分析を可能にしている。

RF 電力 30~50W において、図 3 に示すような

電極間に一様に広がった安定なプラズマ生成が

確認された。また、このようなプラズマを分光し、

図4に示す結果が得られたo 300nm~400nm に現

れている強し¥ピークは励起Heと励起 N2分子によ

るものと思われる 6)。さらに、放射温度計 (HORIBA

IT-240)を使って基板温度を測定した結果、図 5

-60 

plasma siz告 2d(mm) 

出生成法と

と与えられる。ここで、電子の気体分子との衝突

回数九は分子密度ちのとき veznzσ<九>と

置けるから、 3)式は注目している気体の密度ち

を含む次式のように置き換えられる。 (σ は電子

の衝突断面積、く Ve>は電子の平均速度)

ら/Te= (12d2 /π2)(l11e / mg)(kB /χ)nengσ<Ve> 

.. 4) 

式 4)より、気体分子の温度はプラズマサイズ

の2乗、気体分子密度(圧力)および電子密度に

比例し、気体の熱伝導率に反比例することが分か

る。また、電子温度が気体分子の温度に比べて高

かく、通常、九 /Teくlであれば非平衡プラズマ

といえることから、大気圧程度ではプラズマサイ

ズを;J¥さくしなけ:hlまならないといえる。ここで、

大気圧 (105Paとした)Heガスプラズ、マについて、

4)式に基づいて電子密度をパラメータにプラズ

マサイズ2d(mm)を変化させたときのろ/乙値を

求めると図 lのようになる。なお、計算に際して

はHeガスの熱伝導率に室温値 155(mW/m)、また、

電子の平気速度 <Ve>は電子温度を lOOOOCと仮

定してく九>= (8KBTe /1Tn1e)1I2から求めた値を

使った。図から明らかなように、 Heガス圧が大

気圧 (P= 105Pa)では、 Heプラズ、マ中の電子密

度が一定であれば、プラズマサイズが小さくなる

ほどガス温度は下がることが分かる。また、例え

ば 300C程度の Heガス温度(ここでは、 /Teニ

0.03)の非平衡プラズマを励起したい場合であれ

ば、電子密度が1Q19/m3の場合ではプラズマサイ

ズを約 2mmに、また電子密度が 1018/m3の場合で

はプラズマサイズを約 7mmにすればよいことが

分かる。さらに、 He ガス温度が 1000C~300Cの範

囲のプラズマが要求される場合であれば、プラズ

マサイズが lmm~lOmm のとき電子密度が 10 1 日/m 3

~1020/m3 の範囲であれば良いことが分かる。

巴. 3) 
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図2 大気圧非平衡Heプラズマ生成装置

(平板型)

図 3 RF電力 50Wにおける平板型 Heプラズマ

の外観

から分かるように基板温度を 600C以下に抑えら

れることが明らかになった。

このことから、 RF電力 50WのHeプラズマはソ

フトな大気圧非平衡プラズ、マであることが分か

る。

(2)円筒型プラズマ生成装置

試作した円筒型プラズ、マ生成装置の断面は図

6に示すような構造となっており、 円筒状のメ

ッシュ電極と円筒型金属との狭い空間 (電極問:

1 mm)に 13.56 MHzの高周波を印加することでプ

ラズ、マ生成を可能にしている。さらに、円筒状メッ

「十よ 「
Atmospheric-pressure He plasma 

8仰

Wavelenbt"thλ(nm) 

図 4 RF電力 50Wにおける大気圧 H巴プラズマ

の分光結果
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図 5 RF電力 50Wのプラズマに曝された基板の

温度変化。

シュ電極の中心に金属棒を置き、これにチューブ

状試料を通して固定できるようしている。こうす

ることによって、プラズマによるチューブ状試料

表面の処理が可能になっている。

ガラス窓

Heガス封ド出口 円筒状電極 I

円筒状電極H

図 6 大気圧非平衡 Heプラズマ生成装置

(円筒型)の概略図

RF電ノj60Wにおけるプラズ、マの外観を図 7に

1000 示すが、プラズ、マが電極聞に一様に広がることが

わかる。また、放射温度計 (HORIBA IT-240)を

イ吏ってプラス、マ生成おける基板温度を測定し、基

板温度が 600C以下に抑え られていることが分か

り、この RF60Wのプラズマは平板型プラズ‘マと同
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様、大気圧非平衡プラズマで、あることが明らかに

なった。

図7 RF電力 50Wにおける円筒型He

プラズマのタト観

3.プラスチック素材表面改質への応用

水をよくはじく (はっ水性)、逆に水がよく濡

れる(親水性)を表す用語"濡れ性"は固体表

比一¥
rs Y SL 

図8 固体表面上の水滴の接触角。と界面

エネルギーの関係

面の化学的性質のーっとして重要である。

平らな表面に水滴を置いたとき、函 8に模式的

に示すように水滴の接触角。は、水と国体の聞の

界面エネルギ-YSL 、空気と水の聞の界面エネル

ギ- YLV、空気と固体の聞の界面エネルギーYsv 

に依存し次式で表されることはよく知られてい

る。

Ysv = YSL + hv cos θ..  5) 

この式は、水の表面エネノレギーを一定左すれば、

表面エネノレギーの大きい素材ほど水滴の接触角

は小さい、すなわち水がよく濡れる(親水性が大

きし、)といえ、また逆に、表面エネルギーの小さ

い素材ほど水滴の接触角は大きい、すなわち水を

よくはじく(はっ水性が大きし、)といえることを

示している。

そこで、このような素材表面の“濡れ性"改善

(!再究ノート]九州共立大学総合研究所紀要第6号 2013年3月
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に対する大気圧非平衡プラズマ照射効果につい

て調べた結果について述べる。

(1)チューブ表面へのプラズマ照射効果

円筒型装置(図 6)使い、チューブ状試料(シ

リコン系)表面に対し RF電力 50Wのh プラズマ

処理をおこない、その効果を接触角の測定により

調べた。なお、接触角は、注射針の先端に作った

水滴 (0.9μ Q)を試料表面に軽く接触させて移し

たとき、水滴の形状が図 8に示すような球の一部

であると仮定して水滴の高さ h、接触円の半径R

から、 θ=2 tal1-1 (h/ R)となる。

このプラズマ処理前後の水滴の形態写真を図

9に、また、インクを使って調べた“濡れ"のプ

ラズ、マ処理前後の観察結果を図 10にそれぞれ示

す。図 9には接触角の測定結果も示しているが、

プラズ、マ処理前で、はθ>900 であった接触角が、

プラズ、マ処理後では θ<50 と小さくなってい

ることが分かる。一方、図 10からはプラズ、マ処

理の前後においてインクに対する“濡れ"の様子

図9 (A): Heプラズマ処理前の水滴の形態と接

触角の測定結果。(B):プラズマ処理 (RF電

力 130 56MHz， 60W， 30分)後の水滴の
形態と接触角の測定結果。チューブ素材 シ

リコン系

が全く違っており、インクが一様に広がって付着

しているプラズマ処理後の表面は濡れ性が良く

なっているといえる。

このように、 Heプラズマ処理によって、ンリコン系

素材表面が接触角θ<50の超親水表面に改質され

フ臼
円

h
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図 10 RF電力 (130 56MHz， 60W， 30分)の

Heプラズマ照射前後の表面におけるイン

クの“濡れ"観察の結果。チューブ素材

シリコン系。

たことから、本大気圧 Heフ。ラズマはフ。ラスチック表

面の“濡れ性"改善、すなわち表面ネルギーを大きく

することに有効であるといえる。従来、表面エネルギ

ーを大きくする官能基として OH基の宿主が知られて

いる。本Heフ。ラズマ照射によって、はたしてOH官能

基が表面に生成したかどうかについては、今後、検討

が必要である。

4.医療分野への応用

バイオ・医療分野で、のフ。ラズ、マ応用で、は、真空を必

要としない大気圧下での処理が可能であり、加えて低

温フ。ロセスが可能なフ。ラズマ生成装置が求められる。

一方、医嬬誤材料には、生体に優しく、かつ安全性

が高いことが最も重要な条件として求められる。特に

体内に挿入するような若誤では生体適合|生を保持させ

ることが重要である。例えば、カテーテルなど、の器具

では、素材と生榊E織の良好な適合性が求められる。

本研究によって紹介した二つの大気圧非平衡 Heプ

ラズマ生成法は簡単な構造で、あり、また、生成したプ

ラズマはソフトで低温である。したがって、上述した

ようなバイオ・医療分野が求めるような大気圧のプラ

ズ、マ処理装置として機能する可能性がある。 特に、

シリコン系チューブ表面処理に適用した円筒型装置の

場合、 Heフ。ラズマ処理によってチューブ表面が超親

水状態になったことから、例えば、これをカテーテル

表面長虫里に用いて超親水性付与表面を実現すれば、体

内にカテーテルを挿入する際に懸念される苦痛の緩和

に繋がる可能性がある。

5.おわりに

本研究ノートでは、大気圧非平衡 Heプラズマ

の生成に関し、小型のコンパクトな平板型と円筒

型の装置を紹介した。同時に、円筒型装置でおこ

[研究ノート]九州共立大学総合研究所紀委第6号 2013年3月
Journal of Kyushu Kyoritsu University Research Institute No.6 March 2013 

なったシリコン系チューブ、表面の処理効果につ

いての結果を示した。そこでは、 130 56MHzの

RF電力 60Wのプラズ、マ処理表面が超親水(接触

角θ<50) になることを示した。

また、このような表面処理の効果を踏まえ、医

療分野への応用の可能性について述べた。なお、

本研究の遂行にあたり、シリコン系チューブ試料

を提供いただいた九州、|クリエートメデック株式

会社林正彦氏に感謝します。
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